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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







「ず、ずっと前からぁ！　あ、あ、あなたのことがぁ！　すっ、好……」

　身を縮めた百もも香かの目の前で、駆け寄ってきた男の人がピタリと動きをとめた。

　駅構内の雑踏を背にした彼は、静止画像のように、そのままピクリとも動かなくなる。学生服を着たその男性を見上げ、百香は大きく息をついた。

「いこう」

　パタン、とコンパクトを閉じた黒くろ媛ひめが、百香にやさしい笑みを投げかけてくる。そして、長い黒髪をサッと搔かき上げたあと、なにごともなかったかのように歩き出す。

　やっぱり、姉は格好いい。

　百香は心底そう思いながら、彼女の背を追った。時間をとめられた男の人に、「すみません」と小声で謝ることも忘れない。

　鏡に映った世界限定ではあるものの、黒媛は時間をとめることのできる能力者である。

【時の統治者タイムルーラー】である彼女は、レゾン学院の生徒たちから｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名をつけられている。

　国内でも数少ないダイヤ第一級の能力者、亜あ威い黒媛。それが百香の姉だ。

　綺き麗れいな姉。自慢の姉。大好きな姉。さらに加えるなら、スタイル抜群。胸も大きい。そしてなにより格好いい。

　だから、いつも注目を集めまくっている。

　黒くろ媛ひめに続き、百もも香かは足早に改札を抜けた。

　きょうは一学期の最終日、つまり終業式だ。あしたから夏休みである。

　百香はいま、黒媛とふたりで学校へむかっていた。

　楽な道は選ばない、という黒媛の考え方により、家の車は使わず、バスと電車を乗り継いで通っている。

　そのため毎朝、数人の男性が黒媛の時間停止能力に絡め取られ、数分間ほど動きをとめられる。先ほどの男の人も、その中のひとりにすぎない。

　百香たちがバスを降りるとすぐ、まるで待ち構えていたかのように勢いよく突進してくる人。

　駅の改札前で、なんらかの手紙を手に奇声をあげながら駆け寄ってくる人。

　歩いているとき、バスに乗っているとき、駅の中で、電車の中で、断りもなく写真を撮ろうとしてくる人。

　様々なタイプがいる。常連さんになっている人の数も、両手の指では足りないほどだ。

　黒媛はいつも、失礼な相手には容赦しない。迷わず相手の時間をとめ、そのまま数分間放置する。

　そんな場面に遭遇するたび、百香は驚いてばかりだ。

　いくらか慣れたとはいえ、道端でいきなり土下座され、「つき合って下さい！」と泣かれたり、「ボクの時間をとめて下さいっ！」と物陰から飛び出てこられたりしたら、さすがに平常心を保てない。

　思わず、黒媛にしがみついてしまう。

　そのたび、黒媛が素晴らしい反射神経で媒体コンパクトを取り出し、時間をとめてくれる。

　百香はいつも、姉に助けてもらってばかりなのだ。

　姉の背に隠れてばかり。

　姉に守ってもらってばかり。

　役に立ちたいな、と百香はいつも思っている。姉の役に立てる自分でありたい、といつも願っている。

　でも、いまだ媒体を見つけていない自分は、能力値が一〇〇を超えているとはいえ、能力を行使することができない。

　つまり、普通の人となにも変わらないのだ。

　百香は思っている。

　いつか……、できるだけ早く……、可能ならいますぐにでも、亜あ威い黒媛の役に立てる存在になりたい、と。

　百香は願っている。

　いつまでも守ってもらうだけでなく、姉を助けることができる自分になりたい、と。





一章　最後の晩ばん餐さん







「六七女のゴルゴンゾラで～す」

「六八女のパルメザンで～す」

「「ふたり合わせて、ゴルパルツインズでぇぇぇぇぇ～す」」

　ノックもせずにドアを開け、

「「おじゃましまぁ～す」」

　ふたりが勝手に入った部屋は、散らかり放題だった。

　ドアから奥の壁まで、大おお股またで歩いて二〇歩ほどの距離がある。真まっ直すぐに歩けたら、なのだが……。

　床に落ちている諸もろ々もろは、少なくともゴルパルツインズにとっては粗大ゴミばかり。

　目的のものは、ひとつだけ。

「あれあれぇ、部屋の主あるじ様さまはご不在ですか？」

「もう、ゴルったら、知ってたくせにぃ」

「知ってたからきたんだもんねぇ」

「さてさて、アレはどこかな？」

「アレって、アレじゃない？」

「アレだね～」

「アレに間違いないね～」

「目的のブツを発見しました！　ボス、指示をお願いします」

「可か及きゆう的てき速やかに持ち逃げせよ！」

「了解！　っとと、ボス、イレギュラー発生です。ブツがみっつもあります」

「みっつ？　えっとぉ、これは……」

「んー？　『砂漠』と『湿地』と『森林』……かな？」

「せっかくだから、みっつともお借りしましょう」

「ラジャー！」

「パル、違うよぉ。そんなときはニッポン国風にブラジャー！　って言うんだよ」

「あ、そうだったねぇ。クレヨン好きの子供が流は行やらせた言葉なんでしょ？」

「フォンターナ家うちがニッポン国につくった学校、どこまでできあがってるかな？」

「リイザ姉様が仕切ってんだよね？」

「キュートとスイートもいることだし……」

「楽しそうだねぇ」

「よし、ブツを持って出発！」

「ブラジャー！」


　　　☆☆☆



　七月下旬。

　一学期の終業式を終えたあとすぐ、春日かすが理り刀とはレゾン学院ビルの一階へ下りた。

　エスカレーター脇わきにある掲示板前で、キュートたちスターライト組と待ち合わせをしているのだ。

　理刀は、じんわりと高まる気持ちを楽しんだ。待ち合わせ。いいフレーズである。特に女の子を待っているときは、ささやかだが心地ここちいい高揚感を味わうことができる。

　壁にかかった時計の針が、一一時にさしかかったのとほぼ同時に、

「春日さ～ん、お待たせしましたぁ」

　北区画のほうから、元気な声が聞こえてきた。校舎内の壁にキンキンと反響する。

　亜あ威い百もも香かが、ブンブンと手を振っている。

　その横を歩くのが、少女の姉であり｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の異名を持つ亜威黒くろ媛ひめ。

　後ろには、｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴ともえ。

　理刀も、軽く手をあげた。

　百香、黒媛、巴に続き、銀色のツインテールがゆらゆらと揺れながら近づいてくる。最高の笑顔つきで。

　キュート・フォンターナ。魔界の公爵家令嬢である。

　理刀の前で立ちどまった百香が、グッと両の拳こぶしを胸の前で握り締めた。

「夏休みですねっ！」

　嬉うれしくて堪たまらない、といった表情だ。

「待たせたな」

　黒媛が、いつもの余裕をたっぷりと含んだ笑みをむけてくる。

　巴も、理刀と視線を合わせ、ほんのわずかに唇をほころばせてくれた。

「さ、いきましょ」

　キュートが、それとなく理刀の隣に並んで歩き出す。腕と腕が触れ合いそうな距離だ。

　ちょっと横に視線をむければ、可愛かわいいつむじと楽しそうに揺れるツインテールを見下ろすことができる。銀色の髪から漂ってくるのは、イチゴの香りだ。

　思わず、深呼吸をしてしまう理刀である。

　自分を見上げてくるキュートの愛らしさに、微笑ほほえみを返す。

　キュートの表情が、ふんわりと明るさを増した。

　こんな無言のやり取りだけで、もうドキドキだ。そわそわするし、ワクワクもする。

　理刀たちは、学院ビルの西区画にむかった。そこに新しく設置されたエレベーターにのり、地下へ降りる。

　いままで、地下は二階までだった。が、キュートが持っていた専用のカードを操作盤下の差し込み口に入れると、階数表示のデジタル数字が『２』から『３』へ変わった。

　なんとなく、未知の領域へ足を踏み入れたような気がして、落ち着かなくなる。

　終業式が終わったところで、このあとアンダーレゾン学院を見学するのだ。

　つい先日、レゾン学院ビルの地下に魔界資本の専門学校が建てられた。あとは、夏休み明けの開校を待つだけという状態らしい。

「いよいよですね」

　百もも香かが目を輝かせ、階数表示盤を見上げている。

　地下三階に到着し、ドアが開いた。と、

「いらっしゃい」

　出迎えてくれたのは、リイザだった。フォンターナ公爵家の三女、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝の異名を持つお姉様である。

　床に届きそうな彼女の銀髪は、相変わらず輝いている。透明な肌も輝いている。空色のやわらかな瞳ひとみも輝いている。全身が、まぶしいくらいに輝いている。

「キュート、待ってたのよ」

　リイザが、キュートの両肩を引き寄せ、その豊かな胸にギューッと抱き締めた。末娘の顔が、胸の谷間へ完全に埋もれてしまう。いつものごとく、溺でき愛あい全開である。

「きゅ、リ、リイザお姉様、く、くぅ、苦しいでしょ！」

　キュートの反応も、いつも通り。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百香が、苦笑いを浮かべながら互いに顔を見合わせている。

「理り刀と、わたくしが学院を案内して差し上げますわ」












　いきなり、左手を握り締められた。

　見ると、いつの間にか横にスイートが立っている。

　フォンターナ家の第六六六女。順番でいえばキュートのひとつ上。外見はとても似ている。目が多少つり上がっていることと、薄紫の髪を幾本もの三つ編みにしているところが、違いといえば違いだろうか。

　決定的な差異であるクマ耳は、いつものようにバフッとした大きめの帽子に隠れているため、見ることができない。

　スイートは、アンダーレゾン学院の生徒になるため、つい先日、魔界からやってきた。魔導書バイブル学科に籍を置くことが、すでに決定している。

「理り刀とは、あたしたちと見学するの！　あんたは魔導書のお勉強でもしてなさいよ！」

　リイザの抱擁から脱出したキュートが、さっそくスイートに食ってかかる。

「あなたや他ほかの方々は、リイザお姉様が直々に案内して下さるそうですから、光栄に思いなさい」

「ふんだ。みんなでいっしょに見学するって決めてるの。ね、理刀」

　キュートが、理刀の右手をつかんでくる。

　左手をつかむスイートの握力が、少しだけ強くなる。

　キュートとスイートの視線が、理刀を挟んで火花を散らす。

　助け船を出してくれたのは、百もも香かだった。

「みんなで仲よく見学すればいいじゃないですか」

「みんなで」は大賛成。でも「仲よく」は、ちょっと難しいかも。

　理刀の手を握り締め、にらみ合うキュートとスイートに、リイザが声をかける。

「そうね、みんなで見学しましょう」

　三女のひと声に、スイートが渋々といった様子で理刀から手を離した。

　キュートが、ふふんと勝ち誇った笑みを浮かべる。

「スイートは、もう何回もきたことあるから、見学する必要はないでしょ」

「学問を修めるためには、学舎を隅々まで知り尽くすことも大切ですのよ。わたくし、見学の労を惜しむような小物ではありませんから」

「だったら、ひとりでやりなさいよ」

「せっかくですから、みなさんとごいっしょしますわ」

「ふん、理刀、いきましょ」

　キュートに手を引かれ、理刀はやれやれと肩をすくめながらも歩き出した。

　スイートが、横にピッタリと並んでついてくる。

　黒くろ媛ひめが、理刀に意味深な笑みを投げながら、巴ともえと百香を促して歩を進める。

　そこで理刀は、リイザの視線に気づいた。

　やさしさが、わずかに陰った瞳ひとみ。寂しそうな、苛いら立だたしげな、そんな色彩。

　それとなくむけられた彼女の視線は、つなぎ合った理刀とキュートの手を気にしている……ような気がした。


　　　☆☆☆



　キュートたちはリイザに案内され、アンダーレゾン学院の中を見て回った。

　スイートがピッタリと理り刀との横に貼はりついているのが、キュートには気にくわないが、いつまでも相手にしてはいられない。こちらが怒ると、むこうを喜ばせるだけである。

　キュートは、スイートに負けじと理刀に身を寄せながらも、周囲を見回した。

　内装は、ほとんど地上のビルと同じ構造だった。リイザが言うには、「わざと人間界の建物に酷こく似じさせた」らしい。

　魔界からやってくる第一期生たちには、とても新鮮だろう。キュート自身も、最初はそうだった。見るものすべてに驚いていた。だが、理刀たちには日常の延長でしかない。

　窓がない。外見上、決定的に違うのはそこだけである。一日中、明かりが欠かせない穴ぐら学院だが、人間界はスイッチを押すだけで延々と光をつくり続けることができるシステムがあるから安心だ。

　理刀や黒くろ媛ひめたちは、ほとんど見るところもない廊下や教室の中を、物珍しそうに見て回っている。

　地下学院には、四つの学科をつくったと聞いている。『言霊ゴスペル学科』『魔導書バイブル学科』『魔画アポスル学科』『封印庭アーク学科』である。魔界では、特殊技能に分類される学科ばかりだ。

　講師や生徒数などはまだ聞いていないが、魔界と人間界の交流が進められることはいいことである。現在は、講師や生徒たちの入界手続きを進めている最中らしい。

「キュート、学院はお休みになったのよね？　魔界にはいつ帰るの？」

　不意に、先頭を歩いていたはずのリイザが、キュートの横に現れた。

「まだ決めていないわ。もしかしたら、帰らないかも」

「まあ、どうして？　お友達と遊ぶ約束でもしているの？」

「約束は、してないけど……」

　チラッ、と理刀を見た。彼が、リイザに怖々と笑みをむけている。

　リイザが、言葉を続ける。

「お友達も、いろいろと用事があるのよ。ニッポン国のしきたりで、夏には墓地に集まって先祖を奉る儀式があるらしいし、他ほかにも、大勢が見守る中で、夜空に炸さく裂れつ弾を撃ち続けたり、海岸で人の頭に見立てた野菜を棒で叩たたき割って、海で亡くなった方々の鎮魂をしたり、忙しいのよ」

　無理やり笑顔をつくったような顔で、理刀が説明してくれる。

「お盆のお墓参りや花火大会や海でのスイカ割りは、まあ夏の行事だけど……」

　聞いても、想像できない。お墓を参るというのは、なんとなくわかる。先祖への慰霊は大切だ。だが、ハナビ大会とかスイカワリとか、言葉だけではピンとこない。

「あなたも、友人として言ってあげて、たまには家族に顔を見せてあげなさい、って」

　理刀へむけられたリイザの言葉が、チクリと心のどこかに刺さってくる。「お友達」「友人」という単語を、やたらと強調するのだ。

　キュートは、きゅっと唇を嚙かみ締めた。

　魔族と人間。

　魔界の公爵家と人間界の一般人。

　わかってる。

　理り刀とは、魔族の天敵ともいえる『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　リイザは、決してハッキリとは口にしない。でも、ことあるごとに釘くぎを刺してくる。

　魔族と人間。触れ合うことはできても、交わることはできない、と。

　なんだか、気分が重くなっていく。

　黒くろ媛ひめたちが、こちらを見ている。

　理刀も、スイートも、見ている。

　笑わなきゃ。

「キュート、夏休みは家に帰らないの？」

　リイザに言われるまま、理刀が口を開いた。

　彼の言葉が、耳に痛く、心に重い。

「い、いつもお姉様たちが遊びにくるから、わざわざあたしが戻る必要もないでしょ」

「帰りなさいよ。みんな心配してますわよ」

　スイートが、意地悪な笑みを浮かべる。

「あんたが帰りなさいよ」

「ふふん、わたくしは帰りませんわ。一度学ぶと決めたら、その学問を身につけるまで故郷の土を踏むな、とお母様にきつく言われてますの」

「だったら、あたしも帰らないわ！」

「そんな淋さみしいことを言わないで……」

　リイザが、悲しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　そのときだった。

「喚よばれて！」

「飛び出て！」

「「パンパカパン！」」

　目の前に、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりが唐突に跳んできた。ふたりで両腕をひろげている様は、ハッキリ言ってバカみたいだ。

　うわ～、このふたりがやってきたかぁ～。キュートは顔をしかめた。両肩から、どっと力が抜けていく。

　スイートも、苦いものでも口に入れたかのような表情で、ふたりを見ている。いくぶん身構えているのは、当然といえば当然の反応だ。

　リイザだけが、「あら、どうしたの？」と軽い調子である。

「「遊びにきましたぁ」」

　双子特有の絶妙なハモり声が、廊下に響き渡った。

　肩に届きそうな髪をふんわりとカールさせた髪型は、ふたりとも同じ。違うのは、色だけ。金色がゴルゴンゾラ、銀色がパルメザン。他ほかに違うところはひとつもない。

　頭にのせたサングラスも、黒革のジャケットも、黒革のパンツも、黒革のブーツも、全部お揃そろい。

　理り刀とだけは、不幸にもこのふたりに遭ったことがあるが、黒くろ媛ひめたちは初めてのはずだ。だからキュートは、

「六七女のゴルゴンゾラお姉様と六八女のパルメザンお姉様よ」

　すぐに紹介した。いちおう、家族を紹介するのは礼儀だから……。本当は、ヤだけど。

「すっごくそっくりですね。どっちがどっちなのか、わかりません」

　百もも香かが、素直な感想を口にした。

　黒媛が、妹の言葉に何度もうなずいている。

　巴ともえは、無言のまま双子を交互に見比べ、わずかに小首を傾かしげている。

　理刀だけが、唇の端をぴくぴくと引きつらせている。双子に初めて遭った朝を思い出しているのだろう。

「性格がすっごく悪いほうがゴルゴンゾラお姉様で、性格がとっても悪いほうがパルメザンお姉様よ」

　黒媛たちへの説明というよりも、キュートは双子の姉たちをチクリと攻撃をすることで、牽けん制せいした。












　言葉には、理り刀とや黒くろ媛ひめや巴ともえや百もも香かには悪戯いたずらしないで、という思いを込めている。スイートには、いくらやっても構わないけど。

「キュートったらひどぉい、ねぇねぇ、ひどいと思わない？」

「ひどいよねぇ、姉に対しての言葉とは思えなぁい」

　だが、ふたりにはまったく効果がなかったようだ。さっそく黒媛たちに目をつけ、馴なれ馴なれしく話しかけ始めた。

　リイザがいるから、ふたりとも度を超えたことはしないだろうが、安心はできない。

「時間とめるときって、どんな媒体使うの？　人間って、媒体がないとダメなんでしょ？」

　ゴルゴンゾラが、黒媛に顔を近づけた。姉たちもふた桁けた台になると、相手の能力を容易たやすく見抜く。

「わたし、あなたにとめられたいわぁ」

　パルメザンが、黒媛の耳元に唇を近づけ、艶つやっぽくささやいた。

　黒媛が、目を丸くしている。

「ちょっとふたりとも、あたしの友達にちょっかいかけないで！」

「いい、わたしも見てもらいたい。わたしの能力がどれくらいのレベルなのか、な」

　キュートの言葉を片手で制したあと、黒媛はシャツの胸ポケットからコンパクトを取り出した。そして、パルメザンにむかってそれを開く。

　だが、三秒もしないうちに鏡が砕け、細かな破片となって床にこぼれ落ちてしまった。

「割れちゃったねぇ」

「これじゃあ、時間がとめられないねぇ」

「「残念だねぇ」」

　残念、と言うわりにはとても嬉うれしそうなゴルゴンゾラとパルメザンのふたりである。

　黒媛が、呆ぼう然ぜんと手の中のコンパクトを見ている。圧倒的を通り越し、その距離がどれほどのものなのか測ることもできない力量差に、言葉を失っているようだ。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の時間停止能力は、人間界では確かに一流だ。が、フォンターナの姉たちとは比較にならない。特にふた桁台の姉たちは別格なのだ。

　ひと桁台の姉たちは、さらに想像を絶する領域にいるのだが……。

　そのひと桁台の中でも上位のリイザは、細い息を吐くだけで、なんの言葉も口にしない。

「いい加減にしてっ！」

　この場で唯一、双子に強い態度で臨める自分が、なんとか黒媛たちを守らなければ。

　そんな思いで、キュートはゴルゴンゾラとパルメザンのふたりに歩み寄った。腰に両手を当て、ふたりをにらみつける。が、

「あ、あの、わ、わたしの能力も、み、み、見て……もらっても……」

　巴が、遠慮がちに、上目づかいでゴルゴンゾラとパルメザンに声をかけてきた。

　え？　なんで？　キュートは、巴へむき直った。

　ギュッと目を閉じている彼女には、キュートの視線を受けとめることができない。

「「オッケーですよぉ」」

　双子の返事で、巴ともえがパッと目を開いた。続けて、一文字に唇を引き締める。

　黒くろ媛ひめが、役に立たなくなったコンパクトをスカートのポケットに押し込みながら、巴の肩をポンと叩たたいた。

「がんばれ、こんな機会は滅めつ多たにないからな」

「巴ちゃん、ファイト！」

「美み々み津つさん、思い切り！」

　百もも香かと理り刀とが、声援を送る。

　黒媛も巴も、自分の能力を高めることに貪どん欲よくなのだ。だからこそ、スターライトの中でもトップクラスにいるのだろう。

　……見習わなきゃ。

　キュートは、邪魔にならないよう数歩だけ下がった。

　スイートも、やれやれといった様子で場所を移動する。

　リイザが、静かに双子と巴に目をむけている。彼女がいれば、この場のだれもケガをすることはないはずだ。

　巴が、長い息を吐く。


　　　☆☆☆



　理刀は、意志力を収束させる巴を前に、グビリと唾つばを吞のみ込んだ。

「磁気の呼吸、征服の意志、普遍の作さく因いん。我、雷いかずちの手綱を握り、炎を統治する。塵ちりを芽吹かせ、腐泉いずみを前に渇き苦しむ者よ、傲おごりと怒りを糧かてに幽光ひかりを辿たどれ。王冠ケテル、厳格ゲブラ、王国マルクト、怪蛇バジリク、毒神サマエル。聞け、支配の鍵かぎは我が手にある。嘆き詠うたえ、助け給えアウクシアトル」

　巴が、呪じゆ文もんを唱えきった。

　いつもより長く、声音も強い。顔には、いくつもの汗が玉になって浮かんでいる。

　理刀は廊下の端に寄り、巴と性悪ツインズから距離をとった。

　床から浮かび上がってきたのは、白装束の女性霊が一体だけ。だが、いままで理刀が目にしてきたものとは、明らかに違っている。

　背に流れた黒髪は生者よりも美しく、澄んだ瞳ひとみには力があった。そこには、ハッキリとした意志が見て取れる。

「まあ、あの娘こ、上位鬼属霊まで喚よべるのね。すごいわ」

　理刀のそばに立っていたリイザが、パチパチと胸の前で手を叩いた。まるで、初めて立った赤子を見て喜んでいるかのようだ。

　キュートとスイートは、そんなリイザに見むきもせず、上位鬼属霊から目を離そうとしない。

　巴を背から支えるようにして立っている黒媛と百香も、口を開かない。みんな、真剣そのものといった表情である。ただ、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりを除いて。

「すごいねゴル」

「すごいよパル」

「「すごいよねぇ～」」

　双子が、上位鬼属霊の前で顔を見合わせ、「ねぇ～」と仲よく手を握り合わせた直後、巴ともえが叫んだ。

「剣グラデイウス！」

　彼女の声に呼応し、上位鬼属霊の顔が瞬時に般はん若にや面に変わった。

「！」

　理り刀とは思わず息を吞のんだ。それほどまでに、鬼面が放つ鬼気は鋭い。

「あの人、恐こわいねぇ」

「おっかないねぇ」

　性悪ツインズが、般若となった上位鬼属霊を指差し、とても楽しそうに笑った。

　……と同時に、般若の顔が煙となって消え失うせた。

　ポカ～ンとした表情で、巴が双子へ目をむけている。

　キュートとスイートは、ふぅ～と息をつくだけでなんの言葉も口にしない。

　黒くろ媛ひめと百もも香かは、なにがどうなっているのかよくわからない、といった表情である。

　リイザが、巴に声をかけた。

「前に見せてもらった鬼属霊のときもそうだったけど、あなたは術式を組み立てるとき、細部に気を配りすぎるみたいね。もちろん気配りの細かさは大切だけど、一点に集中しすぎると、周りが見えなくなってしまうわよ。だから、もっと全体を包み込むような術式に変えてみてはどうかしら？　全体を個として見れば、繰り糸をどこにつなげたら効果的なのか、少しずつ見えてくるはずよ」

　聞いても、理刀にはサッパリわからない。

　だが巴が、嬉うれしそうに表情をゆるめ、ペコリと頭を下げているからヨシとしておこう。

「ねぇ、媒体どこに持ってるの？」

「能力見せて」

　息つく間もなく、性悪ツインズが今度は百香にちょっかいをかけ始めた。

「わたし、媒体まだ見つけてないんです」

　百香が、正直にこたえている。ちょっと悲しそうな笑顔だ。

「媒体、持ち歩いてない？」

「媒体なかったら、人間って能ナシといっしょだね」

「ダメだよゴル、能ナシには能ナシの悩みってものがあるんだから」

「悩み多き年とし頃ごろなんだねぇ、水でも飲んで忘れちゃえ」

「水の飲みすぎはダメだよ、お腹なかタプタプになっちゃうからね」

「水っ腹ぱらはよくないねぇ」

　どうして水なんだよ、と思いはしても口には出さない。そんなことをすれば、性悪ツインズの気を惹ひいてしまう。でも、百もも香かが……。

「ちょっとふたりとも、あたしの友達に嫌なこと言うのはやめて！」

　性悪ツインズに歩み寄ったキュートが、ふたりをにらみつける。

　直後に放たれたリイザの言葉が、キュートの怒りに火をつけた。

「無能な人間へ、正直に無能なんて言ってはいけませんよ」

「きゅーっ！　リイザお姉様も、ちゃんと考えてからしゃべってよね！　あたしの友達を傷つけるようなこと言わないでっ！」

「え、わたしは、そんなつもりじゃ……」

「リイザお姉様の無神経！」

「む、無神経……」

　キュートとリイザのやり取りを、スイート、ゴルゴンゾラ、パルメザンの三人が平然と眺めている。フォンターナの姉妹たちにとっては、いつもの光景なのだろう。

　だが、それを知らない黒くろ媛ひめたちは、驚いているようだ。居い心地ごこちが悪そうに、互いに顔を見合わせている。

「わたし、無神経？」

　リイザが、細い声でキュートに訊たずね返した。

「きゅっ！　無神経だから、あたし怒ってるのっ！」

　末娘の怒りを前に、三女が両手で顔を覆った。これは、もしかしてまた……。

「お、おいキュート、そんなに……」

　ふぇ、ふえええ、ふええええええええええええええええええええええええええええ。

　始まった！

　美しく、淑しとやかで、眠たげな目をした、一見女神のようなリイザだが、キュートに強く叱しかられると、彼女は恥も外聞もなく大泣きする。しかも、その嘆きは質たちが悪い。

　廊下の壁に亀き裂れつが走った。床にも。

「お、おい、キュート、慰なぐさめたほうが……」

「甘やかしちゃダメ！」

　いや、いまはそういうことにこだわっている場合じゃないだろ。

　壁や床の亀裂が、どんどん大きくなっていく。せっかく造ったのに……。

　黒媛たちも、事態に度肝を抜かれているようだ。三人で身を寄せ合い、動けないでいる。

　性悪ツインズは……、いない！　逃げたらしい。あ、スイートも。

　人間は、彼女たちのように空間転移はできないから、走って逃げるしかない。

「みんな、はし……」

　れ、と叫ぶ前に、リイザの泣き声がピタリととまった。あれ？

　彼女はまだ、両手で顔を覆ったまま立っている。ピクリとも動かずに。

「いいから、帰りましょ」

　キュートが、さっさと歩き出す。

「え、リイザさんは？」

「よくあるの。リイザお姉様って、自分に石化の呪じゆ式しきをかけて、たまに石になっちゃうのよね。二日もすれば自然解かい呪じゆするから、放ほうっておいていきましょ」

　おいおい、とツッコミを入れたくなってしまう。なんなんだ、この悲しみ方は……。




　理り刀とたちがアンダーレゾン学院を出たあとすぐ、「ちょっと用事があるから」と百もも香かが別行動をとった。

　小学五年生の小さな背が建物の陰に入って見えなくなるとすぐ、理刀、キュート、黒くろ媛ひめ、巴ともえの四人は、顔を見合わせうなずき合った。

　みんな考えはいっしょなのだ。

　別れ際、百香は笑っていた。いつものように、ブンブンと手を振り、何度も振り返りながら駅とは逆の方角へ歩いていった。

　でも、理刀は気づいていた。

　百香の目に、ずっと淋さみしげな色が浮かんでいたことを。

　スターライトなのに、能力値が一〇〇を超えているのに、それなのに、媒体がないため能力が使えない。自らの能力がなんなのか、知らないまま。

　手を伸ばせばつかめる場所に能力があるにもかかわらず、つかめない。

　媒体がないから。

　百香の媒体探しを手伝おう。

　みんなの意見など、聞くまでもなかった。

　みんな、思いはいっしょなのだ。


　　　☆☆☆



　百香は、レゾン学院から歩いて二〇分ほどの場所にある占い横町を目指した。

　百香は納得していた。キュートの姉たちから言われたことも、もっともである。媒体のない人間は、魔族から見れば能ナシだ。でも自分は、黒媛の指導のもとで能力値を一〇〇以上まで高めることができた。

　あとは、媒体を見つけるだけ。

　でも……、去年、四年生の夏にスターライト小等部へ編入できたまではよかったのだが、それから先がよろしくない。

　この一年間、ずっと媒体を見つけることができないのだ。

　スターライトたちは、媒体に対して特別な感覚を持つらしい。生まれる前から知っていたような、長い間使い慣れた道具のような、既視感デジヤビユを抱くという。

　黒媛も巴も、似たようなことを言っていた。

　なのに自分は……。

　百香は周囲をちょっとだけ見回し、そこでようやく大きなため息をついた。

　自分が気落ちすれば、黒媛が悲しそうな顔をする。大好きな姉の前では、いつも元気な妹でいなければならない。

　スターライトの中でも数少ないダイヤ第一級クラスの【時の統治者タイムルーラー】、それが百もも香かの姉、亜あ威い黒くろ媛ひめである。｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝という異名まで持っている。

　それに比べ、自分は……。

　姉の背に隠れてばかり。

　姉の重荷になってばかり。

　姉に助けてもらってばかり。

　黒媛が自慢できる妹でありたい。いつもそう思っている。敬愛する姉が誇りに感じてくれる妹、亜威百香。その異名は……。

　能力がわからないと、カッコいい異名もつけられない。

　百香は、ヨシッと拳こぶしを握り締めた。

　この夏休み、媒体探しをがんばろう。もちろん、宿題の算数ドリルや絵日記や読書感想文もがんばるけど。




　占い横町は、大通りから少し入った場所にある。

　裏通りに押し合いへし合いするようにして建った小さなビルのあちこちに、たくさんの占い師たちが店を出しているのだ。

　その中のひとつ、『コトコ館』が百香の目指す店だった。

『コトコ館』の主、香こう森もり小こ都と恋こは、レゾン学院の三年生であり、ダイヤクラスの【無を歩く者ナツシングウオーカー】である。

　異名は、｛千里眼クレアヴオイアンス｝。

　捜し物が得意な、とてもやさしいお姉さんだ。いつも、目を線にしてニコニコしている。学校ではたまに会っているのだが、彼女の店に足を運ぶのは初めてだった。

　百香は、『コトコ館』が入ったビルの前に立ち、唇を突き出した。外まで続いている行列に、ちょっと疲れが出てくる。相変わらずの人気ぶりだ。

　帰ろうかな……、そう思った直後、

「亜威百香さんですか？」

　ひとりの女性が、話しかけてきた。黒い布を頭からすっぽりとかぶり、口も覆っている。気の強そうな目だけが、窺うかがうようにこちらを覗のぞいている。いかにも、占い関係の仕事をしています、といった感じの女性だ。

　なぜ自分の名前を知っているのか？　という疑問よりも、気づいてくれた、という喜びのほうが強かった。

｛千里眼｝の小都恋が、百香の来訪に気づき、従業員を呼びにやってくれたようだ。




「あらまぁ～、百香ちゃ～ん、お久しぶりぃ～」

　狭く薄暗い部屋の奥に座った小都恋が、雰囲気とはまったくそぐわない明るさで百香を迎えてくれた。

　並んでた人たちには申し訳なかったが、予約ということで部屋に入れてもらったのだ。

「小こ都と恋こさん、こんにちは」

「学校からぁ～、歩いてきたんだからぁ～、疲れたでしょ～、座ってぇ～」

　の～んびりと間延びした口調で、小都恋が椅い子すを勧すすめてくれる。先ほどの女性同様、頭から黒いフードをかぶり、口も覆っているため、学校で会う彼女とは別人のように見える。でも、声やしゃべり方ですぐにわかった。

　百もも香かは、小さなテーブルの前に置かれた椅子に腰を下ろし、のほほ～んとした小都恋の視線を受けとめた。

　部屋の薄暗さに溶け込むような亜麻色の髪が、フードの隙すき間まからこぼれ出ている。背を覆うほどの綺き麗れいな髪なのに、隠すのはもったいないな、と思ってしまう。顔も、本当はとっても綺麗なのに……。

　小都恋が、その毛先を指先にくるくると巻きつけながら、

「媒体でしょ～、なかなかぁ～、見つかんないねぇ～」

　さっそく切り出してくれた。

　彼女に視みてもらうのは、これで三度目である。学校で視てもらった過去二回は、「ぃや～ん、よく視えない～、ごめんねぇ～」というこたえをもらっただけ。

　今回は？　能力値も前回より少しは上がってるし。

　小都恋が、ジーッと百香を見つめてくる。なんだか、深い場所に引きずり込まれそうな瞳ひとみだ。それでも、恐こわくはない。小都恋が持つ、特有のゆるさとやわらかさが、恐怖という感情とはかけ離れたところにあるからだろう。

　学校での彼女は、目め尻じりの下がった二重の瞳と、高くはないけどかたちのいい鼻を持ち、微笑ほほえみのかたちに固まったままの唇が素敵なお姉さんである。男の子たちの人気は、かなり高いと聞いている。

　百香は、そんな｛千里眼クレアヴオイアンス｝の仕草を観察しながらも、彼女の言葉を待った。




「はぁ」

　黒くろ媛ひめの前では絶対につかない盛大なため息を、百香は人目もはばからずに吐き出した。

『コトコ館』を出てすぐに、である。

　いまだ行列をつくっている人たちが、どこか哀あわれみを含んだ目を百香にむけている。

　捜し物が見つからなかったのかな？　つらい現実を叩たたきつけられたのかな？　占い師にきついことを言われたのかな？　そんな視線ばかりである。

　その通り。

『ごめんねぇ～、またぁ～、視えないぃ～、みたいなのぉ～、なんでかなぁ～、どうしてかなぁ～、不思議だなぁ～、本当にぃ～、ごめんねぇ～』

　申し訳なさそうな小都恋の声が、耳の奥でいまだに反響している。

　小こ都と恋こほどの能力者でも、百もも香かの媒体を見つけることができないのだから、もしかしたらこのままずっと……。なんて、後ろむきなことを考えてしまう。

　なぜか、目に涙が滲にじむ。

　ぐいっと手の甲で拭ぬぐい、下唇を嚙かみ締める。

　負けるな自分！

　負けるな百香！

　空はこんなに青いじゃないか！

　懸命に自分を奮い立たせ、歩き出す。

　無理やり元気を出さないと、深く深く深くへこんでしまいそう。




「そこのお嬢さん、悩んでるね？」

「月に一〇回くらい悩んでるね？」

　不意に声をかけられ、百香は反射的に足をとめた。

　占い横町から大通りへ出る途中の道に、ふたり組の占い師がテーブルを出していた。ふたりとも派手なピンクのローブで全身を包み、薄いベールで顔を隠しているため、人相がまったくわからない。

　百香は、心持ち身構えた。

　くるときは、こんなふたり組はいなかったはず……。怪しい。でも、なぜか気になる。

「見料はタダでいいよ」

　う……、それでも怪しい。タダほど高いものはない、とどこかで聞いたことがある。

　でも、それを見てしまった。

　ふたりが並べたテーブルの下から、黒い毛色のポメラニアンが出てきたのだ。

　あ……、か、可愛かわいい！

「わぁ、可愛いですねぇ！」

　気づいたときには、屈かがみ込んでポメラニアンの頭を撫なでていた。

　よく見ると純血のポメラニアンとは犬種が違うようだ。パグほどではないものの鼻は低いし、四本の足は太くがっしりしている。いろんな血を混ぜているのだろう。

　愛想よく小さな尻尾しつぽをパタパタと振っている様に、百香はキュンと胸を締めつけられるような気持ちになった。

「この子、名前なんていうんですか？」

　ポメラニアンの頭を撫でながら、百香はふたりのピンクな占い師たちへ顔をむけた。

「なんつったっけ？」

「う～ん、パティ？　だったと思う」

「ホント？　わたし、愛国無政府丸って名前のほうがいいなぁ」

「いいねそれ、きょうからパティは愛国無政府丸に改名」

　なんだか面白い占い師たちだ。

　でも、パティって名前のほうが可愛かわいいこの子にピッタリである。だから百もも香かは、そう呼ぶことにした。

「パティは可愛いね」

　百香は、もこもこなパティの頭や首筋を撫なでまくった。

「愛国無政府丸だよ」

「愛国無政府丸って呼ばなきゃ、いけないんだよ」

「パティのほうが絶対いいと思いますよ」

　百香はポメラニアンを抱き上げ、占い師たちの正面に立った。

　パティが、頰ほおをペロペロとなめてくる。

　うわぁ、か、か、可愛いぃぃぃ。この可愛さは、もはや罪だ。罪だから、罰として家に連れて帰らなければならない。でも、この人たちの飼い犬だし……。

「食べちゃダメだよ」

　いきなり、占い師のひとりが変なことを口にした。

「食べませんよぉ、こんな可愛いポメちゃんなのに」

「囓かじってもダメだからね」

「そんなこと、しません」

　百香は、ぷくっと頰を膨らませた。

　だが、占い師たちはさらに変なことを口にする。












「大丈夫だよ、あなたが食べるなんて思ってないから」

「あなたが囓かじるなんて、そんなのあり得な～い。生肉は美お味いしくないよぉ」

「食べるのも囓るのもダメなら、どうすればいいのかな？」

「煮ても焼いても食べられないなら、どうしましょ？」

「ダイエット中の人にはいいんじゃない？」

「ダイエットなんてノンノン、日ひ頃ごろの節制が大切なんだよ」

「節制！　そんな悪魔的な単語、大嫌い！」

「わたしも嫌いぃ～」

　百もも香かは、ピンクなふたり組のやり取りを聞きながら思った。彼女たちと会話のキャッチボールをするのは、かなり難しそうだ。でも、面白い人たちだな～、と。

　でも、これ以上いるとパティとの別れがつらくなるだろう。ペットショップへ遊びにいくといつもそうなのだが、可愛かわいい子は家へ連れて帰りたくなる。その度に、黒くろ媛ひめから怒られるのだ。「可愛いと思う気持ちだけで、ペットを買ってはいけない」そして、「うちにはもう、七匹もいるだろ」と続けられる。

　確かに、亜あ威い邸にはすでに七匹もの犬や猫がいるから……。みんな、とっても可愛いの。

　さよなら、パティ。

　パティを地面に置き、百香はふたりの占い師たちにむき直った。

「それでは、これで……」

　そこで気づいた。いつの間にか、テーブルの上にみっつの箱が置かれているではないか。一辺が一〇センチほどの箱。フタがない。

　好奇心に勝てず、箱の中を覗のぞき込む。

　目を見張った。

　みっつの箱、そのひとつずつにそれぞれ世界がつくられていたからだ。

　とても精密に、まるで数万分の一の縮図で大地を切り取ってきたかのような自然が、とても狭い場所にひろがっている。

　ひとつは、森？　もうひとつは砂漠のようだ。最後の箱は、水みず浸びたしの草原？

「好きなの、持って帰っていいよ」

　いきなり、ピンクな占い師のひとりに言われ、百香は「え？」と顔を上げた。

「どれがいちばん好き？」

「え、どれって……」

「お金はいらないよ」

「そんな、タダでもらうなんて……」

「媒体、探してるんでしょ？」

　驚いた、どうして占い師が知っているのだろう？　この人たちも、もしかして小こ都と恋こさんと同じような能力者？

　百香の疑問などお構いなしに、占い師たちが次々と言葉を続ける。

「選んで選んで」

「あなたの好きな封印庭アーク、どれ？」

「好きな封印庭を、じっくり選んでね」

「ど・れ・に・し・よ・お・か・な？」

　百もも香かは、ふたりの勢いに押され、箱の中をそれぞれ見比べた。

「これ、あーくっていうんですか？」

「そうでぇーす、封印庭っていいまぁす」

「これをひろい場所に置いてぇ、ここの宝石をカパッと外せば、とっっっても面白いことが始まりまぁす」

　箱の位置をずらすと、百香から死角になっていた側面に、親指の腹くらいの紅あかい宝石が埋め込まれていた。

　ひろい場所でこれを外せば、なにかいいことが？　ひろい……、亜威家うちの庭くらいでいいのかな？

　箱に顔を近づけ、ひろがる世界を観察する。どれにしよう？

「封印庭をつくった人は、三択大好き！」

「でもズルはダメダメ」

「ポケットにはなにも隠してない？」

「隠してないよ♪」

「隠さないよね♪」

「「ポケットには、なんにも隠さないぃ～♪」」

　占い師たちが、小刻みに体を左右に揺らし始めた。意味不明なことばかりだが、本人たちはすごく楽しそうだ。　怪しいけど、パティは可愛かわいいし。

　怪しいけど、占い師のふたりは面白いし。

　怪しいけど、媒体を探していることを当てられたし。

「それじゃあ、これ」

　百香は、森がつくられた箱を選んだ。みっつの中では、いちばん「大自然」という感じがしたからである。

　と、ピンクな占い師コンビが、パチパチパチと拍手をしてくれた。

「大当たり～」

「あなたは実に運がいいですよぉ」

「三分の一の確率で、『最後の晩ばん餐さん』を引き当てました」

「素晴らしい！」

　なんのことなのか、百香にはサッパリわからない。

『最後の晩餐』って？





二章　封印庭アーク解放







　理り刀とは、キュート、黒くろ媛ひめ、巴ともえといっしょに電車を降り、人の流れにのって改札を出た。

　百もも香かの媒体探しを手伝ってあげようということで四人の意見が一致したため、みんなで理刀のマンションへむかっているのだ。

　毒どく舌ぜつ丸まるに頼んで適当なお姉様に連絡を取ってもらい、助言を仰あおごうというのである。

　うまくいけば、すぐにでも媒体を見つけることができるだろう。

　黒媛が言うには、百香はずっとがんばってきたのだという。

　早朝ランニングは決して欠かさず、常に体調管理を心がけ、去年の冬休みには尼寺へ一週間ほど修行にもいったらしい。朝の庭掃除に始まり、読経、仏像磨き、床磨き、尼僧の説法を傾聴し、そして座禅。

　すべては、能力値を上げるため。能力値が上がれば、媒体が見つかるのでは？　と思っているため。とにかく、がんばっているらしい。

　すごいな、と理刀は思った。ついでに、そのすべてをいっしょにやったという黒媛も、すごいなと思う。

　そして、そんな百香が嫌でも自分と重なった。

　能力値九九の自分。どんなにがんばっても、数値は変わらない。がんばってがんばってがんばって、結果を出せずにまたがんばり続けたその結果、運よく『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力を見つけることができた。

　百香は？　なんらかの能力を持っているはずなのに、それがなんなのかわからない。

　能力値は、能力者であることを証明している。なのに、発現方法がわからない。

　とても疲れる状況のはずだ。

　理刀と同じ。

　あと少し、あと少し、あと少し、耳元でそう言われ続けているようなものである。

　だから、いつも笑っている百香が健けな気げに思えてならない。心の中ではいつも、「あと少し」という言葉が繰り返されているはずだから。

　もしかしたら大きなお世話かもしれないが、それでもなんとかしてあげたいと思う。




　理刀は、ふと気づいた。マンションの入口前に、スイートがぽつんと立っている。

　理刀たちに気づくなり、

「お帰りなさい理刀」

　キュートに負けず劣らずの透明で明るい笑顔を浮かべながら、パタパタと駆け寄ってくる。揺れる幾本もの三つ編みは、正直可愛かわいい。

「ちょっと、リイザお姉様が泣き出したときはさっさと逃げといて、なにをいまさら」

　早速、キュートとスイートの視線がぶつかり、火花を散らす。

「あら、逃げただなんて人聞きの悪い。避難した、と仰おつしやって頂けないかしら？」

「どっちだって同じでしょ！　きゅーっ！　どさくさに紛れて理り刀との手を握ってんじゃないわよ！　馴なれ馴なれしい！」

「あら、理刀の手はあなたの所有物じゃありませんわよ、強しいて言うなら、愛いとしい者を守るための剣であり盾かしら？」

「つまんないこと言ってんじゃないわよ！」

　言い合うふたりをなだめながら、理刀はマンションにむかって歩き続けた。

　黒くろ媛ひめと巴ともえは、公爵家令嬢たちの口くち喧げん嘩かを横目に、目元をほころばせている。

　キュートとスイートの衝突は、もはや日常の一部だ。だれも気にする者はいない。それよりも、百もも香かの件を毒どく舌ぜつ丸まるに相談することのほうが大切である。

　理刀はいつものように暗証番号を押し、入口の自動ドアを開けた。と……、

「あ、理刀、いまはまだ中へ入らないほうがよろしいですわよ」

　スイートが、思い出したように言った。

「え？」

　瞬間、理刀の腰に太いロープのようなモノが巻きついてきた。

「ほら、危ない」

　バシュッ、とスイートがなんらかの魔法でロープを切り落とす。いや、ロープではない。緑色の植物？　でも、トカゲの尻尾しつぽのように、うねうね動いてるんですけど……。触手？

「ちょっと、なによアレ……」

　キュートの声に、理刀は触手から顔を上げた。見た。息を吞のんだ。これって……。


　　　☆☆☆



　キュートは、申し訳ないという気持ちでいっぱいになった。また、姉のだれかがやってくれたに違いない。

　目の前の光景を見て、キュートは確信した。

　マンションの一階通路の真ん中に、でんと巨大食肉植物が生えている。見上げるほどの大きさだ。高さは、理刀の身長と同じくらいだろうか。

　ぐねぐねと変な方向に進化を重ねたのだろう、花弁が怪獣のアゴのようである。ずらりと並んだ鋭い牙きばをガチガチと打ち鳴らしているのは、威い嚇かくのつもりか？　触手の一本を切られ、ご機嫌ななめのようだ。

　きょうの朝まではタイル張りだった床も、なぜか丈の高い雑草が生い茂っている。しかもべちゃべちゃの水みず浸びたしだ。

「これは？」

　理刀が、驚きに目を見張った。

「ごめんなさい、たぶん、またお姉様のだれかがやったんだと思う」

　キュートは、顔をしかめた。

　黒媛と巴も、ガチガチと牙を鳴らし続けている巨大食肉植物を前に、表情を凍りつかせている。

　スイートだけが、のんびりと構えている。

「ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様が、封印庭アークを解放なさいましたの」

「封印庭を？」

　だから、マンションの中が大変なことになったのか。ったく、あのふたりは……。

　キュートは、苛いら立だちを胸に巨大食肉植物をにらみつけた。

「あーくって？」

　理り刀とが問いかけてくる。

「人間界では、箱庭といえばいいのかしら？　それを、解放すると……」

「……目の前のような状こ況とになる、と」

「そうなの」

「おい、春日かすが、気をつけろ、また襲ってくるかもしれないぞ」

　黒くろ媛ひめが、腕に抱きついた巴ともえといっしょに数歩だけ後あと退ずさる。

「そ、そうだね」

　理刀も、巨大食肉植物の動きに注意しながら、自動ドアから距離をとった。当然、キュートも。

　そんなキュートたちを横目に、スイートが手の中に炎系術式を瞬またたく間に組み上げ、拳こぶし大だいの火球を生み出した。

「そんなに恐こわがらなくても、わたくしが焼き払って差し上げますわ。ほら」

　彼女が投げつけた炎が、一瞬で巨大食肉植物を包み込む。ビタン、バシャン、と触手で湿地を叩たたきつけたのもほんの数秒間。危険な植物は灰となり、雑草の中にくずおれた。

「いかがですか？　見た目より脆ぜい弱じやくな生物ですから、焼き払えば問題ありませんでしょ」

　自慢げな笑みを浮かべ、スイートがこちらへ振りむいた。ふふん、と気取って三つ編みを指で払う仕草が、なんだか腹立たしい。が、その思いは瞬時に消し飛んだ。

　キュートは、身を強こわ張ばらせた。

　すぐ隣にいた理刀も、「あ……」と引きつった息をもらす。

「お、おい……」黒媛も。

「あ、危な……」巴も。

　巨大食肉植物が焼け崩れたその奥、生い茂った雑草を踏み分けるようにして、巨大な獣が近づいてくるではないか。

　トラ？　クマ？　ライオン？　そのどれにも似てはいるが、人間界には決して生息していないであろう生物である。だって、四つの目が濡ぬれた光を放っているから。

「ス、スイート、後ろっ！」

　理刀の声で、スイートがようやく背に注意を払う。

「きゃっ！」

　瞬間後、彼女の姿は消えていた。

　そうなると、四つ目の獣とキュートをさえぎるものはなにもない。

　四つの眼光が、自分に突き刺さってきたのがわかる。逃げなきゃ。あ、足が動かない。逃げなきゃ。か、か、体が……。

「逃げろ！」

　理り刀との声で、ようやく呪じゆ鎖さが解けたかのように、両足が動いた。だが、そのときにはもう、四つ目の獣が跳躍とんでいた。

　バネのような獣の筋力に、あ……、と声をあげる間もなく、距離を埋められた。

　四つ目と爪つめと牙きばが、まるでスローモーションのように近づいてくる。

　理刀が、黒くろ媛ひめが、巴ともえが、叫んだ。でも、よく聞こえない。

　牙が、キュートの喉のど元もとに食らいつく……、かに思われた刹せつ那な、四つ目の獣が消えた。いや、横に弾はじき飛ばされたのだ。

　キュートの前に現れたのは、シワひとつないピシリと糊のりの利いた黒のスーツ。

「キュートお嬢様、お怪け我がはありませんか？」

　縁ふちなし眼鏡めがねの奥にあるのは、獣よりもずっと鋭利で、それでいて深みとあたたかさを秘めた瞳ひとみ。毒どく舌ぜつ丸まるだった。

　体中が、脱力感に襲われる。

　助かった……。

「ありがとう毒舌丸」

「いえ、ご無事でなによりです」

　毒舌丸が、油断なく四つ目の獣に視線をむける。彼女の一撃で、獣はもはや立つこともままならない状態のようだ。床に伸びたまま、虚うつろな四つの視線を宙に漂わせている。

「みなさんにも、ご迷惑をおかけしました」

　理刀たちへ温度のない視線をむけたあと、毒舌丸が自動ドアのむこう側へ足を踏み入れた。そして、雑草の中へ声をかける。

　手には、いつの間にか小さな箱を持っている。

「封印庭アークの箱を見つけて参りました。お約束通り、封印石をお渡し下さい」

　キュートは、理刀と顔を見合わせた。いったい、毒舌丸はだれと話しているのだろう？

「ゴルゴンゾラお嬢様、パルメザンお嬢様、お戯れがすぎます。あまり羽目を外されるようであれば、相応の手段を講じさせて頂きますが、いかがなさいますか？」

　どうやら、ゴルゴンゾラとパルメザンがその辺に隠れているらしい。

　キュートもすぐに、声を張り上げた。

「ゴルゴンゾラお姉様！　パルメザンお姉様！　早く出てこないと、スキュースお姉様に言いつけるからっ！」

　六六七人姉妹の長女、｛魔界の至宝｝スキュースには、悪戯いたずら三ざん昧まいの生活を送っている傍ぼう若じやく無ぶ人じんコンビでも、まったく頭が上がらない。双子に限らず、すべての姉妹たちが畏おそれ敬っている存在、それがスキュースなのだ。

　スキュース効果は、すぐに現れた。

「やぁ～ん、キュートったら、冗談がわからないんだからぁ」

「毒ちゃんも、そんなに恐こわい顔したら、やぁよ」

　ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりが、くねくねと体をよじりながら、空間から溶け出すようにして現れた。

「はい、お約束の封印石ね。ゲームは毒ちゃんの勝ちぃ」

　ゴルゴンゾラが、ベストのポケットから紅あかい宝石を取り出した。おそらくは、ゲームと称して毒どく舌ぜつ丸まるを巻き込み、封印庭アークの箱を探させていたのだろう。

　可哀かわい想そうな毒舌丸。

　ゴルゴンゾラから封印石を受け取った毒舌丸が、それを箱の側面にはめ込んだ。

　途端、自動ドアのむこうにひろがっていた湿地が煙となり、跡形もなく消え失うせた。四つ目の獣も。すべて、封印庭の中へ戻っていったのだ。

　理り刀と、黒くろ媛ひめ、巴ともえの三人が、ポカ～ンとそれを見ている。

「う～ん、毒ちゃんとゲームしてもつまんないねぇ、あっさりクリアしちゃうんだもん」

「やっぱり、ゲームはドキドキハラハラが基本だからね」

「樽たるに隠れた海賊をグサグサってナイフで刺して遊ぶような、そんなスリルが欲しいねぇ」

「あの娘こはきっと面白いよ。『最後の晩ばん餐さん』だし」

「愛国無政府丸も投入したしね。あの娘、食べられちゃうかもしんないよ」

　キュートは、彼女たちの会話に出てくる「あの娘こ」のことが気になった。まただれかに迷惑をかけているのでは？

「ねえ、あの娘って？」

「ん？　あの娘はあの娘だよ。さっきね、封印庭をひとつプレゼントしてあげたの」

「んーとねぇ、そのお嬢さんによく似てるよねぇ、もっとちっこくした感じだね」

「あ、ホント、似てる似てる」

　パルメザンが指差したのは、後ろで会話を聞いていた黒媛である。

「わたしに、似てる？　まさか……」

　黒媛が、言葉を詰まらせた。

　嫌な予感がする。すごく、すごく、すごく嫌な予感が。キュートは、胸を締めつけられるような気持ちに、歯は嚙がみした。

　また、自分の姉が友達に迷惑を……。

「さっき、あなたたちと学校にきてた娘だよ」

　ゴルゴンゾラの言葉で、黒媛が弾はじかれたようにきびすを返し、走り出した。

　なびく黒髪を追い、巴も走り出す。理刀も走った。

　キュートの中で、様々な思いが爆発する。

　噓うそであって欲しい、百もも香かじゃない他ほかのだれかであって欲しい。いや、だれにも迷惑をかけないで。巨大食肉植物。四つ目の獣。危険だらけ。百香、百香、百香……。

　無事でいてっ！

　気がついたときには、理り刀とたちの背を追って懸命に駆けていた。


　　　☆☆☆



　自室に入ってすぐ、百もも香かはレゾン学院小等部指定のシャツを脱いだ。そして、白地の胸元に真っ赤なハートマークが刺し繡しゆうされたＴシャツに着替える。

　このＴシャツは、黒くろ媛ひめに選んでもらったものだ。

　百香は、シャツを着るたびに思う。

　胸の大きさは……、まだまだ発展途上だから、これからの成長に期待するしかない。自分は、あの｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の妹なのだから、そのうち……。

　黒媛のバストサイズが、頭に浮かぶ。

　○○センチ……。もう少しで三桁けたに届きそうな数字が、百香の目標だ。トップとアンダーの差だって半端じゃない。ウエストとヒップのバランスも素晴らしい。

　続けて、スカートを脱ぐ。

　きょうチョイスした下着も、黒媛に選んでもらったものである。でも、色っぽさより可愛かわいいらしさが勝るペンギンマーク入りだ。

　まだまだ、黒媛の色気には遠く及ばない。

　姉のようなナイスバディになること、姉のような能力者になること、そして姉に認めてもらうこと。

　いまは目標だらけ。

　スカートをショートパンツにはき替えた。パンツも選んでもらった。お尻しりのポケットについたハートマークが、お気に入りである。

　脱いだシャツとスカートを壁にかけたあと、勉強机の上に目を移す。

　ピンクな占い師たちからもらった箱が、ぽつんと置いてある。

　ひろいところで、宝石を外せばいいんだよね？　なにかいいことが起こりそうな予感が……するようなしないような。

　ま、とにかくやってみよう、と百香は箱を持って部屋のドアに手をかけた、がそのとき、ふと思い出した。

　ケータイを忘れちゃいけない。

　もしいいことが起これば、真っ先に黒媛へ報しらせたいから。


　　　☆☆☆



　理刀は、全速力で走る黒媛の背を追った。巴ともえと、少し遅れてキュートもついてくる。

　理刀の目の前で、大通りに出た黒媛が、迷わずタクシーの前に飛び出していく。

「！」

　背筋が凍るようなブレーキ音のあと、彼女の体すれすれでタクシーがとまった。

「危ねぇだろっ！」

「すみません、急いでます。のせて下さい！」

　運転手の怒声に怯ひるみもせず、黒くろ媛ひめが助手席を勝手に開けて体を滑り込ませた。理り刀とも、巴ともえに続いて後部座席に転がり込む。そこでようやく追いついてきたキュートの手を取り、座席に引き入れた。

　みんなの荒い息が、狭い車内に充満する。

「急いで亜あ威い邸までお願いします」

「亜威のお屋敷の人？」

「いいから、急いで！」

　黒媛の剣幕に押され、運転手はそれ以上会話を続けようとせず、車を出した。

　タクシーが走り出してすぐ、黒媛がケータイを出した。彼女にしては珍しく、慌あわてた様子でボタンを操作している。


　　　☆☆☆



　百もも香かは真っ青な空を振り仰あおぎ、目を細めた。

　騒そう々ぞうしい蟬せみの声。肌を刺すような陽ひの光。それを遮さえぎってくれるものは、なにもない。ただただ、手入れのゆき届いた芝生がひろがっている。

　そんな庭の真ん中に箱を置き、百香はその側面にはめ込まれた宝石をカリカリと指先で搔かいた。なかなか外れない。

　と、パンツのポケットに入れていたケータイから〝子犬のマーチ〟が流れてきた。黒媛専用の着信音である。

　ほら、ケータイを持っていてよかった。

　宝石をカリカリやりながら、片手でケータイを開き、耳に当てた。

「は～い、百香で～す」

『百香、いまどこにいる!?』

　黒媛らしくない、どこか焦りを含んだ声が耳に刺さる。

　カリカリ。

「黒姉様、どうしたの？」

『いいから、いまどこだ？』

「え、家、だけど……」

　カリカリカリ。

『そうか、いまそっちへむかってる。なにか箱のようなものをもらわなかったか？』

　箱？　目の前にある、これのこと？　カリカリカリカリカリ。なぜ、黒媛が知っているのだろう。

「箱なら、ここにあるけど」

『それに触るな、危険なものだ』

　カリカリ……、ポロリ。

　やっと宝石が外れた。でも、危険なもの？

　百香は、宝石を手にして……。

『わたしが帰るまで、箱には絶対……』

　突然だった。

　無音の強風に、黒くろ媛ひめの声が吹き飛ばされた。

　まるで質量を持っているかのような光が、百もも香かの体を包み込む。

　重力が搔かき消え、夏の暑さが消し飛び、世界の色が塗り潰つぶされた。

　きゃあああああああああああ！


　　　☆☆☆



　理り刀とは、ジリジリとした時間をタクシーの中で過ごした。

　百香のケータイが不通になってからおよそ三〇分後、ようやくタクシーが亜あ威い邸の門前に到着した。

　運転手に一万円を叩たたきつけるように渡したあと、黒媛がお釣りももらわず助手席から駆け出していく。

　理刀たちも、彼女に続いた。

「これって……」

　言葉がない。

　門から先が、密林ジヤングルになっていた。車では、とても入れない。

　亜威邸まで、歩いてどれくらいかかるだろうか？　以前、バスにのせてもらったときは、確か五分ほどかかったはずだ。前に見た涼やかなイメージの林や広々とした芝生は、もはや見る影もなくなっている。門から遠く、小高い丘の上に見えていた洋館も、木が邪魔になり目にすることもできない。

「百香っ！」

　真っ先に、黒媛が門の中へ駆け込んでいく。と、次の瞬間、彼女の姿が消えた。

「！」

　目の錯覚ではない。視界の中から、黒媛がいなくなった。空間転移能力など、彼女は持っていなかったはずだが。

「黒媛！」

　キュートが、黒媛の消えた辺りへ駆け寄っていく。巴ともえも、不安げな目で辺りを見回している。

「転移魔法陣です」

　後ろからの冷めた声に、理刀は振りむいた。

　いつの間にか、毒どく舌ぜつ丸まるとスイートが立っていた。

「え？」

　転移、魔法陣？　黒媛は、どこか別の場所へ跳ばされた、ということか？

　スイートが、すかさず理刀の疑問にこたえてくれた。

「空間を跳ぶための魔法陣ですわ。念じた場所への空間転移が可能ですのよ。あの黒髪の方は妹さんへ会いたかったのでしょ？　でしたら、おそらくはそこへ跳んだはずですわ」

　よし、それなら……。

「亜あ威いさんだけじゃ危ない。みんないこう！」

　理り刀とは勢いよくジャンプし、黒くろ媛ひめが消えた地面に着地した。毒どく舌ぜつ丸まるが言うように、地面に円形の図形が描いてある。

　百もも香かのところへ！　いざ空間転移！

　って、あれ？

　なにも起こらない。加えて、いつの間にか足もとの魔法陣が消えている。

　しまった！

　熱くなりすぎて、すっかり忘れていた。自分が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者であることを……。バカだ……。

　すべての魔法力を霧散させてしまう能力は、やはりというか、当然のごとく魔法陣の効力も消滅させてしまった。

　キュートの、巴ともえの、スイートの視線が痛い。毒舌丸の目はいつもと変わらず冷え冷えとしているが、こんな状況下で受け続けると霜しも焼やけになってしまいそうだ。

　その毒舌丸が、口を開いた。

「どのみち、その魔法陣は我々には使用できませんでした。我々魔族の個人跳躍もそうなのですが、跳ぶためには転移先の状況をしっかりと把握しておく必要があります。もしくは、現地に強い吸引力を持つ存在が必要です。ですから亜威黒媛さんは、極めて高い確率でジャングルのどこかへ跳ばされているはずです。亜威黒媛さんが跳んだ時点で亜威百香さんが彼女を強く想おもっていなければ、転移ルートを結ぶことはできません」

　そう言ってもらえると、少しは気が楽になる。が、事態はまるで好転していない。

　百香と黒媛が、それぞれひとりで危険なジャングルに放ほうり出されているのだ。

　百香は、腕力も能力も持っていない、小学五年生の女の子。

　並以上の体術を誇り、【時の統治者タイムルーラー】に属する能力者の黒媛だが、いま現在、媒体のコンパクトは使いものにならなくなっている。

　マンションに解放されたヤツでもわかるように、魔界の箱庭は極めて危険だ。

　急いで箱に戻さなければ。




　ジャングルの中は、文句なくジャングルだった。

　腐葉土の匂におい。湿った木々の匂い。獣の匂い。水の匂い。その他、様々な原始の匂いが混ざり合い、調和し、大いなる自然を演出している。

　絶え間なく電波を浴び、一日のほとんどをコンクリートの中で生活し、アスファルトの上を歩き、排気ガスを肺に取り込み続ける生活、つまり都会育ちの理刀には、圧倒的だった。鳥のさえずり、葉は擦ずれの音、風の流れ、澄みきった空気、そのすべてが新鮮で、未体験で、発見である。

　毒舌丸を先頭に、理刀はキュートとスイートに挟まれるかたちで進んでいる。最後尾を歩くのは巴ともえだ。

　毒どく舌ぜつ丸まる、キュート、スイートは、自然というものに慣れているようだ。平気な顔でどんどん進んでいく。

　理り刀とも、そんなに恐こわくはなかった。藪やぶの中や木々の先になにかが潜ひそんでいるかもしれない、という警戒心は抱いてはいるものの、毒舌丸がいてくれると思えば安心できる。

　ただ、すぐ後ろを歩く巴のことが気になった。

　泣きそうな顔をしているから。

　木の上で鳥が羽ばたいたり、遠くから獣の鳴き声が聞こえてくるたび、ビクッと体を縮め、おどおどと辺りを見回している。

　理刀は、そんな巴に注意をむけながら歩き続けた。

　五分も進まないうちに、開けた場所に出た。明るい日が差しているため、薄暗い森を通ってきた理刀にはまぶしく感じた。

　村だ。木造の小屋が数軒建ち並んでいる。

　目の前には、三メートルほどの丸太が二本、地面に立てられていた。その上には、鋭い牙きばを持つ動物の頭ず蓋がい骨こつが、それぞれひとつずつ載せられている。まるで門のようだ。扉もなにもないけれど……。

　毒舌丸が足をとめ、静かに村の様子を観察している。

「この封印庭アーク、つくりが細かいですわね」

　スイートが、堂々と村の中へ入っていく。

「ちょっと、なにが出てくるかわからないわよ」

「ふふん、なにが出てきても、わたくしが術式を組み上げるほうが早いですから、ご心配なく。あなたはご自分の心配でもなさってて下さいな。足手まといには足手まといの心配がおありでしょうから」

「ちょっと術式組成が早いからって……、あ、あんたなんか、魔獣にお尻しり嚙かみつかれればいいのよ！」

「お尻だなんて、まぁ、はしたない。生まれと育ちが知れますわね」

「きゅーっ！　生まれも育ちもたいして変わんないでしょ！」

　キュートとスイートの口くち喧げん嘩かは、ときと場所を選ばない。ジャングルなのに、知らない村なのに、急いで黒くろ媛ひめたちを助けなければならないのに……。

　ため息をつく理刀である。

　巴が、不安そうな顔で公爵家令嬢たちの言い争いを見ている。

「キュートお嬢様、スイートお嬢様、わたしの背へ……」

　音もなく移動した毒舌丸が、キュートとスイートの前へ出る。

「この集落には、かなりの魔族がいるようです」

　彼女の言葉で、キュートたちが口をつぐむ。

「どうして、封印庭の中に？」

「わかりません。ただ、敵意があることだけは確かです」

　理り刀とは、怯おびえた目の巴ともえを背にして、毒どく舌ぜつ丸まるに歩み……寄ろうとしたが、できなかった。

　毒舌丸が、消えてしまったからだ。

　キュートも、スイートも、すぐそこに見えていた村もすべて消え、ジャングルに吞のみ込まれてしまった。

　残ったのは、動物の頭ず蓋がい骨こつを載せた二本の丸太のみ。

「え？　なんで？」

　すぐ後ろに、巴が呆ぼう然ぜんとした表情で立っている。彼女の瞳ひとみは、わずかに震えていた。

　理刀は、必死で頭を回転させた。

　先ほどの転移魔法陣同様、なんらかの魔法効果をまた『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力で消してしまったのだろうか？　そう考えるより他ほかに原因がわからない。

　キュートたちは？　たぶん、毒舌丸がいるから大丈夫。問題は、自分たちがこれからどうするか、である。

　引き返すか？　いや、黒くろ媛ひめと百もも香かが危険な状態に陥っているのだ。でも、巴がこんなに怯えている。どうする？　どうする？　どうする？

　理刀は、目で巴に問いかけた。

　彼女が、唇を引き締める。チラリと覆い被かぶさってきそうな木々を見上げたあと、意を決したように言った。

「あ、あの、く、黒媛も、百香ちゃんも、恐こわがってる、と思うの。わ、わたしも、こ、恐いけど、助けなきゃ、黒媛と、百香ちゃんを、た、た、たた……」

「そうだね、助けよう！」

　巴の言葉を力強く継いだあと、理刀は小さくうなずいた。友達を置いて自分だけ逃げるなんて、できるはずがない。

　巴の唇が、幾分やわらいだ。が、瞳は泣き出す一歩手前、といった状態である。それでも、彼女は足を前へ踏み出した。


　　　☆☆☆



　キュートは、驚きと心配と不安を、グッと心の底に押しやった。

　すぐ後ろにいたはずの理刀と巴が、物音ひとつなく消え失うせた。

　村の入口に大きな次元孔ホールが設置されていたのでしょう、と毒舌丸が言うのを聞きながら、キュートは顔をしかめる。

　魔界でも類を見ない『混沌とした実在』の能力は素晴らしいのだが、不必要な魔力消去も行ってしまうのが玉にキズだ。

　だが、キュートたちはいま現在、理刀たちの心配よりも先に処理しなければならない事態に直面している。

「ここがジャングルのどこなのか、見当もつきませんわね。下へ手たに跳ぶと、またバラバラになりかねませんわよ」

　スイートが、鋭い目を村の中へむけた。

　毒どく舌ぜつ丸まるはすでに、相手を凍こごえさせそうなほどの視線を放っている。

　ふたりとも碧へき眼がんとなり、すでに臨戦体勢だ。

　キュートも、足もとに落ちていた棒を拾い上げ、両手でしっかりと握り締めた。

　建ち並ぶ小屋の中から、人相の悪い魔族たちがぞろぞろと出てきたのだ。その数、三〇以上。男ばかり。全員、額ひたいに犯罪者の証あかしである菱ひし形がたの刺青いれずみが彫り込まれている。

　この村は流刑地だったようだ。そういう使われ方をしている封印庭アークもあると聞く。

　ゴルゴンゾラとパルメザンには、本当に腹が立つ。いったい、どこから持ってきた封印庭なのだろう。

　男たちはみんな、ボロボロの服を身にまとっている。中には上半身裸の男も。何日も洗っていないのだろう、垢あかや泥が体中にこびりついているため、臭におってきそうだ。

「おい、女だぜ」

「すげぇ、間違って流されてきたのかよ？」

「上玉ばっかじゃねぇか」

「ボクちゃん、眼鏡めがねの女が好みだな」

「じじゃあ、オオオレ様は、ぼぼ帽子かぶってるヤヤヤツな」

　腹立たしい会話が聞こえてくる。

　刃物をなめ回しているヤツ。股こ間かんを絶え間なくいじくっているヤツ。意味もなく引きつった声で笑い続けているヤツ。なぜか地面を転げ回っているヤツ。ブツブツとひとりでしゃべり続けているヤツ。壊れた連中ばかりらしい。

「お嬢様方は、ここを動かないようお願いいたします」

　碧眼の毒舌丸が、キュートとスイートに顔をむけてきた。直後、彼女の姿が搔かき消える。

「ぎゃ！」

　悲鳴にキュートが顔を動かしたときには、三人の男が宙を舞っていた。

　その中心に位置しているのは、黒いスーツの背。毒舌丸だ。

　半瞬遅れて、緊張感が一気に爆発する。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！

　男たちが雄叫おたけびをあげた。

　刃物を、鈍器を、拳こぶしを振り上げた。

　無数の術式を組み上げた。

　攻撃魔法を放ちまくった。

　狂気と凶器を乱れ飛ばした。

　だが、黒いスーツを捉とらえるどころか、かすめることさえできない。

　次々と、犯罪者たちが毒舌丸の拳に弾はじき飛ばされていく。

　ひとりが顔面を地にめり込ませた。

　ひとりが小屋の壁に頭から激突した。

　ひとりが鼻血と折れた歯を吐き散らした。

　どの刃物も、どの鈍器も、どの拳こぶしも、どの攻撃魔法も、どの罪人も、毒どく舌ぜつ丸まるに触れることさえかなわない。

　殴り飛ばされ、蹴けり飛ばされ、痛みと恐怖と格の違いを体に刻みつけられていく。

「さすが護衛官ですわね」

　スイートが、感心したような声をもらす。

　キュートはうなずきを返すことで、同意を示した。

　毒舌丸は、フォンターナ公爵家の護衛官であり、その中でも上位に名を連ねている。｛疾風｝が、あの無表情な女性につけられたふたつ名だ。加えて、一〇分後の鮮明な未来を視みることのできる能力を持っているから、その辺のゴロツキでは歯が立つはずもない。

　きた攻撃をかわすというよりも、毒舌丸が避よけたあとに攻撃が空を切っている。

　毒舌丸と比べ、犯罪者たちは腕力が弱すぎるし、動きが遅すぎるし、戦闘技術が稚拙すぎるし、魔力レベルが低すぎた。統制もまったくとれていない。

　いや、犯罪者たちが弱いのではなく、毒舌丸が強すぎるのだ。

「ったく、これではわたくしの出番がありませんわね。毒舌丸ばかり、ずるいですわ」

　スイートが、腕の筋を伸ばしたり手首を回したりと、準備体操を始めた。

　なんのために？

　キュートの疑問は、すぐに氷解した。

　スイートが、両手に炎系術式を組み立てながら跳んだからだ。瞬間後には闘いの中へ乱入し、犯罪者の顔面を殴りつけていた。

　顔を炎に包まれた男が、悲鳴をあげながら地面の上をのたうち回る。

　毒舌丸が素早くスイートの背につき、周囲の犯罪者たちをにらみ据すえる。

　間髪入れず、すぐにまた闘いの渦ができあがった。中心は、スイートと毒舌丸のふたり。

　キュートは、棒を強く握り締めた。

　ウズウズした。ドキドキした。

　自分にできることは、幻術ハツタリのみ。闘いに参加すれば、スイートたちの足を引っ張ることになるかもしれない。でも……。

「とぉーっ！」

　考えるよりも先に、駆け出していた。

　男がひとり、声に引かれてキュートにむき直った。

「メガトンアタァァァァァァァァァァクッ！」

　手にした棒を丸太に変え、男の脳天めがけて振り下ろす。

「うわっ！」

　男が身を縮めた。が、振り下ろした丸太は幻術インチキだ。実際に打撃を加えることはできない。幻術を極めた術者なら相手に傷を負おわせることも可能だが、キュートにはまだまだ無理だから、必死で走った。

　とにかく走って、距離を縮める。

「て、てめぇ！」

　男が気づくのと、手にした棒を彼の頭上に振り下ろしたのは、ほぼ同時だった。

　カポン！

　幻術攻撃だましうち成功！

　男の腐りきった目の中に、星が飛んだ。

　自分ひとりの力で、悪党を退治した。そんな達成感に、キュートは身の内が震えるのを感じた。

　直後、その男の側頭部をスイートが蹴けり飛ばした。

　地面にくずおれた男は、完全に白目を剝むいている。

「あたしがやっつけたのに！」

「トドメを刺したのはわたくしですわ。ほらほら、あなたは邪魔ですから、隅のほうで震えてなさい」

「きゅーっ！　あたしの実力を見せてやるからっ！」

「よぉく知ってますから、結構ですわ」

「きゅ───っ！」

　キュートとスイートがにらみ合っているすぐそばで、毒どく舌ぜつ丸まるが次々と男たちを叩たたき伏せていく。迅速に、確実に、冷徹に、残酷に、圧倒的に、敵の数を減らしていく。


　　　☆☆☆



　黒くろ媛ひめは、豊かな胸の下で腕を組んだまま周囲を見回した。

　前、ジャングル。右、ジャングル。左、ジャングル。後ろ、ジャングル。

「……………」

　巴ともえや理り刀とたちの姿が、どこにも見えない。

　懸命に走っておよそ三分後、黒媛は後ろからの声や足音がないことにようやく気づき、足をとめた。

　で、この状態、というわけである。

　みんなを引き離したか？　いや、おそらく違うだろう。

　迷った？　……これも違うな。

　このジャングルは、普通じゃない。常識の枠で捉とらえないほうがいい。

　黒媛は、すぐに頭を切り換えた。

　巴や理刀たちはきっと、自分のことを心配しているに違いない。でも……。

　黒媛は、再び走り出した。

　走りながら、叫んだ。

「百もも香かぁーっ！」

　この薄暗いジャングルのどこかでいま、この瞬間、百もも香かが恐こわがっていたら？　泣いていたら？　危険な目に遭っていたら？

　そう考えると、走らずにはいられなかった。

　一秒でも早く、妹のところへいってあげなければ。

　黒くろ媛ひめは、走った。

「百もも香かぁーっ！」


　　　☆☆☆



　理り刀とは、巴ともえとふたりでジャングルの奥を目指していた。

　亜あ威い邸がある方向へ進んでいるつもりなのだが、果たして真まっ直すぐに歩けているかどうか心配である。

　そして心配がもうひとつ。

　隣を歩く、美み々み津つ巴という少女のことである。

　黒媛が消え、続けてキュートたちとはぐれたあとからずっと、半泣き状態なのだ。

　いつもなら、あたたかさを秘めたやわらかい瞳ひとみに、いまはうっすらと涙を溜ためている。すぐにでも流れ出しそうで……。

　そんな彼女が、不意に立ちどまった。

「？」

　見ると、目をきつく閉じ、唇を強く引き締め、胸の前で両の拳こぶしを握り締め、フルフルと全身を震わせている。

「どうしたの？」

　理刀は、そう訊たずねてみた。

「……いの……」

「ん？」

「すごく、恐こわいの……」

　巴が、目を閉じたままつぶやいた。長いまつげに、涙のしずくが絡まっている。

　理刀は、周囲を見回した。

　薄暗いジャングル。真夏の熱気。生い茂る草木。都会育ちの理刀たちには、大自然の牙きばがどこに潜ひそんでいるのか、見当もつかない。先ほどチラリと目にしたが、虫も常識外れに大きい。

「ご、ごめんなさい。恐い、の……あ、あ、足が、強こわ張ばって、う、動かせないの」

　とうとう、巴の目から涙がこぼれ落ちてきた。すん、すん、と鼻もすすり始める。

　このまま、ジャングルの中で立ち往生か？　手持ちの秘蔵爆笑ネタを、メドレーでカマして元気づけるか？　やさしく「大丈夫だよ」と慰なぐさめてあげる？　それとも、「オレについてこい！」と男らしさを見せるか？

　様々な行動選択肢の中、理刀が選んだのは……。

「ゆっくりでいいから、歩こう」

　という言葉といっしょに、手を差し伸ばしただけだった。なんのひねりも勢いもないが、いっしょにいこうという気持ちと微笑ほほえみは忘れていない。

　三秒ほどして、巴ともえがそろりと目を開けた。涙に溺おぼれた瞳ひとみが、上目づかいで理り刀とにしがみついてくる。

　それから、ゆっくりと視線を下ろし、理刀の手を見つめた。

　すん、すん、と鼻をすすりながら、ジッと見つめている。体の震えは消えていない。見つめている。理刀の手を、ジーッと見つめている。涙を流し続けながら、見つめている。

　ようやく、理刀は気づいた。

　巴は、異性に対してかなり、とても、すごく奥手だ。だから、理刀の手を取ることを躊躇ためらっているのだろう。ならば……。

「よし、これつかんで」

　理刀はすかさず、ズボンからシャツの裾すそを出し、巴に差し出した。

　理刀のシャツを見下ろした巴が、そろそろと手を伸ばしてくる。五指すべてにつけたプラチナの指輪も、いまは弱々しい光しか放てないでいる。

「つかんだら、いっしょに歩こう」

　巴が、やんわりとシャツの裾を手の中に握り込んでくれた。

「恐こわくない？」

「ま、まだ恐い……けど、が、がんばる」

　巴の言葉を聞き、理刀はゆっくりと歩き出した。彼女も、歩き出してくれる。

　一歩、一歩、はい、次の一歩。

　巴のゆるゆるとした歩調に合わせ、理刀はゆっくりと歩いた。

　シャツの裾をつかんだ巴が、半歩遅れてついてくる。

　彼女の瞳は、まだ濡ぬれている。だが、涙はすでにとまっていた。





三章　自慢ゲーム







「……ご、ごめんなさい」

　歩き出してから数分後、理り刀とのシャツの裾すそをつかんだままの巴ともえが、ぼそりともらした。

「ん？」

「春日かすがくんに、迷惑ばかり、かけて……」

「ああ、迷惑だなんて思ってないから、気にしないで」

「わたし、実を言うと……その、こ、恐こわがり、なの」

　実を言わなくても、巴が恐がりであることは十分にわかっている。

　理刀は、努めて明るい笑顔を彼女にむけた。

「こんなジャングルに入れば、だれだって恐いよ。しかも、普通のジャングルじゃないしね」

「ここ、虫、大きいし、森の中には、なにか、いっぱいいるみたいだし……」

「そうだね。変なのがいなきゃいいんだけど」

　理刀は、マンションにいた牙きばを持つ巨大植物を思い出した。四つ目の大型獣も。あんなヤツらがうじゃうじゃいたのでは、正直お手上げだ。

「よく吠ほえる犬とか、苦手。小さな犬は、大丈夫だけど……」

　不意に、近くの薮やぶがガサガサと揺れた。

　理刀はとっさに身構え、様子を窺うかがった。が、なにも出てこないし、なにも起こらない。小さな動物でもいたのだろう、と息をつく。

　細かいことに構ってなどいられない。できるだけ早く亜あ威い邸に辿たどり着き、そこを拠点にキュートや黒くろ媛ひめたちを捜さなければ。

　出発！　と気持ちと足を前へ押し出した……が、動かない。シャツが引っ張られている。

　振りむくと、巴が再び固まっていた。

　瞳ひとみをフルフルと震わせている。

「だ、大丈夫？」

　問いかけるが、返事はない。

　エメラルド第二級クラスの【死霊使いネクロマンサー】とは思えない神経の細さに、理刀は内心で頭を抱えた。

　同時に、女の子を守ってやれない自分に微かすかな苛いら立だちも感じる。

　巴は、心の底から怯おびえているようだ。

　能力値が高く、死霊を自在に操ることができ、｛謎エニグマ｝という異名で呼ばれているとはいえ、中身は一七歳の女の子なのだから。

　歩けないのなら、抱きかかえていくか？

　無理……だろう。理刀男と体を密着させたら、失神してしまうかもしれない。

　巴の震えが収まるまで、この場で立ちどまっているしかない。

　だったら、なにかしゃべっていたほうが気も紛れるだろう。

　巴ともえの思考を、「恐こわい」から別のなにかへ移さないと……。

　ピンときた。

「よし、自慢ゲームをやろう！」

　唐突な理り刀との言葉に、巴が涙目をそろりとむけてくる。

　自慢ゲームとは、昔、春日かすが家でよくやっていた遊びである。

　ルールはひとつ。自分の自慢をし続けること。バカみたいだが、これが意外と楽しい。

「？」

　眉まゆ根ねに細かなシワを寄せた巴が、疑問符を大量に滲にじませた目でジ─────ッと理刀を見つめている。透明な涙をこぼしながら。細い体を震わせながら。しっかりとシャツの裾すそをつかんだまま、ジ─────ッと。

「交互に自慢をしていくんだ。まずオレからね。オレは、努力家だよ。能力者になるために、日々がんばってた！　気合いと根性でがんばって、見当はずれのがんばりだったけど、とにかくがんばった。だから、オレは努力家なんだ！　はい、次は美み々み津つさん」

　巴が、数回まばたきをする。そのせいで、溜たまっていた涙が押し出され、白い頰ほおを滑り落ちていく。

　慌あわてて涙を拭ぬぐいながら、彼女がポソリともらす。

「じ、自慢？」












「そ、自慢。自分のことを褒めるんだ。いろいろ自分の中を探ってみなよ、いっぱいあるからさ」

「自慢なんて……ないもの……」

　顔を伏せ、巴ともえがかすれた声をもらした。

　たぶん、美み々み津つ巴という少女はそう言うであろう、と予想していた通りのこたえが返ってきたため、理り刀とはすぐに口を開いた。

「美々津さん、【死霊使いネクロマンサー】だろ、それもエメラルド第二級クラスだし。能力値だって、学院の最高記録持ってるじゃない」

「で、でも、【死霊使い】は恐こわがられるから……霊魂を好きな人って、あんまりいないし……能力値が、高いから、余計に……」

「そう思ってるのは本人だけさ。みんな美々津さんに憧あこがれてるよ」

「でも、わたしなんか……黒くろ媛ひめや小こ都と恋こ先輩と比べたら、暗いし、おしゃべり、下へ手ただし、動作、遅いし……本当のわたしを知ったら、憧れてる人たちだって……」

「オレは、少しくらいなら美々津さんのこと知ってるよ」

　巴が、理刀の顔を覗のぞき込んできた。

　微笑ほほえみかけると、頰ほおを染めてすぐに視線をそらされたが、二秒ほど目と目でつながることができた。

　理刀はこのタイミングを逃さず、ゆっくりと体を動かした。

　ゆっくりゆっくりと、足を前に出す。

　右を前に出したあと、続けて左。左を出したら、次は右。

　そうやって、ゆっっっっっくりと歩き出す。

　シャツの裾すそを握り締めた巴が、誘われるようにしてついてくる。まるで、縁日で風船釣りでもしているかのような感覚だ。

　そろそろと歩きながら、理刀は話を続けた。

「オレが見た限りじゃ、美々津さんは周りに気をつかってばかりいるよね。これはつまり、友達をいつも大切に想おもってる、ってことだよ。それに、自分が引っ込み思案だってことも、よく知ってる。言い換えるなら、己の欠点を自覚して、それを乗り越えようと日々努力してるってことだ」

「努力なんて……」

「してると思うよ。だって美々津さん、みんなに好かれてるもん。百もも香かちゃんなんて、美々津さんにスゲー懐いてるし」

「百香ちゃんは、明るくて、いい子だから……」

「だれにでも懐くわけじゃないと思うよ。美々津さんだからさ。美々津さん、自分のよさに気づいてる？」

　巴の顔が、一気に赤くなった。

「え、あ、じ、自分の、よさ？」

「そ、自分のよさを知り、大声で自慢する！　これが自慢ゲーム。どう、バカみたいでしょ？」

「……ホント、バカみたい」

　巴ともえが、頰ほおを紅あかに染めたままクスッと笑った。そして、すぐに言葉を続ける。

「でも……面白そう」

　理り刀とは、内心でガッツポーズをキめた。

　周囲のジャングルは、いまだ理刀と巴に暗い影を落とし続けている。

　巴の瞳ひとみからは、いまだ涙が乾いていない。

　いまだ、現状はなにも変わらない。

　だが、いまこの瞬間、確かに巴の唇がほころんだ。

「はい、そんじゃあらためて、美み々み津つさんの自慢は？」

「わ、わたしの自慢？　自慢……」

　巴が、照れたような目で斜め下を見つめる。

　キュートたちのことが心配だ。

　黒くろ媛ひめたちのことも心配である。

　だがいまは、巴という放ほうっておけば壊れてしまいそうな女の子を、自分のこの手で守らなければならない。

　本音を言えば、守ってもらいたいけど……。

　キュートたちと合流するまでは、自分がしっかりしないと！

　理刀は、自慢すべく頭を悩ませている巴を連れ、歩き続ける。


　　　☆☆☆



　キュートは、地面に転がってうめき声をもらしている男たちを見下ろし、フーッと大きく息をついた。

　闘いは、キュートたちの一方的な勝利に終わっていた。実質、毒どく舌ぜつ丸まるが九割以上の敵を叩たたきのめしたのだが、キュートもある程度の満足感を味わっていた。

　たった二回だが、幻術攻撃ハツタリ・アタツクを成功させていたからだ。ポカン！　パシン！　という棒を打ち込んだときの感触が、いまでも手に残っている。

　勝利の余韻に浸ひたりながら、腕組みをする。

「ふん、口ほどにもないわね」

「あらあら、ほとんど働かなかったくせに、口だけは達者ですわね」

　すかさず、スイートが嫌味な笑みをむけてきた。

「あ、あんたも毒舌丸に助けられてばかりだったじゃない」

「華麗なるコンビネーション、と言って頂きたいですわ」

「なぁにが華麗よ、毒舌丸の足手まといでしかなかったくせに」

「うふふ、いちばんの足手まといは、どなたかしら？　ご存じないようなので、教えて差し上げましょうか？　鏡を覗のぞいてご覧なさい、目の前にいらっしゃいますから」

「きゅーっ、うるさいわねっ！」

　キュートは、ふんっ、とスイートから顔をそらしながらも、素早く村の中を見回した。

　一時的に勝利を手にしたとはいえ、油断することはできない。もしかしたら、まだ悪い連中が隠れているかもしれないのだ。

　こんな村はさっさと通過して、早いとこ理り刀とたちを捜しにいこう。

　とにかくいまは、理刀が心配である。あと、百もも香かも。

　黒くろ媛ひめと巴ともえは、なんとなく大丈夫なような気がした。媒体コンパクトを壊されているとはいえ、黒媛は強い。巴のほうも、人間界では一流の【死霊使いネクロマンサー】である。ふたりとも、自分の力で困難をのり越えることができるだろう。

　だから、理刀と百香だ。

　理刀は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者であるとはいえ、物理的な攻撃にはなんの防御手段も持っていない。そして百香は、ただの小さな女の子だ。

　そこでふと、キュートは動く影を捉とらえた。

　村の奥からひとりの男が歩み寄ってくる。背が高く、頭がつるつるの男だ。年の頃ころは二十代半ばくらい。倒れている男たちと同じく、額ひたいに犯罪者の印、菱ひし形がたの刺青いれずみが彫り込まれている。

　新手か？　一瞬、空気が張り詰める。

　だが男は、キュートたちから一〇メートルほどの距離で立ちどまり、そこで深々と頭を下げた。

「？」

　キュートはスイートと顔を見合わせ、首を傾かしげる。

　顔を上げたつるつる頭の男が、やさしい笑みを浮かべた。目が線になっている。まるで犯罪者らしくない。

「ザムと申します。ここを仕切っている者です」

　柔和な表情のまま、ザムが歩み寄ってくる。

　碧へき眼がんの毒どく舌ぜつ丸まるが、静かにザムを見み据すえている。動く気配を見せない。

　頭をつるりと手で撫なでながら、ザムがもう一度だけ浅く頭を下げた。

「うちの連中がご迷惑おかけしたみたいで……立ち話もなんですから、わたしの家でお茶でも飲みながら……」




　キュートたちは、ザムの家で彼の話を聞くことにした。

　この封印庭アークに住んでいるのであれば、貴重な情報がもらえるかもしれない、なんらかの罠わなであったとしても毒舌丸がいれば大丈夫、とそう考えたからだ。

　家といっても、土壁と木を組み合わせ、枯れ草を敷き詰めただけの粗末なものである。

　思い切り叩たたけば、簡単に壊れてしまいそうだ。

　部屋を仕切る壁もなければ、テーブルもない。数個置かれている丸太が椅い子す代わりらしい。丸太の座の部分には、大きな丸い葉が無造作にかぶせられている。そのちょっとした気づかいが、なんだか滑こつ稽けいである。

「どうぞ、おかけになって下さい」

　ザムが、大きな葉をかぶった丸太を指し示す。

　毒どく舌ぜつ丸まるとスイートに続き、キュートも丸太に腰を下ろす。葉っぱの上に座るのは、初めての経験だ。そうしながらも、家の中をジロジロと眺め回した。

　清潔感とはほど遠いし、明るさもほとんどない。ただ、一カ所だけ目を惹ひかれたのは、毒舌丸が座った椅い子すのすぐ横に束にして置かれた深紅の花だった。蝶ちようが羽をひろげたような花弁があまりに赤い。

　部屋の薄汚さと毒々しいほど赤い花。

　まったくつり合いがとれていない。

　ちゃんとした花瓶に生けてあげないと、すぐに枯れてしまうのでは？

　心配になったが、ここの住人にそんなやさしさはないのだろう、とキュートは視線を前へむけた。

　ザムが、薄暗さの中でも微かすかな光を放っているつるつる頭を撫なでながら、毒舌丸へ目をむけた。

「失礼ですが、もしかして……毒舌丸さん、でいらっしゃいますか？」

　なぜ知っている？　そんな疑問が浮かび上がってくる。

　毒舌丸は無言。スイートも。

　だからキュートが訊たずねた。

「どうして知ってるの？」

　と、いきなりスイートに肩を叩たたかれた。

「きゅ、なにすんの!?」

「教える必要なんてありませんでしょ！」

「あ……」

　キュートはようやく気づき、息を吞のみ込む。

「その考えなしのお口、縫いつけておいたほうがよろしいんじゃない？」

　トゲのあるスイートの言葉に、なにも言い返せない。むぅ……と喉のどの奥で唸うなり、キュートは下唇を嚙かみ締めた。

　一方、ニッコリとやわらかな笑みを浮かべたザムが、言葉を続ける。

「ハハ、やっぱり信用できませんよね。わたしたち、コレですから……」

　彼が、自らの額ひたいをトン、と人差し指で叩く。そこに刻まれているのは、犯罪者の証あかしである菱ひし形がたの刺青いれずみだ。

「当然ですわ」

　スイートが、目を細めた。

　毒舌丸はずっと、碧へき眼がんで無言で鋭利なまま身じろぎひとつしない。

　スイートと毒どく舌ぜつ丸まるが、尖とがった視線を一方的にザムへ投げ続けている。

　それを受けながら、ザムが小さく肩をすくめた。

「毒舌丸さん、そんなに恐こわい顔なさらないで下さい。わたしたち菱者ざいにんにとって、フォンターナの護衛官は恐怖の象徴なんですから」

　言われても、毒舌丸の目から鋭さと冷たさはなくならない。スイートも同じだ。

　キュートは、そんなふたりを横目に、ひとりこっそりと肩の力を抜いた。

　フォンターナ公爵家の護衛官たちは、犯罪者たちにとっては畏い怖ふの対象らしい。だったら、ザムが毒舌丸を恐がるのは仕方のないことである。やっぱり、恐いものは恐い。

　だから、恐がっている相手にはやさしくしてあげたいと思う……、けど、犯罪者だし。でも……。ザムという男性は、それほど悪人には見えない。悪人面ではあるが。

　ザムが、どこか泣きそうな顔で愛想笑いを浮かべた。

「お茶でも、どうですか？　ノドが渇いたでしょう」

「あ、あたし、いただ……」

「ご遠慮しますわ」

　キュートの言葉を遮さえぎり、スイートがピシリと言い捨てた。

「そうですか……」

　ザムが、しゅんとなる。

　キュートは、そんな彼を見ながら思った。

　可哀かわい想そうだ、と。確かに罪人で、見た目も怪しげだが、流刑地では随分と苦労したはずだ。どんな罪を犯したのかは知らないが、同じ魔族として、少しは心を寄せてあげてもいいのではないだろうか？

「お茶くらいは……」

「あなた方は、どうしてここからお逃げにならないの？」

　また、スイートに言葉を遮られた。

　ザムが、悲しげな視線を足もとに落とす。

「わたしはもう、一〇年以上もここにいますが……脱走なんて、不可能ですよ」

「なぜです？」

「知ってるはず、ですよね？」

「あなたの口から、お聞きしたいですわ」

　ザムとスイートの視線が静かにぶつかり、ゆっくりと押し合いを始める。互いに相手の心の内を探り合い、出方を窺うかがっているようだ。

　毒舌丸が、スイートの隣から尖った視線を添えている。

　ふっと視線をゆるめたザムが、口を開いた。

「森の奥は化け物だらけですから。野蛮な獣人だっていますし。神殿に辿たどり着くなんて、とてもとても。安全なこの辺で暮らしていくのがやっとです」

「神殿って？」

　キュートは、つい訊たずねてしまった。

　スイートに、キッとにらまれる。

　ザムが少しだけ目を大きくし、顔を上げた。つるつる頭を鈍い光が流れ落ちていく。

「もしかして、あなた方……流されてきたんですか？　ここの調査とか、そういうのじゃなくて？」

　スイートと毒どく舌ぜつ丸まるが、チラリと視線を交わす。

　キュートは、自分が犯した再度の過あやまちに内心で舌打ちした。でも、ザムは心底悪い魔族ではなさそうだから、そんなに危険はないのでは？　と楽観的な考えも頭を過よぎる。

　沈黙が、場を支配する。

　スイートとザムが、視線をぶつけ合う。毒舌丸も、碧へき眼がんの鋭さをゆるめない。

　キュートだけが、だれからも相手にされない状態だ。

　だから、ここはもう素直になって訊ねることにした。

「……神殿に、なにがあるの？」

　スイートも、もはやなにも言わない。

　ザムが、毒舌丸へ、スイートへ、そしてキュートへ目をむけた。

「どうやら、あなた方は、いや、てめぇらはオレたちのお仲間のようだな」

　いきなり、ザムの口調がガラリと変わった。目にも鬼気が宿る。ほんの一瞬で別人になったかのようだ。

　あふれ出してきたザムの鋭気に、キュートは全身が凍りつきそうな怖おぞ気けを覚えた。

　次の瞬間、毒舌丸がザムの隣に立っていた。彼女の手に握られているのは、つるつる頭よりもずっと輝きの強いナイフだ。

　切っ先が、ザムの喉のど元もとに貼はりついている。

「神殿には、なにがあるのですか？」

「へ、どうせ逃げられやしねぇよ」

「最後の質問にします。神殿には、なにが、あるのですか？」

「ふざけんなよてめぇ、オレはだてにここで何年も生きて……」

　直後、ザムの首がパックリと裂け、鮮血が飛び散った。血が彼の胸元を濡ぬらし、足もとを濡らし、敷き詰められた枯れ草をびちゃびちゃと濡らした、ように……、キュートには視みえた。

「きゅっ！」

　と思わず声をもらしてしまう。

　きゃっ、とスイートも小さな悲鳴をあげたため、彼女にも同じ光も景のが視えたのかもしれない。

　だが実際には、ザムの首には傷ひとつ入ってはいなかった。

　毒舌丸が、ザムの末未路来を彼自身へ視せてやったのだ。キュートとスイートは、その余波を受けたにすぎない。おそらくザム本人は、苦痛も同時に感じただろう。つまり、死を体感させられたのである。

　瞬またたく間に、彼の額ひたいに冷や汗が浮かび上がってくる。そして……。

「で、出口だよ。ここに放ほうり込まれるとき、神殿に、で、出口があるって教えられたんだよ。ほ、本当かどうかわからねぇ。確かめたヤツなんか、ひ、ひとりもいねぇんだ。ここから陽ひが昇る方角へ、とにかく真まっ直すぐいった方角にあるらしい」

　ザムが、震える声で教えてくれた。とても素直に、ペラペラとしゃべってくれる。だが、曖あい昧まいな情報ばかりだ。

　と、いきなり、毒どく舌ぜつ丸まるの体がぐらりと揺れた。そして、どういうわけかナイフを床に落としてしまう。

　ザムが、口の両端を歪いびつにつり上げた。

「どうやら、ようやく効いてきたようだな」

「え？」

　キュートは、体をふらつかせる毒舌丸を呆ぼう然ぜんと眺めた。なに？　どうなってるの？

「まさか！」

　スイートが、慌あわてて毒舌丸が座っていた椅い子す、その上にかぶせられていた大きな葉を払いのけた。

　丸太の断面に、魔法陣らしき図が焼きつけられていた。根気よく、時間をかけてつくったものであることがわかる。

　キュートは弾はじかれるように立ち上がり、自分が座っていた椅子の葉もどかしてみた。

　やはり、魔法陣が焼きつけられている。スイートの椅子も同じだ。

「毒舌丸さん、あんたが持つ未来視能力、確かにすげぇよ。悪党の中でも、有名なんだぜ、あんた」

　ザムが、歪な笑いを顔中にひろげた。勝ち誇った、悪党そのもの、といった表情である。

　毒舌丸が数歩後あと退ずさり、ザムから距離をとった。

　いったい、椅子に刻まれた魔法陣は、どのような効果があるのだろう？

　キュートもスイートも、同じように座っていたのに、なぜ毒舌丸だけが？

　ザムが、キュートたちにドロリとした目をむけてきた。

「お嬢ちゃんたち、心配しなくてもいいぜ。あんたらが座ってた椅子は、健康維持と肩こり腰痛緩和の魔法陣だからよ。オレたち、健康志向なんだぜ」

「ど、毒舌丸が座っていた魔法陣は？」

　キュートは、焦りと怯おびえを必死で抑えながら、ザムをにらみつけた。

「それか？　安眠だよ。しかも、花の香りでちょっとばかり強力になったヤツだけどよ。さすがの｛疾風｝も、オレにばっかり能力使ってりゃ、引っかかるよな、あと一〇分もすりゃ、気分よく夢の世界に旅立てるぜぇ」

　キュートは、床に置かれた毒々しいまでに赤い花を視界の隅に捉とらえ、歯は嚙がみした。

「ま、｛疾風｝が安眠の椅子に座ったのはラッキーだったぜ。他ほかのお嬢ちゃんらだったら、人質にとってだとか、また面倒な段取り踏まなきゃならなかったんでな。でもよ、そんなに心配しねぇでもいいぜ、てめぇらはここに初めてきた女たちなんだからよ、歓迎するぜ」

　ザムの目が、口が、表情すべてが、ドロリと腐臭を放つ。

　これが、生粋の悪党の顔なのだろう。と、そう思えるようなドス黒いものだった。


　　　☆☆☆



　百もも香かは、大樹の根の隙すき間まに体を押し込み、膝ひざを抱えていた。

　気がついたら、周りすべてがジャングルになっていた。視界の中は、暗い森ばかり。たまに、体の大きな獣が百香に気づかないまま大樹の近くを通りすぎていく。

　いったい、なにがどうなっているのだろう。恐こわい。この場所から動けない。

　泣いちゃダメ。

　唇を嚙かみ締めながら、強く両りよう膝ひざを胸に抱え込む。

　ケータイをなくしたため、黒くろ媛ひめと連絡を取ることもできない。

　泣いちゃダメ。

　箱から宝石を外しただけなのに……、こんなことになるなんて。

　不意に、黒いふさふさとした塊が目の前を横切った。

「？」

　少しだけ腰を浮かし、黒いふさふさを目で追いかける。あれは……。

「パティ？」

　ピンクなふたりの占い師が飼っていた、可愛かわいいポメラニアンだ。

　どうして、こんなところに？

　百香は、パティをつかまえようと腰を上げた。次の瞬間、森の薮やぶがガサガサと揺れたため、また慌あわてて根っこの隙間に体を潜ひそめた。

　薮からのっそりと出てきたのは、大きな牙きばを持つ獣だった。

「！」

　トラ？　ライオン？　なんだかよくわからない。長い牙は、先端がアゴの下まで届いている。食べるときにとても邪魔になりそうだが、獲物を仕留めるときには、とっても使い勝手がよさそうだ。

　そして、その獲物は……、小さな可愛いポメラニアンである。

　声が出ない。出せない。叫べば、獣に自分の居場所を教えてしまう。でも、パティが。

　泣いちゃダメ！

　百香は、両方の拳こぶしをぎゅっと握り締めた。

　パティを助ける方法は？　懸命に考えた。でも、恐くて恐くて、足が震えて……。

　獣が、パティにのっそりと近づいていく。いつでも料理できるんだぜ、という余裕といじめっ子のような目が、なんだかいやらしい。

　獣が、身を低くした。パティに飛びかかる気だ！

　パティ！　心の中で百香は叫んだ。ごめんなさい、と頭を下げた。とほぼ同時に、パティの黒いもこもこが急激に膨れあがった。

　ドンッ！　と空気の弾はじける音が、百もも香かの腹にどすんと響いた。

　え？　え？　えええええええぇっ!?

　百香は、叫びそうになる口を両手で押さえつけながらも、目の前の光景に目を見開いた。

　パティが消えた。

　代わりに、黒い巨獣がそこにいた。牙きばの長い獣が子猫に見えてしまうほど、体が大きい。

　体高は、百香の身長よりも高いだろう。四肢は、百香の腰回りよりもずっと太いはずだ。黒く、巨大な怪物である。

　当然、そんな怪物が出現すれば、牙の長いほうは逃げ出すに決まっている。

　大きくなりすぎたパティが、それを追いかけていく。

　きょうは、不思議なことばかりが起こる日だ。

　百香はまた、根っこの隙すき間まにもそもそと体を押し込め、膝ひざを抱えた。

　また、涙が出そうになってくる。

　でも、泣いちゃダメ……。泣いちゃ、ダメ……。泣いちゃ……ダメ……。

　グッと、弱さを体の内側に押し込めた。

　ももかぁ。

　ふと、だれかの声が聞こえた。耳に意識を搔かき集める。

　百香ぁ。

　確かに聞こえた。それも、黒くろ媛ひめの声だ。

　百香は立ち上がった。ずっと曲げていた膝が痛い。それでも、よたよたと歩きながら叫んだ。

「黒姉ぇ様ぁ～」

　恐こわさを振り払い、怯おびえから目をそらし、精いっぱい声を張り上げた。

「黒姉ぇ様ぁ」

　やっぱり、黒媛が助けにきてくれた。

「百香、そこにいるのか？　動くな。わたしがいく」

　森の奥から、黒媛の声がハッキリと聞こえてきた。まだ彼女の姿は見えないが、これでもう安心だ。大好きな女ひ性とが、強い姉ひとが、自分を守ってくれる。

　百香は、大きく安あん堵どの息をついた。

　と、百香の右手に位置する丈の高い草がガサガサと揺れた。

　黒媛の声が聞こえてきた方向と違う。

　百香が身を縮めたのとほぼ同時に、草を押おし退のけて姿を見せたのは、大型犬ほどの獣だった。目をギラつかせ、だらしなくヨダレをだらだらと地面に滴したたらせている。

　頭の中が、真っ白になった。背筋を、冷たいなにかが駆け抜けていく。目を閉じることも、悲鳴をあげることさえもできない。

　獣が、ヨダレを撒まき散らしながら飛びかかってきた。黄ばんだ牙が、百香の視界いっぱいにひろがった瞬間、

「百もも香かぁっ！」

　森の中から勢いよく駆け出してきた黒くろ媛ひめが、その勢いのまま獣の頭を蹴けり飛ばした。ランニングキックだ。

　ギャン、という悲痛な鳴き声をあげ、獣が地面に転がった。だがすぐに起き上がり、素早く森の中へ逃げていく。予期せぬ敵が現れたことに驚いたのだろう。

「百香、ケガはないか？」

「黒姉様っ！」

　百香は、やさしい黒媛の胸に飛び込んだ。

　姉の香りが、ぬくもりが、頼もしさが、緊張の糸をそっと切ってくれる。

　とめる間もなく、涙があふれてきた。

「黒姉様ぁぁぁ、恐こわかったよぉぉぉ、ふええええええええええ」

　もう、堪こらえなくていい。

　大好きな姉にしがみつき、胸に顔を埋め、百香は思い切り泣いた。

　泣いて泣いて泣いて、泣き続けた。




　黒媛の腕の中でひとしきり泣いたあと、百香は顔を上げ、エヘヘと黒媛の胸に上目づかいのまま頰ほおをすりつけた。

　黒媛が、よしよしと頭を撫なでてくれる。

「もう大丈夫だ。なにも心配しなくていい。ところで、箱と宝石は？」

　黒媛の問いに、百香はポケットから宝石を取り出した。これだけは、しっかりと落とさずに持っていたのだ。

「宝石って、これのこと？」

「ああ、それだ。箱は？」

　百香は、小さく首を振った。

「歩き回ってたら、道に迷ったの。だから、ここに隠れてたんだけど……」

　宝石を外した直後、白い闇やみがすべてを包み込んだ。気がついたら、目の前に巨大な石造りの建物が出現していた。体に蛇を巻きつけた大きな石像の背が見えたのを思い出す。

　恐くなって、その場を逃げ出したのだ。あのとき、箱もちゃんと持ってきておけば……。

「そうか。だったら箱を探さないといけないな。百香、歩けるか？　急いでみんなと合流しないと、ここは危険だ」

「みんなも、きてるの？」

「巴ともえや春日かすがたちもいっしょだったはずなんだが、知らないうちにはぐれてしまった」

「みんながくるのを待ってれば？　百香はずっとここに隠れてたから、黒姉様に会えたんだよ」

「ん～、そうか……動き回っても逆に迷ってしまうかもしれないな」

　考え始めた黒くろ媛ひめを見上げ、百もも香かはふと気になった。

「黒姉様、どうして箱や宝石のこと、知ってるの？」

　質問に、黒媛が珍しく大きなため息をついた。


　　　☆☆☆



　キュートは、歪いびつに笑うザムをにらみつけた。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、ふらつきながらもザムに拳こぶしを放つ。が、あっさりとかわされてしまう。

　あまりにも毒舌丸らしくない動きに、安眠用魔法陣と赤い花の効き目がかなりのものであることがわかる。

　安眠なんて……、バカバカしい罠わなに、こうもあっさりとはまってしまったことが、悔しくて堪たまらない。

　キュートは唇を引き締めた。なんとか、いまここでザムを倒さなければ……、仲間を呼ばれたらお終しまいだ。

　戸口に駆け寄ったスイートが、その隙すき間まから外の様子を窺うかがっている。

「たくさんお集まりになってますわね」

　苦々しげに言い捨て、手の内に術式を組み立て始めた。

　それを見たザムが、吐き捨てるように言った。

「お嬢ちゃんら、オレと闘やる気かい？　言っとくが、オレは強つえぇぞ。ダテにここの連中を束ねてるワケじゃねぇんだ。下へ手たな抵抗して痛い目みるより、大人おとなしくしてぇぇ……」

　言こと葉ば尻じりで舌を絡ませたあと、彼が突然床にくずおれた。

「？」

　キュートは、スイートと顔を見合わせ、ふたりいっしょに毒舌丸へ目をむける。

　眼鏡めがねのフレームに左手の指をかけたまま、彼女がゆっくりとその場に膝ひざをついた。

「毒舌丸っ！」

　キュートは彼女に駆け寄り、その体を支えた。体の力がほとんど抜けているのだろう、だらりと寄りかかってくる。

「眼鏡に、仕込んでおいた、眠り針で、ヤツを、一時的に、眠らせました。急いで、お逃げ、下さい。わたしはもう、お嬢様方を、お守りできそうに、ありません」

　戸口に癒ゆ着ちやく呪じゆをかけ、戸と壁を同化させたあと、スイートが戻ってきた。

「でしたら、わたくしたちがあなたを守って差し上げますわ」

「いけません、置いていって、下さい」

「フォンターナ家の娘が、部下を見捨てるなんて愚行を犯すわけにはいきませんわ」

「その通りよ！」

　キュートも、スイートと並んで毒舌丸の顔を覗のぞき込む。

「………」

　毒舌丸が、無言で唇を嚙かんでいる。彼女のこんな表情を見たのは初めてだ。

「早く帰って、熱いシャワーを浴びたいですわね。ここは埃ほこりが多すぎますわ」

　スイートが、毒どく舌ぜつ丸まるの体を浮遊術式で覆ったあと、自らの背に負おぶった。

　そしてすぐさま、戸口とは逆の壁になんらかの攻撃術を放つ。

　バァン！　という大きな音に続き、ちゃちなつくりの小屋が小刻みに揺れた。煙と埃ほこりと枯れ草が巻き上がる。

　途端、外が騒がしくなった。戸口がバンバンと叩たたかれる。怒鳴り声も聞こえる。

　スイートの攻撃術が土壁に空けた穴は、とても人が通れるような大きさではなかった。

　スイートが、攻撃術を続けて放つ。

　穴が次々と開いていく。だが、なかなか広がらない。攻撃力が鋭すぎるのだ。そのため、小さな範囲しか影響を及ぼすことができない。

　お姉様たちがいれば、この小屋ごと粉砕できるのに……、それ以前に、逃げる必要などなくなるのだが。

　戸が、いまにも破られそうだ。「裏に回れ！」という声も聞こえる。

　キュートは決意した。

「スイート、ストップ！」

　叫びながら、壁にむかって突っ込んだ。おでこの前で腕を十字に重ね、そのまま体ごとぶつかっていく。

　その勢いで土壁を突き破り、小屋の外へ転がり出た。

　すぐに、毒舌丸を穴から引きずり出し、出てきたスイートが、また背負い直す。

「わたしは、いいです。おふたりで、逃げて、下さい……」

　ほとんど動けなくなった毒舌丸が、しつこくくだらないことを口にしている。

「走りますわよっ！」

　スイートが、身を低くして駆け出した。キュートも、彼女の横について全速力で走る。

「いたぞ！」「逃がすなっ！」「狩りの始まりだぁ！」「ひゃはぁっ！」「いくぜぇ！」

　背から、犯罪者たちの下卑た声が聞こえてくる。距離的に、さほど離れてはいない。

　正直、泣き叫びたいほど恐こわい。だが、由緒あるフォンターナ家の娘として、最後のその瞬間まで気高くいよう。

　森の中へ飛び込んだ。スカートから出た足を下草が叩き、擦すり、切っていく。

　うなじを、男たちの声が、足音が、殺気が、ざくざくと斬きりつけてくる。いまにも、ツインテールのひと房を後ろからつかまれそうで……。

　走り続けた。スイートと毒舌丸の背が、どんどん離れていく。自分の足の遅さが、こんなときは堪たまらなく憎らしい。

　あ……、とキュートが思ったときには、なにかに足を取られ、転んでいた。

　慌あわてて起き上がるが、そのときにはもう、数メートル先に男がひとり立っていた。右にも、左にも、後ろにも。どうやら、囲まれてしまったようだ。

「あーっ、つまんねぇな。なに転こけてんだよ」

「とろすぎだろ」

「そこがいいんだよ。こんな上玉、滅めつ多たにいねぇぞ。たまんねぇーっ！」

　男たちが、じりじりとにじり寄ってくる。

　どういうわけか、理り刀との顔が脳裏に浮かんできた。この状況にまったく不釣り合いな理刀の笑顔である。理刀。理刀。理刀。人間界で、初めて友達になった男の子。

　理刀は無事だろうか？　危ない目に遭ってはいないだろうか？　自分のことよりも、彼のことが心配になった。

　それが、なんだかおかしい。

　理刀に……、逢あいたいな……。でも……。

　キュートは覚悟を決めた。たぶん、自分はここで……。だが、フォンターナ家の娘として、倒れるその刹せつ那なまで誇りを胸に！

「眼鏡めがねのお姉ちゃん、どこいったんだよ？　腕折られたお礼、したいんだけどよ」

「コイツからゆっっっくり聞き出せばいいだろ、時間はたっぷりあるぜ」

　犯罪者たちの薄汚い笑みを前に、キュートは拳こぶしを固めた。そのとき、

「わたくしの不出来な妹を、イジメないで下さいます？」

　キュートのすぐ後ろに、背中合わせでスイートが跳んできた。毒どく舌ぜつ丸まるの姿はない。どこかに隠してきたのだろう。

「ど、どうして戻ってくるのよっ！」

「公爵家の血族が敵に背をむけたとあっては、末代までの恥ですから」

「………」

　ありがと。

　キュートは、心の中でつぶやいた。声には出さない。自分とスイートは、最後までそれでいいと思う。だから、

「ったく、余計なお世話なのよ」

　憎まれ口を叩たたいてやる。

「ふふん、膝ひざをすりむいて泣いてるんじゃないかって、心配しましたのに、どうやらそこまでお嬢ちゃまじゃなかったようですわね」

　スイートの返事に、キュートは微笑ほほえんだ。

　自分とスイートは、最後の最後までこんな関係が相応ふさわしい。


　　　☆☆☆



　理刀は、巴ともえとふたり歩き続けていた。

　自慢を考えている巴は、先ほどからひと言もしゃべらない。理刀のシャツの裾すそを握り締め、うつむいたまま黙々と歩いている。

　だから理刀も、無言を通した。

　このまま何事もなく、亜あ威い家の屋敷に辿たどり着くことができれば……。

　そう考えるのだが、やはり甘かったようだ。

　一〇メートルほど先の木陰に、だれかが立っている。人？　でも、頭が異様に大きい。アレは、なんだ？　暗くて、全体がよく見えない。

　理り刀とは立ちどまり、様子を窺うかがった。

　巴ともえも、ようやく人影に気づいたようだ。理刀の背に身を隠すようにして、前方を怖々と見ている。

　いきなり、頭部の大きな人影が動いた。よく見ると、ふたりいる。

「泣ぐ子ごはいねぇがぁ～」

「泣ぎ虫は、いねぇがぁ～」

「泣ぐ子は、食べちゃうぞ～」

「頭あだまがら、バリバリ食べちゃうぞ～」

　ボサボサの髪を振り乱し、ぴょんこぴょんこと跳ねながら近づいてきたのは、秋田の男お鹿が名物、なまはげに酷こく似じしていた。

　ぎょろりと剝むき出した厳いかつい目。べしゃりと潰つぶれた厳つい鼻。口からはみ出した厳つい牙きば。とにかく厳つい顔。

　赤なまはげと青なまはげのふたり組だ。

「ぃやぁぁ」

　巴が、理刀の背にしがみついてきた。

「おめぇ、泣いでるな？」

「泣いだって、なぁんもいいことなんがねぇぞ」

「泣いだら、楽しぃごと、なぁんもなくなっちまう」

「泣ぐと、面白いごと、ぜぇんぶ消えちまう」

　なまはげコンビが、理刀たちに近づいてくる。

「な、泣いてなんか……いません」

　目に涙を溜ためながらも、律りち儀ぎにこたえている巴を背にかばいながら、理刀は大きくため息をついた。

　赤なまはげと青なまはげの鬼面は、明らかにお面である。それをつけている人物はふたりとも、スレンダーなボディの女性であり、黒革のジャケットに黒革のパンツに黒革のブーツというお揃そろいの格好をしている。

　ここから導き出されるこたえは……。

「あの、キュートのお姉さんたち、ですよね？」

「「え!?」」

　赤なまはげ青なまはげ、ダブルの驚きが返ってくる。

　すぐに、

「正体がバレたからにはぁ」

「生かしちゃおけねぇ」

　赤と青のなまはげ面を投げ捨て、ゴルゴンゾラとパルメザンが素顔を見せた。

「いや、生かしてもらわないと困ります」

　理り刀との冷たいこたえに、双子が顔を見合わせ、唇を尖とがらせた。

「混こん沌とん坊やったら、ノリが悪いねぇ」

「ノリノリじゃなきゃ、ダメだよねぇ」

「面白くないねぇ」

「つまんないねぇ」

「女の子を守るために必死で闘うとか……」

「そこで傷つき倒れたことで、愛が芽生えるとか……」

「「ドラマチックじゃなきゃねぇ～」」

　双子の会話を聞きながら、理刀は苦笑いを浮かべた。

　ふたりとも、この瞬間が面白ければそれでいい、という考えの持ち主なのだろう。だが、いまは彼女たちの楽しみにつき合っている状況ではない。

　なによりもまず、迷惑ツインズにお願いしなければならないことがある。

　取り返しのつかないことが起こる前に、この森を消してもらわなければならないのだ。

　巴ともえも、こんなに怯おびえているのだから。

　理刀は、少しばかり大きな声で、双子に呼びかけた。

「あの、お願いがあるんですけど……」

「愛国無政府丸、高速移動中です。どうぞ！」

「了解！　愛国無政府丸の現在位置を確認しました。現在、ＳＣチームに急速接近中！」

「我々も現地へ急行します」

「監視任務続行！」

「「と、いうわけで、じゃ～ねぇ～」」

　理刀の言葉に耳を傾けようともせず、ゴルゴンゾラとパルメザンの姿が搔かき消えてしまった。あまりの素早さに、とめる間もない。

　理刀と巴は、呆ぼう然ぜんと顔を見合わせた。

　彼女たちはいったい、どこへ跳んでいったのだろう。

　楽しむために、という目的だけは容易に推測できるのだが……。

　その分、だれかがどこかで迷惑を被こうむっているはずだ。

　次は、いったいだれが？


　　　☆☆☆



　キュートはスイートと背を合わせ、男たちへ鋭い視線を突き刺した。

　奥歯がカタカタと打ち合っているのは、ご愛あい敬きようだ。気持ちと体が、闘いのリズムを刻んでいるから……、そう思うことにする。

「彼らは数に勝まさっていますから、油断していますわ。必ず隙すきが生まれます。そこを突いて、迅速に撤退しますわよ」

「オッケー」

　肩越しにささやいたスイートの言葉に、キュートは小さくうなずいた。彼女は、まだあきらめていない。それが心強かった。でも、隙すきって？　そこがピンとこない。

「きますわよ」

　スイートが心持ち膝ひざを落としたため、キュートも身構える。

「お嬢ちゃんたち、がんばってねぇ～」

「応援しちゃうよオレ。手伝おうか？」

「オ、オ、オオオレと、やろう、や、やろう、い、いいいますぐ、やろうよぉ」

　男たちが、いっせいに動いた。伸びた草を踏みしめ、落ちた枝を踏み折り、湿った土を踏みにじった。直後、

「ぎゃああああぁぁぁっ！」

「きゅ！」

　いきなりの悲鳴に、キュートは跳び上がった。乾いた分厚い布を引き裂くような声。

　男たちの表情から、一瞬で余裕が消し飛んだ。狼狽うろたえ、周囲に目を泳がせた。

　薄暗いジャングルの中で、黒い、巨大ななにかが動き回っている。

「なんですの？」

　スイートの声が、微かすかに震えている。

「わ、わかんないわ……」

　木々のむこうを恐ろしいほどの速さで移動している黒い塊が、男たちへ次々と襲いかかっていく。

　悲鳴が連鎖した。悲鳴に悲鳴が重なり、悲鳴が悲鳴を呼び、悲鳴と悲鳴が共鳴し合う。

　犯罪者たちの逃げ足は、称賛に値するほど速かった。瞬またたく間に姿を消してしまう。

　弱い相手にはどこまでも強い態度で接することができる彼らも、一皮剝むけば小心で臆おく病びような犯罪者である。

　キュートとスイートの前から、そんな小心者集団は姿を消した。が、いま、目の前の暗がりに……、巨大な……、ふたつの……、火の玉が……。

　いや、火の玉ではない。大きすぎる、ふたつの赤い眼め、である。

「きゅ！」

「な、な、な……」

　キュートは、思わずスイートに抱きついてしまった。スイートも抱きついてくる。フォンターナ家の誇りと自尊心プライドで、なんとか恐怖に堪たえていたのに……、いとも容易たやすく、くしゃりと踏み潰つぶされてしまった。

　一度でも崩れると、あとは脆もろい。両りよう膝ひざがガクガクと震え出す。

　巨大な獣であることがわかる。視線の高さが、キュートよりも少し高い。

　黒い毛並みに加え、大きな樹きの陰に身を潜ひそめているため、全体の輪郭がハッキリしない。そのせいで、余計に恐ろしかった。

　黒い獣は、なにかを口にくわえている。まさか、犯罪者のだれか？　冗談ではない。

「な、なに、あれ？」

「こ、こちらを、に、にらんでますわよ」

　キュートは、スイートと抱き合ったまま黒い獣とむかい合った。動けない。動けば、飛びかかってこられそうで……。

　突然、黒い獣がくわえていたなにかを、キュートたちのほうへ放ほうり投げてきた。

　どさり、と目の前に落ちてきたものを見て、

「きゅっ！」

　キュートは地面に座り込んでしまった。つまり、腰を抜かしたのだ。

「な、なな、なーっ！」

　スイートも、ぺたん、と地面にお尻しりをつける。

　投げ出されたのは、牙きばの長い獣だった。黒い獣よりずっと小型だが、それでも人間界のトラやライオン並みには大きな獣である。目を見開き、舌をだらりと出しているところをみると、もはや命の炎は吹き消されているようだ。

　赤いふたつの眼めが、ジーッとこちらを見み据すえている。新たな獲物の吟味をしているのだろうか？　ツインテールと帽子をかぶっているほう、どっちを先に……、などと迷っているのかもしれない。

　キュートは、恐怖に折れてしまいそうな心を、すでに折れているかもしれない心を、懸命に、必死に、無我夢中で奮い立たせた。

　また、理り刀との笑顔が脳裏を過よぎる。お陰で、勇気が湧わいた。

　誇りを胸に、前をむき、自らの両足で立ち、拳こぶしを振り上げよう。最後の最後まで！

　キュートは、地面に手をついた。土を握り締めながら、立ち上がろうと膝ひざを立てる。

　そのときだった。

　グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　黒い獣が吼ほえた。

　臓ぞう腑ふを鷲わしづかみにされ、ゆさゆさと揺さぶられるかのような咆ほう吼こうだ。

「きゅ─────────────────────────────────っ！」

「ぃやぁ────────────────────────────────っ！」

　キュートは、スイートに抱きついた。スイートも、キュートにしがみついてくる。

　ふたりは、きつく抱き合った。





四章　迷惑ツインズ







　百もも香かは、大きくうなずいた。

　黒くろ媛ひめの話を聞き、このジャングルがキュートのお姉さんたちの仕業であることがわかった。なるほど、あのピンクなふたりの占い師たちは、魔族だったのだ。

　う～ん、まったく気づかなかった。でもこれで、可愛かわいいパティが怪獣に変身したことも納得がいく。魔界の動物なら、仕方ない。

　百香も、宝石を外したあとの箱を石造りの建物の近くに置いてきたことを黒媛へ伝えた。近くに、蛇を全身に巻きつけた大きな石像があったことも。石像の背中が見えたから、その場所さえ見つければ、箱のあるだいたいの方角と距離もわかる。

　というわけで、百香と黒媛は石像を探すことにした。行動あるのみ、という黒媛らしい決定に、百香も素直に従った。

「これだけのジャングルだから、危険は多いだろうな。いろいろいるようだし……」

　歩きながら、黒媛がジャングルの中を見回した。少々表情が硬い。

　百香は、そんな姉と手をつないで歩きながら、ふと気づいた。

　そういえば、黒姉様にはひとつだけ苦手なものが……。そう思った直後。

　遠くから、グゴオオオオオオオオッという凄すさまじい獣の咆ほう吼こうが聞こえてきた。

　百香は身をすくめ、黒媛の腕にしがみついた。

　木々にとまっていた鳥たちが、いっせいに空へ逃げていったほど、大きく重々しい遠とお吠ぼえである。

「なに？　いまの……」

　百香は、森の暗がりを見回した。

　あれほど大きな声で吼ほえる獣が、このジャングルの中をうろついているのだと思うと、泣きたくなるほど恐こわい。

　でも……、と百香はさらに強く黒媛の腕に抱きついた。

　黒姉様がいてくれるから大丈夫！

　ん？　すぐに、黒媛の足がとまっていることに気づいた。

「黒姉様？」

「あ、ああ、だ、大丈夫、し、しし、心配、ない、からな」

　声が上うわ擦ずっている。

　唇が痙けい攣れんしている。

　涙目になっている。

　顔に脂汗が浮かんでいる。

　黒媛の視線を伝い、百香は地面に目を落とした。

　自分たちの足もとを、ゴソゴソゴソと大きなムカデが這はっていた。かなり大きい。三〇センチはあるだろうか？　だが、大きすぎてオモチャのようである。

　百もも香かは、つかんでいた黒くろ媛ひめの腕を放し、代わりに姉の手をぎゅぅっと強く握った。

　黒媛は、虫が大の苦手なのだ。特に、足の多いヤツや、いもいもムシムシとした感じのヤツがダメである。

「みょ、みょみょかぁ……」

　百香が、みょみょかになっている。

「黒姉様、大丈夫だよ」

　百香は、大きなムカデが通りすぎるのを待った。黒媛は、虫が視界の中へ入ってくると動けなくなるのだ。もしくは、悲鳴をあげ続けるだけである。

　見なきゃいいのに……、と思うのだが、黒媛曰いわく、目が吸い寄せられて離せなくなるらしい。

　大ムカデが石の下に潜っていったのを確認したあと、百香はそっと黒媛の手を引いた。

　が、ギシギシと骨と筋肉が軋きしむような音を立てただけで、動こうとしない。完全に硬直しているようだ。

「黒姉様、早くここから逃げないと、またムカデが出てくるかも」

　軽く脅し、もう一度姉の手を引く。

「そ、そそそ、そうだな。ム、ム、ムカデが、ま、また、出て……それは、こ、困るな」

　ようやく黒媛が、ギクシャクとした動きで歩き出した。












　姉のためにも、自分ががんばらなきゃ！

　百もも香かは、心の中で拳こぶしを握り締めた。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、ジャングルの暗がりを注意深く探っていた。

　すぐそばでは、理刀のシャツの裾すそを握り締めた巴ともえが、華きや奢しやな体を小刻みに震わせている。

　双子が消えてから数分後、それほど離れていない場所から、グゴオオオオオオオオッという獣の咆ほう吼こうが聞こえてきたため、巴の足が再びとまってしまったのだ。

　それから五分ほど、この状態である。

　足をとめて縮こまっている最中も、鳥のさえずり、羽音、風に揺れる木々、その他もろもろに怯おびえっぱなしの巴である。

　理刀が提案した自慢ゲームのため、自らを探り、自慢を懸命に掘り起こそうとしていた彼女だが、今のところ自慢はひとつも発掘できていない。

　たくさんあるはずなのに。

　超一流の【死霊使いネクロマンサー】なのに。

　能力値における学院の記録保持者なのに。

　とても繊細で、やわらかで、やさしい女の子なのに。

　自分で自分の長所に気づくことができれば、より一層の輝きを持てるはずなのに。

　理刀はふと、風に揺れる木の葉を見て、キュートのツインテールを連想した。

　キュートは、今いま頃ごろどうしているだろう？　毒どく舌ぜつ丸まるやスイートといっしょだから、まず危険はないだろうが……。

　それでも心配だった。心配しても、なんの役にも立たないが……。だったら、別のことを考えよう。

　キュートの長所は？

　理刀は、その切り口から思考をひろげてみた。

　第一に、笑顔が可愛かわいい。

　素直で、笑顔が可愛い。

　親切で、笑顔が可愛い。

　ちっこくても元気で、笑顔が可愛い。

　公爵家令嬢であるにもかかわらず、それを鼻にかけたところもなく、笑顔が可愛い。

　とにかく、笑顔が可愛いのだ。

　キュートの笑顔が見たいな、と思う。

　そのときだった。

　ガサガサガサガサガサッと落ち葉や草を蹴けるような音で、理刀の意識は現実へと引き戻された。

　なにかが近づいてくる！

　急いで巴を近くの木の陰に引き込み、身を低くした。直後、大型の獣が、すぐ横を駆け抜けていく。トラほどの体たい軀くだ。

「！」

　理り刀とは、驚きの声をとっさにノドの奥へ押し込んだ。が、

「きゃ……」

　巴ともえの口から、それがもれ出てしまった。

　鋭い聴覚を持っていたのだろう。獣が急制動ブレーキをかけ、大きな体を器用に半回転させた。

　野生を生き抜いてきたからこそ出せる凄すごみを秘めた双そう眸ぼうが、ギラリン、と理刀と巴に突き刺さってくる。長い牙きばを持ち、なぜか額ひたいから角つのまで生えている。

　ヤバイ、ロックオンされた！

　巴が、理刀の腕にしがみついてくる。

　死霊を喚よんでくれ、と頼みたいのだが、フルフルと震えているだけの彼女には、無理な話である。

　ヤバイ。逃げなきゃ。

　ヤバイ。闘わなきゃ。

　ヤバイ。どうすりゃいいんだ……。

　巴が、目を見開き、唇を震わせ、全身をわなわなと震わせている。それでも、理刀の腕にしっかりとしがみつき、離れようとしない。

　角の生えた獣が、ジリッとにじり寄ってきた。アゴを地に擦こすりつけるように、体を低くする。一気に飛びかかってくるつもりなのだ。

　くそっ、くるならこい！　でも、できることなら帰ってくれ……。

　理刀は、しがみついていた巴の腕を解き、一歩前に出た。

　彼女を背に守る立ち位置である。

「か、春日かすが……くん？」

「美み々み津つさん、急いで木に登ってくれ。オ、オレが時間を稼ぐから」

　精いっぱいの強がりを絞り出した。

　恐こわいに決まってる。逃げたいに決まってる。助かりたいに決まってる。でも……、気持ちの奥底に、『人を助けたい』という想おもいがしっかりと根づいている。

　いまここで巴を見捨て、自分だけ助かる道を選んだら、春日理刀はもう、春日理刀ではなくなってしまう。

　なんのため、能力者になりたいと思っていたんだ？

　それは……、『人助け』をしたかったからだろ！

　キュート……。

　この瞬間、なぜかキュートの笑顔が頭に浮かび上がってきた。『がんばって！』そう言ってくれているような気がする。

「かかってこい、この野郎っ！」

　理刀は、腹の底から叫んだ。

　と、背から、か細いながらも確かな声が聞こえてきた。

「東とう夷いの鬼き哭こく、北ほく狄てきの嘲ちよう弄ろう、西せい戎じゆうの瞋しん恚い、常とこ闇やみの渓たには汝なんじらから退しりぞかん。起たちて幽光ひかりに集え。罪深き洞あ窟なに繫つながれし嘆きの鬼童こどもたちよ、我が敵を滅ぼせ」

　巴ともえの呪じゆ文もんに喚よばれ、三体の死霊たちが理り刀との前に姿を現した。

　色落ちした鎧よろいをまとい、折れた角つののついた兜かぶとをかぶり、手にはボロボロに刃こぼれした刀を握っている。それでも、強そうだ。

　死霊たちが、獣にむき直る。

　これで助かった。

　理刀が胸を撫なで下ろしたそのとき……。

　突然、空から巨大な黒い塊が降ってきた。

　ドスゥゥゥン！　という地響きを立て、黒い塊が、獣に覆いかぶさる。

　黒い塊、いや、巨大な黒い毛並みの化け犬だった。でかい。でかすぎる。体高が、理刀の身長ほどもあるではないか。まさに大黒獣である。

　あの眼め！

　あの牙きば！

　あの爪つめ！

　あの極悪面！

　コイツは、いったい、なんなんだ！

　大黒獣が、前足で押さえつけた獣の首にカプリと嚙かみついた。

　ゴリゴリ、ペキン、という気の抜けるような、それでいて決して後戻りのできない音が聞こえてくる。

「ひゃん」

　巴が、引きつった悲鳴をあげた。と同時に、せっかく喚び出した三体の死霊たちが霧散してしまう。

「み、美み々み津つさん……」

　ここで死霊がいなくなってしまえば、あとは……。

　さすがに、大黒獣相手に「かかってこい、この野郎っ！」なんて気合いは出せない。

　動かなくなった獲物を口にくわえたまま、大黒獣が理刀に真っ赤な目をむけてきた。

　視線が交わった。

　動けない。体が、意識が、本能が、完全にビビっている。

　巴が、へたへた～と座り込んでしまった。

　大黒獣がいきなり、くわえていた獣を理刀たちのほうへポイッと放ほうり投げてきた。

　ドサッと、すぐ目の前に骸むくろが落ちてくる。できたてホヤホヤの、亡なき骸がら……。もうすぐ、自分も……。

　理刀は、最後の足あ搔がきとばかりに、大黒獣をにらみつけた。が、もうどうにもならないであろうことはわかっている。

　巴ともえが、とうとう泣き出してしまった。両手で顔を覆い、顔を伏せ、身を縮め、シクシクと泣き続ける。

　理り刀とは、座り込んだ彼女の頭に手をのせ、やさしく撫なでた。もう、それくらいしかしてやれない。

　グゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！

　いきなり、大黒獣が吼ほえた。

　森の木々が震え、地面が震え、肌がビリビリと震えるような咆ほう吼こうである。

　先ほど聞こえてきた咆吼の主は、コイツだったらしい。

　理刀は、最後の瞬間を覚悟した。だから、拳こぶしをギリギリと固める。

　一発でいいから、鼻面に全力でコイツげんこつを叩たたき込んでやる！

　しかし、身構えた直後、大黒獣は尻尾しつぽをむけて駆け出していった。そしてそのまま、ジャングルの奥へ消えていく。

「？」

　理刀は、ぽかんと立ちつくした。

　え？　助かった？　なんで？


　　　☆☆☆



　百もも香かは、まだ微妙にギクシャクとした動きの黒くろ媛ひめと手をつなぎ、ジャングルの中を歩いていた。

　つい先ほどまた、遠くからグゴオオオオオオオッという重々しい獣の咆吼が聞こえてきた。それでも、黒媛の動きはなめらかにならない。しばらくは辛抱して、ゆっくり歩き続けるしかないだろう。

　吼え声の主と遭わなきゃいいけど……、と百香は用心深く森の中を見回した。

　高い木ばかりなので、体に蛇を巻きつけた石像を見つけることが難しい。空さえも、ほとんど見えないのだ。

　百香はそれでも、キョロキョロと目を動かしながら歩き続けた。

　と、ポツンと木の根もとに落ちたソレに、目が吸い寄せられた。

　アラジンが持ってそうなランプだ。見つけてくれ、と言わんばかりにピカピカと金色の光を放っている。

　百香は、黒媛と顔を見合わせた。

「アレって、なんだか怪しいね」

「怪しいな」

「でも、ランプの精が出てきて、助けてくれるかも」

「百香、そんなことはおとぎ話の中だけで、現実には……」

「このジャングルも現実だよ」

「あ、ああ、それもそうだな」

　黒媛が、自信なさげにランプを見つめる。

　ダイヤ第一級の【時の統治者タイムルーラー】であり、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の異名を持つ亜あ威い黒くろ媛ひめらしからぬ表情だ。先ほどのムカデショックが、いまだ尾を引いているらしい。

　百もも香かは黒媛の手を放し、ランプに歩み寄った。

「気をつけろ」

「うん」

　返事をするが、なにをどう気をつけたらいいのかわからない。だから、普通に拾い上げ、普通にこすってみる。

　と、ランプの差し口からピンク色の煙があふれ出してきた。

　もこもことした煙が、人型になっていく。

　やっぱり、魔法のランプだったんだ！

「六七女のゴルゴンゾラで～す！」

「六八女のパルメザンで～す！」

「「ふたり合わせて、ゴルパルツインズでぇぇぇぇぇ～す！」」

　現れたのは、アンダーレゾン学院で会った双子のお姉さんたちだった。たぶん、このふたりとピンクな占い師たちは同一人物だったのだろう。

　自己紹介通りなら、金髪がゴルゴンゾラ。銀髪がパルメザンになるらしい。違いは髪の色だけで、あとはまったく見分けがつかない。それにしても、綺き麗れいなお姉さんたちだ。

　ゴルゴンゾラが、百香の肩をポンポンと叩たたいた。

「ランプをこすったラッキーな貴女あなた、願いをひとつだけ叶かなえてあげましょう！」

「願いはひとつだから、よぉ～っく考えてね。どっかの三流魔神のように、みっつも、なぁんて安売り、わたしたちはしないから」

　パルメザンが、パチンと色っぽくウインクをする。

　黒媛が、そんなふたりに詰め寄った。

「だったら、急いでこのジャングルを消してくれ。それが願いだ」

「ダメダメ、願いはこのお嬢ちゃんのものが最優先なの」

「欲張ったらノンノン」

「百香のお願いも、黒姉様といっしょです。だから、ジャングルを消して下さい」

　百香の言葉に、ゴルゴンゾラとパルメザンの動きが一瞬とまる。だが、すぐに顔を見合わせ、

「欲のないお嬢ちゃんだねぇ」

「無欲・イズ・ビューティフルだねぇ」

「「いまどき珍しいねぇ～」」

　ふたり肩をすり合わせ、笑い合う。

　百香は、そんな双子のお姉さんたちを見上げ、感心した。

　まるで、息の合った漫才コンビのようである。常つね日ひ頃ごろ、綿密な打ち合わせと汗と血の滲にじむような猛特訓をしているのだろうか？　そうでなければ、こんなにピッタリとセリフがハモるはずもない。

「早く消してくれないか？」

　黒くろ媛ひめが、焦じれた様子で言葉を吐き出した。

　しかし、ふたりから返ってきた言葉は……。

「「破るために結ぶもの、それが約束よん」」

　とっっっても小悪魔的な、ダブルスマイル＆ダブルウインクだった。

　なっ……、と黒媛が絶句する。

　だから百もも香かは、

「じゃあ、せめて虫だけでもどこか遠くへやって下さい」

　そう頼んでみた。

　すると……。

「虫？　もしかして、虫が嫌いなの？　悲しいことだねぇ」

「ひどいなぁ～、嫌われ者の気持ちを考えると、涙が出てきそう」

　言葉とは裏腹に、すごく楽しそうである。その証拠にゴルゴンゾラとパルメザンは、ふたり手をつなぎ、前後にブンブンと振り始めた。そして、

「「ムカデだぁ～って♪　ケムシだぁ～って♪　ゴキブリだぁ～ってぇぇぇぇぇ♪」」

　大声で歌い始めた。透き通った歌声だ。

「「みんなみんなぁ♪　生きているんだマブダチなぁ～ん～だぁ～♪」」

　と、百香は、足もとをなにかがぞろぞろと移動していることに気づいた。目を落とすと、イモムシがいた。ムカデがいた。クモがいた。その他様々な虫たちが、大群となって双子の周りに集まっていく。どの虫も、冗談のように大きい。

　双子の周り、ということは当然、百香と黒媛の周りということであり……。

　いきなり、黒媛からガッチリと強く腕をつかまれた。

「も、ももも、百香、わ、わたしは、もうダメだ。き、き、気絶しても、いいか？」

　彼女は顔中に脂汗を浮かべ、限界まで目を見開き、表情を引きつらせている。呼吸も速く荒い。下唇が、小刻みに震えている。

　こんな姉を見たのは、初めてだ。

　百香はすぐに、双子へ声をかけた。

「あのぅ、この虫たちを大至急家に帰して下さい。わたしもいっしょに歌いたいけど、やっぱり虫が苦手な人もいますから」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、きょとんとした顔で黒媛を見ている。

「あの娘こ、本気で恐こわがってるねぇ」

「苦手以上に苦手なんだねぇ」

「嫌い以上に嫌いなんだねぇ」

「なまはげにすればよかったかな？」

「同じネタはつまんないよ。ぬりかべがよかったかも」

「どっちにしてもあの娘こ、本当に楽しくないみたいだよ」

「「これはいけないねぇ」」

　双子が、サッと手を振った。途端、虫たちが薮やぶの中や木の上や土の中へ戻っていく。

　そして、十数秒も経たたないうちに、地面を埋めつくしていた虫たちは、一匹もいなくなってしまった。

　それでも、黒くろ媛ひめの呼吸は荒いままである。だが、ゆっくりと体の緊張が解けていくのが、百もも香かにはわかった。腕を握り締めている姉の手から、少しずつ力が抜けていくから。

　強い力で握られたため、しばらくは肌に跡が残るだろうが、そんなことは関係ない。痛みも問題じゃない。大切なのは、虫を恐こわがる黒媛を守ることなのだ。

　そこでふと思った。

　双子のお姉さんたちは、すぐに虫たちを見えないところへやってくれた。とてもいい人たちではないか、と。

　だから、ちゃんとお礼をしなきゃ。

「せっかく虫を集めて歌ってたのに、すみませんでした。でも、ありがとうございました。それと……歌、お上じよう手ずなんですね」

　ひと言つけ加えた。お世辞じゃない。本当にそう思ったのだ。こんなときじゃなければ、いっしょに歌いたかった。歌うことは、大好きである。

　ゴルゴンゾラが、少しだけ目を大きくした。

　パルメザンが、ちょっとだけ眉まゆを上げた。

　すぐにふたり顔を見合わせ、

「面白いねぇ」

「愉快だねぇ」

　ニコ～っと笑顔を重ね合う。

　ようやく呼吸を整えた黒媛が、表情を怯おびえから怒りへ変えていく。

「いい加減に……」

　彼女が憤りを言葉にしようとしたそのとき、ガサッと背後から物音が聞こえた。

　振りむくと、数人の男たちが立っていた。全員、半裸である。腰に汚れた布を巻いているだけ。手には、棍こん棒ぼうのようなものを持っている。人間ではないようだ。なぜなら、頭の上に尖とがった動物の耳がついているから。そして、腰の後ろからは、ふさふさとした尻尾しつぽのようなものも伸びている。

　黒媛が、百香を抱き寄せた。

「いつの間にか、囲まれたようだな……」

　姉の腕に抱きつき、百香も周囲を見回した。

　気づかないうちに、ぐるりと三六〇度を包囲されていた。

　ゴルゴンゾラとパルメザンも、手をつないだまま首を巡らせている。

「獣人登場！」

「獣人出現！」

「パルが大きな声で歌うからだよ」

「ゴルも歌ったじゃん」

「「ふたりで歌ったもんねぇ」」

　こんな状況下に陥っても、双子の仲よしパワーには傷ひとつ入らないようだ。

　獣人、と彼女たちが呼んでいた連中のひとりが、のっそりと歩み寄ってきた。筋肉隆々。身長は二メートル近くあるかもしれない。

「我が名はヴァポ！　ジャグ族の勇者ヴァポ！　神殿を荒らそうとする魔女め！　我らが神の贄にえとして、貴様らの肉を抉えぐり、骨を砕き、その命を、ぐはぁ！」

　ジャグ族の勇者ヴァポは、最後までセリフを言いきることができなかった。ゴルゴンゾラがいきなり、彼の鳩尾みぞおちへ電光の速さで前まえ蹴げりを放ったからだ。

　筋肉の塊のようなヴァポが、木々をへし折りながら派手に吹っ飛んでいく。

「ダメだよゴル、最初はやられなきゃ。三分くらい経たってから、ピコ～ンピコ～ンってなったあとに、こうやって腕を十字にして……」

　ジョワッ、とパルメザンが両目からレーザー光線のようなものを放った。周りにいた獣人たちが、次々と薙なぎ払われていく。

　腕を十字にした理由は……よくわからない。

　百もも香かは、黒くろ媛ひめにしっかり抱きついて、その光景を見ていた。

　明るく楽しいお姉さんたちだが、ケンカはよくないと思う。ヴァポがケンカ腰だったのは事実だが、まだなんの暴力も振るってはいなかった。話し合いで解決できたはずだ。互いを知れば、友達になれたかもしれないのに。

　そんな百香の気持ちも知らず、ゴルゴンゾラとパルメザンが、楽しそうになにやら話している。

「わたしは、変身っ！　てやって、バッタ怪人になるヤツが好きだなぁ」

「あれいいよね。触覚が生えたデビル顔してるクセに、正義の味方なの。シビれるねぇ」

「シビれるよねぇ」

　言いながら、手から電撃のようなものを放ち、襲いかかってくる獣人たちを痺しびれさせている。

「いまだ、走れ！」

　黒媛に手を引かれ、百香は走り出した。

　獣人たちの注意が双子にむいているいまこそ、ここから逃げ出すチャンスである。

　でもやっぱり、ケンカは……、よくないと思う。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、地面にぺたんと腰を下ろしていた。隣で、巴ともえが膝ひざを抱えて泣き続けている。

　早くこの場を離れなければ、とそう思うのだが、巴が動かない。だから理刀も動けない。

　大黒獣の出現で、巴は完全に怯おびえてしまっている。理刀が慰なぐさめても、クスン、クスン、と涙を流し続けるばかりだ。

　肩を引き寄せ、抱き締め、「大丈夫だよ」と男らしくささやいてやれるほど、理り刀とは女性に対して積極的にはなれない。やはり、気恥ずかしさが勝まさってしまう。

　しかも、巴ともえは異性への免疫ゼロな女の子だから、そんなことをすれば余計に動けなくなってしまうことは間違いないだろう。

　だから、彼女が落ち着くまで、この場を動くことができないのだ。

　先ほどの大黒獣が、また戻ってくるかも。他ほかの大型獣が現れるかも。不安が次々と浮かび上がってくる。

　──キュートは無事だろうか。

　毒どく舌ぜつ丸まるやスイートに守ってもらえるとはいえ、もしものことがある。こんなに危険なジャングルなのだから。

　そしてまた、強く想おもう。

　キュートの笑顔が見たいな、と。

　スン、スン、と鼻をすする巴の横で、肩が触れ合わないよう気を配りながら、理刀は膝ひざを抱えた。

　キュートには、毒舌丸やスイートがついている。百もも香かには、黒くろ媛ひめがついていることを願うばかりだ。

　だから自分は、いまできることをやらなければならない。

　いまできること。それは、自分の隣で泣いている娘こを守ってあげることである。


　　　☆☆☆



　百香は思った。ここは……、どこだろう？

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、獣人相手に大暴れしている隙すきをつき、百香と黒媛は駆けて駆けて駆けて、ここまで逃げてきた。

　前と同じで、周りは木、木、木。ジャングルの中、ということに変化はない。

　肩で息をつきながら、百香は周囲を見回した。

　体に蛇を巻きつけた石像は、どこにあるのだろう。まったく方角がわからない。でも、方角なんて最初からわからなかったから、あまり気にならない。

　またがんばって探せばいいだけだ。

　双子のお姉さんたちには、このジャングルを消してくれる気がさらさらないようだから、自分たちでなんとかするしかない。

　でも、逃げてきてよかったのだろうか？　獣人の男の人たちが、双子のお姉さんたちから一方的にイジメられているのを、放ほうっておいてもよかったのだろうか？

「黒姉様、さっきの人たち……助けてあげなくてもよかったのかな？」

　迷ったときは姉に訊たずねてみる。これが百香の鉄則である。

「ん～、そうだな。助けられるものなら、助けてあげたかったが……いまのわたしたちは、無力だからな」

　黒くろ媛ひめが、やさしげな目で百もも香かの肩をそっと引き寄せた。

「百香は、いい妹こだな。わたしの宝物を抱き締めさせてくれ」

　姉の大きな胸と細くとも力強い腕が、百香の頭をギューッと包み込んでくれる。

　普通の人だと気恥ずかしい言葉も、照れ臭い態度も、黒媛だと違和感がない。それは、彼女がいつも裏表なく直球を投げてくるからだ。

「エヘヘ」

　百香は、姉に抱きついた。

「わたしが、必ず守ってやるからな」

　黒媛が、百香のおでこにキスをしてくれた。

　虫が大の苦手でも、媒体コンパクトが壊れていても、黒媛はやっぱり頼もしい。

　でも……、こんなときくらい、姉の役に立ちたいと思う。いや、いつも役に立ちたいと思っている。彼女が喜び、誇れる妹でありたいと思っている。

　百香は黒媛から体をわずかに離し、姉の強い瞳ひとみを見上げた。

「百香、黒姉様の役に立ちたいな」

「役に立つとか立たないとか、わたしは百香をそんなふうに見たことはないぞ」

「違うの、黒姉様の手助けをしたいの」

「手助けなら、もうしてもらってる。百香がいてくれるだけで、わたしはがんばれる」

「ううん、黒姉様だけががんばるんじゃなくて、百香もがんばりたいの。早く能力が使えるようになって、黒姉様といっしょにがんばりたいの」

「いま、いっしょにがんばってるじゃないか」

「黒姉様を手助けしながら、いっしょにがんばらなきゃ意味がないもの」

「わたしが虫に参っているとき、百香が助けてくれたぞ。百香がいなかったら、わたしは動けなくなっていたはずだ」

「うん、そうなんだけど……そうじゃないの……なんていうか、もっとちゃんと黒姉様を助けたいの」

　黒媛が、ふっと口元をゆるめた。そして百香の頭に手をのせ、ゆるやかに撫なでてくれた。

「百香は百香のままでいればいい。これ、意外と難しいことなんだぞ」

　百香は、わずかに首を傾かしげた。

　百香は百香なのに、百香が百香のままでいることは、意外と難しいことなのだろうか？　なぞなぞのようである。

　百香は、黒媛から一歩距離をとり、ポケットの上から宝石を軽く叩たたいた。早く箱を見つけて、コレをはめ込もう。

「百香は、百香のままであり続けることをここに誓いますっ！」

　エヘッと笑い、ペロリと舌を出す。

「だったら、わたしも亜あ威い黒媛であり続けることをここに誓おう。つまり、妹を愛し抜き、そして守り抜く、ということだ」

　微笑ほほえむ黒くろ媛ひめは、あまりにも格好いい。

　が、次の瞬間、彼女の表情に鋭さが走った。

　百もも香かは、反射的に黒媛の視線を追って振り返る。

　森の暗がりに、大型犬ほどの獣が一匹。距離は、およそ三〇メートルくらいだろうか。

　シェパードのような獣が、薄暗がりの中、淡く光る目でこちらを静かに見つめている。

「まずいな」

　黒媛が、百香の手を握ってきた。

　木の陰から、獣がもう一匹姿を現した。

「百香、背を見せず、ゆっくり下がるんだ」

　また、もう一匹、獣が現れた。加えて、もう一匹。続けて、もう一匹。

　獣が、次々と集まってくる。

　その中の数匹が、こちらへむかってゆっくりと走り出した。

　もはや、背を見せず、ゆっくりと、なんて言ってはいられない。

「走れっ！」

　黒媛に強く手を引かれ、百香は駆け出した。

　百香は噴き出しそうになる恐怖を、無理やり抑えつけた。

　逃げる側と追う側、この中で、最も足が遅いのは……。


　　　☆☆☆



　キュートは、スイートと抱き合ったまま恐る恐る目を開けた。

　どれくらいの時間が経たっただろうか……、辺りは静けさに包まれている。

　いない。ジャングルの暗がりにも、薮やぶの中にも、木の上にも、どこにも、いない。

　黒い獣は、いつの間にかキュートたちの前から姿を消していた。

　だからすぐ、キュートたちは逃げるようにその場を離れた。

　小さなキュートとスイートを見て、獲物にも値しないと思ってくれたのかもしれない。寝ている毒どく舌ぜつ丸まるが見つからなくて、本当によかった。

　体中の血が凍りつくような目に遭ったが、運がよかったのだろう。こうして、普通に二本の足で歩くことができているのだから。

　だからこうして、幸運を嚙かみ締めながら歩いている。でも、手足にはまだ微かすかな震えが残っているため、ちょっとつらい。

　と、なぜかスイートが足をとめ、背せ負おっていた毒舌丸を下草がやわらかそうな場所に寝かせたあと、近くの大木に背を預けるようにして腰を下ろした。

「ひと休みしましょう」

　彼女が、地面に足を投げ出した。

　もしかしたら、気をつかってくれた？　手足の震えを見抜かれた？

「なに休んでんのよ！」と頭の中で言い捨てながらも、口には出さない。キュートも、心底休みたかったから。

　キュートは、周囲に注意を配りながらもスイートの隣に腰を下ろした。全身に、じんわりと疲労感がひろがっていく。

　理り刀とや百もも香かたちも、きっと似たような状況に陥っているはずだ。無事だといいけど……。

　これもすべて、自分の姉たちが引き起こしたこと。それを思うと、申し訳なさで胸がいっぱいになる。

「ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様、きっとこのジャングルのどこかにいるわね」

　キュートは、密生した周囲の木々を一本ずつにらみつけた。

「そうでしょうね、他ひ人とが困っているところを見物するのが、ことのほか大好きなおふたりですから」

　スイートが、フンと鼻を鳴らす。

「理刀たち、大丈夫かしら……」

　なんの気はなしにつぶやいたキュートの言葉に、スイートが反応した。

「理刀のこと、心配ですの？」

「そ、そりゃ心配よ。こんなに危険なジャングルなんだから……」

「理刀以外にも、何人かあなたのご学友がいらっしゃったようですけど？」

「み、みんなのことも心配に決まってるでしょ」

「ふ～ん、ま、当然そうこたえますわよね。教科書みたいで、味気ないこたえですけど」

　スイートが、スッと目を細めた。どこか怒っているようにも見える。

　数秒の間。スイートの視線は、キュートを捉とらえたまま放さない。

「な、なによ……言いたいことがあったら……」

「魔族と人間のつき合いを、あなたはどう思ってらっしゃいますか？」

　不意の質問に、キュートは息を吞のんだ。

　魔族と人間のつき合い？

　理刀の笑顔が、パッと脳裏に浮かんでくる。

　しかし、すぐに頭を振ってその映像を搔かき消した。スイートの問いは決して、個人間のものを指しているわけではない。魔界と人間界の交流のことをいっているに違いない。

　だから、

「反対する連中もいるみたいだけど、あたしはいいと思うわよ。魔界と人間界、それぞれの利益になるんじゃないかしら？」

　キュートはうつむきながらも、当たり障さわりのないこたえを返した。

「あなたの口からお聞きしたいのは、そんな教科書的なものではありません。ズバリ、男女の恋愛について、ですわ」

「きゅ……」

「あなたのようなお嬢ちゃまに、恋愛というものの深しん奥おうを語れとは言いませんわ。お聞きできるとも思っていませんし」

「きゅ！」

「魔族と人間の恋愛は成立するのか否か……。二択ですから、いかに愛や恋に疎うといあなたでもおこたえできるでしょ？」

　腹立たしい言葉をちりばめた質問だが、キュートはなにも言い返さなかった。代わりに、考えた。

　魔族と人間の恋愛。

　自分と人間界の男の子との恋愛。

　相手は、だれ？

　また、理り刀との笑顔が……。

　リイザが強調していた。

　理刀は「友達」だと。

　魔族と人間。

　魔界の公爵家と人間界の一般人。

　理刀は、魔族の天敵ともいえる『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者。

　そんなこと、わかってる。わかってるけど……。

　キュートは、想おもいと気持ちを固めることができないまま口を開いた。

「恋愛なんて、個人の自由だから……」

「曖あい昧まいなこたえですわね」

「あ、あんたはどうなのよ？」

　キュートは唇を突き出し、スイートへむけて質問を返した。

「わたくしは、もちろん肯定派ですわ」

　彼女の強い瞳ひとみには、なんの迷いや躊躇ためらいもない。それがなんだか、羨うらやましくて、妬ねたましくて、つい意地悪がしたくなる。

「でも……魔界と人間界じゃ、いろいろ違うでしょ。育ってきた環境も、文化も、これから先のことだって、いろいろ……」

「種族、所属、職位、その他いろいろありますが、中身以外で相手を判断したことは、わたくし、いままで一度だってありませんわ」

　獣人とのクオーターならではの言葉である。言葉の底から、決意と強さが滲にじみ出ていることがよくわかった。

　スイートが、言葉を続ける。

「これから先のこと、と仰おつしやいましたけど……そんなことを口にしているようでは、だれとも本気の愛を結べませんわよ」

「あ、あんたなんかになにがわかんのよ」

「キュート、あなた……」

　スイートが、真剣な目をむけてきた。挑むような目だ。

「な、なによ……」

「理刀のこと、好きなんでしょ？」

「す、すす好きなんて、そ、そんなこと、り、理り刀とが、あ、あたしを、どう思っているか、わ、わからないのに……」

　なんだか、一気に顔が熱くなってくる。胸も、なんだか苦しい。

　スイートが、静かに息を吐いた。そしてようやく、キュートから目をそらし、宙に視線を漂わせる。

「人間界へ留学した娘が、勉学そっちのけで人間の男にうつつを抜かしているなんて噂うわさ、公爵家にとっては大した醜聞ではありませんわ。お姉様たちの武勇伝に比べれば、塵ちりにも等しいものですから」

「そ、それは、そうよね」

「でも、それがひとときの感情ではなく、お互い本気になってしまったのであれば、話が別になってきます。ゆくゆくは魔族か人間、どちらか一方にご自分の故郷を棄すてる覚悟が必要になってきますわね」

　スイートの言葉を聞きながら、キュートは膝ひざを抱え込んだ。話している最中もずっと、理刀のことが頭から離れない。話の内容が内容だけに、嫌でも意識してしまう。

「そんな、故郷を棄てるなんて、大おお袈げ裟さすぎるわよ」

「それだけの気概がなければ、異界間恋愛なんて成立しませんわよ。普通の恋愛とはわけが違うのですから。それに、わたしたちは公爵家の娘、ということをお忘れなく。爵位には、それに見合ったしがらみがつきまといますから大変ですわよ」

「そりゃ……そうだけど……」

「いい機会ですから、ここでハッキリ言っておきますわね。わたくし、理刀に好意を持っていますの。つまり、好き、ということです」

「きゅ！」

「彼にキスすると、幸せな気分になれますから。ですが、まだまだ好意どまりです」

　スイートの唐突な告白には驚いたが、好意どまりと聞いて少しホッとした。でも、どうして安心するのだろう？

　キュートは、自分の気持ちの波に目をむけた。

　理刀は「友達」だ。

　人間界で初めてできた「友達」だ。

　大切な「友達」だ。

　スイートが、言葉を続ける。

「好き、はそのうち恋に化けますわよ。そして恋は、大事にあたためてあげると、なんに成長するかご存じ？」

「愛、でしょ」

　愛以外、なんになるというのだろう。

　キュートは、スイートの微笑ほほえみを見つめた。

「やっぱり、お嬢ちゃまですわね。恋はひとりでもできますが、愛には必ずふたり必要ですのよ。だから、恋をあたためても、ふたり必要な愛にはなりませんわ」

「だ、だったら、なんになるってのよ」

「決意、ですわ。恋する想おもいを相手へ伝えるには、決意が必要でしょ？」

　キュートは、唇を嚙かみ締めた。スイートが、なぜかとても羨うらやましい。そして、そんな気持ちを抱く自分が、なんだか情けない。

「わたくし、もし決意が固まり、そのあとに愛をつかむことができたなら、魔界を棄すてる覚悟はできていますわ」

「あんた……」

「わたくし、お母様からそういう育てられ方をされましたの」

　スイートは、薄く微笑ほほえんで立ち上がった。そして、お尻しりをパタパタとはたきながら毒どく舌ぜつ丸まるへ歩み寄る。

「いつまでも休んではいられませんわ。そろそろ出発しましょう。だれかさんの足の震えも消えたことですし」

「きゅっ！　だれかさんって、だれのことよ！」

「あらあら、それをわたくしの口から言わせたいのですか？」

「あんたが疲れてたみたいだから、休んでやってたのよ！」

　キュートは、素早く立ち上がってみせた。

　ふふん、とスイートがいつものように嫌味ったらしく鼻で笑う。












「さっさと毒どく舌ぜつ丸まるを背せ負おってあげなさい。いくわよっ！」

「あなた、わたくしばかりに……」

　スイートがなにか言ってきたが、キュートは無視して歩き出した。

　なんとなく、気持ちが晴れない。こんな薄暗いジャングルの中を歩いているのだから、晴れるはずもない。

　晴れるはずも……。

　理り刀とは今いま頃ごろ、どうしているだろう。





五章　第三八女登場







　理刀は、巴ともえの手を引いてジャングルの中を歩いていた。

　シャツの裾すそをつかませてもすぐに放してしまうため、思い切って手を引いてみたのだ。

　すると、巴は素直に立ち上がり、理刀の歩みについてきてくれた。恐こわいという感情が、異性に対する拒否反応を一時的に消し去っているのだろう。

　小さくて、細くて、ふにゃっとやわらかな巴の右手をやさしく握り、理刀はゆっくりと歩いた。亜あ威い邸は、まだ見えてこない。進んでいる方向が正しいのかも、すでに自信がなくなっているのだが……。

　巴はまだ、くすんくすんと涙を流し続けている。

　ハンカチくらい貸してあげたいが、生憎あいにく、理刀にはそんな上品アイテムを持ち歩く習慣がない。

　と、巴がスカートのポケットからハンカチを取り出し、目元に押し当てた。レースの縁ふち取どりがついた純白のハンカチである。

　ハンカチも、「大丈夫」という言葉も、気を紛らわせてあげる軽妙なトークも、理刀は持っていない。それがなんとも情けなかった。

　ただただ、理刀は歩き続けた。すんすん、と鼻をすすり続ける巴の手を引いて。

　亜あ威い邸があるであろう方向へ。


　　　☆☆☆



　キュートは、あるかどうかもわからない神殿を目指し、歩いていた。

　毒どく舌ぜつ丸まるを背せ負おったスイートと口くち喧げん嘩かしながら、異界間恋愛のことを考えながら、百もも香かたちのことを心配しながら、そして、理り刀とのことを想おもいながら、歩き続けた。

　ジャングルの中は蒸し暑く、薄暗く、泥臭い。こんな場所とは、少しでも早くお別れしたかった。

「神殿は、まだ見えませんの？」

「木が邪魔で、さっぱりね……」

「わたくし、疲れましたわ」

「ふん、根性ないわね」

「だれかさんと違って、人ひとり背負っていますし、術式を維持し続けていますから、嫌でも疲れてしまいますの。神経が図太くていらっしゃる方には、このつらさがわからないのでしょうね」

「あんたねぇ……」

　なにか言い返してやりたいが、毒舌丸を背負い続けているスイートのほうが、現時点では確かにがんばっている。

　キュートは、フンッとスイートから顔を背けることで、苛いら立だつ気持ちを抑え込んだ。

　そのときだった。前方から叫び声が聞こえてきた。

「？」

　大勢の人間が、こちらへ走ってくる。また犯罪者たちかもしれない。

　キュートは反射的に重心を後ろへ移し、逃げの姿勢をとった。

「もしかして……」

　スイートの声が、微かすかに震えている。

　駆けてくる連中は、ほとんど裸に近い格好である。手には太い棒きれのようなものを持ち、その頭には……、獣の耳？

「「獣人！」」

　キュートとスイートは、顔を見合わせた。

　かなり興奮しているようだ。獲物を見つけた悦よろこびに狂喜しているのかもしれない。

　緊急事態！

　毒舌丸が動けないいま、逃げるという選択肢以外、キュートたちに選ぶべき道はない。

「逃げますわよっ！」

　スイートの反応のほうが早かった。素早い動きできびすを返し、走り出す。

　キュートも、すかさず彼女について地を蹴けった。だが、脚力で獣人に勝てる自信なんかない。もちろん腕力も。

　スイートひとりなら、跳んで逃げればいい。だが、毒舌丸を背負ったままだと、空間転移術は使えないのだ。いくら彼女でも、まだそれほど強い魔力を持ってはいない。それにキュート足手まといもいる。だから、彼女は走っている。

　それがわかるから、キュートは歯は嚙がみした。

　情けなかった。恐こわかった。悲しかった。足が震えた。悔しかった。泣きそうになった。だから……、だから……、だからっ！

「スイート、先にいってっ！」

　キュートは走るのをやめ、獣人たちの群れにむき直った。

　全員が捕らえられるより、自分ひとりのほうが……。スイートが姉たちを呼んできてくれれば、助かる道もある。

「バカなマネはおやめなさいっ！」

　スイートの叫びに振り返らず、キュートは迫りくる獣人の群れにむかって駆け出した。走りながら足もとの石を拾い上げる。

　恐い恐い恐い恐い恐い。そんな気持ちを振り払い、叫んだ。

「いいから逃げてっ！」

「キュートっ！」

　悲鳴のようなスイートの声を、キュートはしっかりと背で受けとめた。彼女と毒どく舌ぜつ丸まるを逃がす。そのためには、時間を稼がないと。

　キュートは、手にした石を獣人たちへ投げつけた。もちろん、幻術で巨岩に変えて。

　だが、彼らは少しも怯ひるまなかった。

　巨岩が視みえていない？

　石は、先頭を走ってくる獣人の頭にポコ～ンと当たっただけで、なんの足どめにもならなかった。

　そんな……。

　キュートより頭ふたつ分ほど大きな獣人が、真まっ直すぐに突っ込んでくる。まともにぶつかれば、吹き飛ばされるだけではすまないだろう。

　キュートは身を縮めた。

　そのとき、

「「ハァ～イ、キュート！」」

　現れたのは、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりだった。

　獣人たちが、慌あわてて急ブレーキをかけ、走るのをやめた。目が怯おびえの色に染まっている。

「魔女が追ってきた！」

「も、も、もうダメだぁ！」

「我が名はヴァポ！　ジャグ族の勇者ヴァポ！　ここはオレが食いとめる！　みんな逃げろっ、そしてオレの家族に伝えてくれ、ヴァポは、最後まで勇敢に戦ったと……」

「ヴァポぉぉぉぉぉっ、やっぱりお前は漢おとこだよぉ、よし、みんな逃げろぉ！」

「オ、オ、オレはぁ、ジャグ族の勇者ヴァポだぁぁぁぁぁっ！」

　騒ぎまくっている獣人たちには見むきもせず……、ゴルゴンゾラが、キュートの顔を見下ろしてきた。パルメザンも覗のぞき込んでくる。そして、ふたりいっしょに長いまつげをパタパタと上下させた。

　すぐに、ふたり同時に獣人たちへ顔をむける。目が怒っている。唇は悪魔的なまでに両端をつり上げているのに、視線だけは、相手を刺し殺さんばかりに鋭かった。

「「キュートを泣かせたなぁ」」

　姉たちの言葉で、キュートは慌あわてて目元に手をやった。ここでようやく、自分が涙を溜ためていたことに気がついた。

　だって……、本当に恐こわかったから……。

　キュートは、手の甲でゴシゴシと涙を拭ふいた。直後、

「「我らが愛妹いもうとを涙させる敵に、退屈なる災いを！」」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、逆方向へ再び走り出した獣人たちへ、片手を差し出した。

　閃せん光こうがジャングルを包み込む。

「我が名は、ヴァポ！　ジャグ族の勇……おおおおおおおおおおああああああああ」

　いちばん近くにいた、一際大きな体をした獣人が、最初の犠牲者となった。

「きゅ！」

　キュートは、息を吞のんだ。

　驚いたことに、彼の体が木になってしまったからだ。両足が根となって大地をつかみ、両腕が枝となって空へ伸びた。ご丁寧に、青々とした葉まで生えてくる。

　背を見せて逃げていく獣人たちもみな、瞬またたく間に木に変えられていく。さすがは、フォンターナ公爵家の娘、そのふた桁けた台に名を連ねる姉たちである。魔力量が半端ではない。

　キュートは、周囲を見回した。

　少し離れた場所で、毒どく舌ぜつ丸まるを背せ負おったままのスイートが、ポカ～ンと口を開けている。

　ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりが、ご機嫌な様子で互いに肩をぶつけ合っている。

　元は獣人であった木が、あちこちに散らばっている。よく見れば、苦く悶もんや恐怖の顔が、そのまま木の瘤こぶとして浮き上がっているから、可哀かわい想そうになってくる。

　理り刀との『混沌とした実在カオテイツク・リアル』ならば、双子がかけた樹じゆ化か呪じゆを解くことも可能なはずだが……、彼は今いま頃ごろ、どこにいるのだろう。

　どっとあふれてきた疲れに、キュートは細い息を吐いた。




　とにかくいまは、毒舌丸を魔法の眠りから目覚めさせなければならない。

　ゴルゴンゾラとパルメザンに相談すると、一本の小瓶をもらった。

「元気回復、滋養強壮にも効き目抜群のリポビンタＬ！」だという。

　怪しい。このふたりが怪しくなかったことなど、過去に一度だってありはしない。

　キュートとスイートは、顔を見合わせた。

「本当に、これを飲ませれば毒舌丸は起きるの？」

　キュートは、露骨なまでの不信色を目と声に込めた。

「起きる起きる。起きなかったら、針千本飲ませてあげる」

「飲ませちゃダメじゃん。ゴルが飲むんだよ」

「そうだっけ？　ニッポン国の言い回しって、難しいよねぇ。でもそれだったら、パルも飲まなきゃ、だよ」

「え───っ、針千本も飲んだら、お腹なかの中がチクチクしそう」

「「チクチクだねぇ」」

　彼女たちとまともに会話を続けようと思ったら、日が暮れてしまう。

　仕方がない。まさか毒、ということはないだろう。

　キュートは、スイートと小さくうなずき合い、リポビンタＬのキャップを外し、毒どく舌ぜつ丸まるの口へ注ぎ入れようとした。と、

「あ、口移しじゃないと効果ないんだよ」

「唾だ液えき混ぜないと、まったく効果ナシ！　これ本当。フォンターナ家の家紋に誓ってもいいし、ゴルに誓ってもいい」

「じゃあ、わたしはパルに誓おっと」

「「誓っちゃうもんねぇ」」

　互いに微笑ほほえみ合うゴルゴンゾラとパルメザンは、本当にラブラブツインズである。

　噓うそは言っていないようだ。フォンターナの家紋は、いくら悪ふざけが好きな彼女たちでも、そんなに易やすく扱えるほど軽くはない。

　キュートとスイートは、視線をぶつけ合った。

　スイートが、直すぐに口を開く。

「わたくしは、ずっと毒舌丸をおんぶしてましたわ」

　つまり、運んだのは自分だから、口移しはキュートの役割だ、と主張しているのだ。

　反論できない。

　キュートは、眠ったまま動かない毒舌丸の唇へ視線を落とし、キュッと唇を引き結んだ。

　毒舌丸は、大切な存在だ。冷静に、沈着に、自分の身を犠牲にし、従者としてフォンターナ家に尽くしてくれている。

　主家の娘として、彼女の献身に報いなければ……。これはキスじゃない。毒舌丸を助けるためなのだ。そう自分に言い聞かせる。

　いざ、口移し！

　キュートは意を決し、リポビンタＬの中身を口に含み、寝ている毒舌丸に覆い被かぶさった。

　唇と唇を重ね、舌先で唇を押し開け、リポビンタＬを流し込む。

　なんだか火ほ照てってきた顔を離し、毒舌丸の安らかな顔を見下ろした。彼女のノドが、こくんと波打ったのがわかる。リポビンタＬを吞のみ込んでくれたのだ。

　これで、目を覚ましてくれる。

　待つこと一〇秒とちょっと。毒舌丸のまつげがピクリと動いた。そして、切れ長の目がうっすらと開く。

「毒どく舌ぜつ丸まる、気分はどう？」

　キュートは、まばたきをしている毒舌丸の顔を見下ろした。

　と、みるみるうちに彼女の頰ほおが紅あかくなった。

　なに？　熱があるの？　薬の副作用？　確かに目を覚ましたけど、もしかしたら、他ほかにも変な効き目とかが……。

「も、もも、申し訳ありませんでした」

　毒舌丸が、慌あわてて上体を起こした。彼女らしからぬ狼狽うろたえた口調である。

「毒舌丸……？　大丈夫ですか？　お顔の色が、あまりすぐれないようですけど」

　スイートの言葉にも、毒舌丸は耳を貸す様子がない。ただただ、ジッと、瞳ひとみを潤ませ、上目づかいでキュートのことを見つめている。時々、なにかを振り払うように小さく首を振るが、それでも頰の赤味はなくならない。

　キュートは、横でニコニコしているだけの双子を、それぞれにらみつけた。

「毒舌丸に飲ませたの、なに!?」

　返ってきたこたえは、とんでもないものだった。

「惚ほれ薬だよ」

「リポビンタＬの『Ｌ』はラヴＬＯＶＥの『Ｌ』なんだよ」

「身も心も捧ささげたくなるような純愛！」

「恋のその先、ずっと先！」

「愛爆発！」

「愛炸さく裂れつ！」

「「禁断の主従愛っ！」」

　こ、こ、この双子はぁぁぁ……、本当に腹の立つ。

　スイートが、ハァ、とため息をついている。呆あきれてなにも言う気がしないようだ。

　だが、キュートはそうもいかない。毒舌丸の熱い、熱すぎる、いまにも燃え出しそうな視線が、先ほどから自分にべっっったりと貼はりついたままなのだから。

「毒舌丸をもとに戻して！」

「毒ちゃんのこと、嫌い？」

　ゴルゴンゾラの言葉に、キュートは続けようとした言葉を吞のみ込んだ。

　代わりに、頰を真っ赤っかにした毒舌丸が口を開く。

「わ、わたしは、キュートお嬢様の従者ですから……み、身の程は、わ、わきまえています。で、で、ですから、お嬢様が、わたしのことをどう思われていようとも、わたしは、いままで通り、この身を捧げ、誠心誠意お仕えするだけ、です」

　日ひ頃ごろは、冷たすぎるほど冷たく、鋭すぎるほど鋭い彼女の瞳に、うっすらと涙が溜たまっている。

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、芝居がかった動きで互いに身を寄せ、手を握り合う。

「ああ、立ちはだかる身分の差」

「どんなに強く想おもっても、気持ちは届かない」

　いまが楽しければオールオッケーなふたりに、キュートはブルブルと握り締めた拳こぶしを震わせた。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、すぐそばに座ったまま、頰ほおをポーッと紅あかく染め、瞳ひとみを滲にじませ、キュートの横顔に視線を一点集中させている。

　ここでようやく、スイートが口を開いた。

「リイザお姉様が石化からもとへお戻りになったら、今回のことの次第をすべて、詳細に、あますところなくお伝えいたしますわ。あ、もちろん、スキュースお姉様のお耳にも入れておかなければいけませんわね」

　この言葉は決定的だった。最初から、こう脅せばよかったのだ。

　ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりは、ひと桁けた台の姉たちを畏おそれているのだから。もっとも、ほとんどの姉妹たちが、ひと桁台には頭が上がらない。

「大丈夫だよ。ホラ、これって全部アレだから」

「そうアレ、ニッポン国の……なんてったっけ？」

「トックリ？」

「違う違う、確か……ドッキリ。そう、ドッキリってヤツね。つまりは、ヤ・ラ・セ」

「ハラハラドキドキするだけで、危険は一切ナシ！」












「品質保証と安全管理と在庫管理はバッチリ！」

　慌あわててよくわからない言い訳をするふたりへ、スイートが冷たい目をむける。

「わかりました。では、ゴルゴンゾラお姉様とパルメザンお姉様が、ヤラセと称して人間界で封印庭アークを解放し、遊んでいた、という事実そのままをスキュースお姉様へお伝えしますわ」

「スイート冷静すぎ～」

「つまんな～い。スイートの意地悪ぅ」

　双子が、揃そろってプーッと頰ほおを膨らませる。

　どっちが意地悪なんだ、と思いつつも、キュートはキッと双子をにらみつけた。

「早く、毒どく舌ぜつ丸まるをもとに戻して！」




　惚ほれ薬を中和してもらった毒舌丸が、絶対零度の視線を双子へぶつけながら、静かに立ち上がった。が、なんの言葉も口にしない。

「毒ちゃんが恐こわい顔してるし……」

「わたしたちはこれで……」

「お待ち下さい」

　さり気なく逃げようとしたゴルゴンゾラとパルメザンのふたりへ、スイートが静かに声をかけた。

　キュートも、毒舌丸といっしょに双子をにらんでやる。

「「なに？」」

「みなさんが迷惑していますので、封印庭を消して下さい」

　スイートに続き、キュートもすかさず言った。

「いますぐ消さないと、スキュースお姉様に言いつけるからっ！」

　双子の顔から、明るさがしゅるしゅるしゅる～と消えていく。代わりに、泣きそうな目で互いに見つめ合う。

「つまんないねぇ」

「ヤな妹たちだねぇ」

「姉は労いたわらないとねぇ」

「告げ口はズルいよねぇ」

「「スキュ姉って、恐いよねぇ」」

　ブツブツ文句を言いながらも、ふたりは両手をつなぎ合わせ、目を閉じた。

　ゴルゴンゾラの体が、淡い光を放つ。パルメザンの体も。そしてふたりを包む光が宙に上り、頭上に光の魔法陣を刻み込んでいく。

　フォンターナ家の専用魔法陣である。キュートは当然、スイートでさえ、まだまだ線の一本さえつくり出すことができない。双子も、ふたりいて初めて使用が可能となるのだ。

「だれを喚よぶつもりかしら？」

「あの図式と数字の組み合わせは、三〇番台の、だれか……たぶん、ネクロお姉様ですわ」

　専用魔法陣から、底が磨すり減ったスリッパが出てきた。続けて細い足首、膝ひざ、白衣の裾すそも出てくる。

　姉妹六六七名の中で、常時白衣を着ているのはひとりしかいない。スイートの言うとおり、ネクロである。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、浅く頭を下げた。

　第三八女、ネクロ・フォンターナが、ムスッとした顔で地に降り立った。

　毛先が肩にかかるほどの金髪は、ボサボサ。高い鼻にかけた丸まる眼鏡めがねはお洒落しやれより実利を優先させた色気のないデザインだ。着ているヨレヨレの白衣も染みや汚れが目立っている。

　持って生まれたせっかくの美び貌ぼうも、外見に頓とん着ちやくせず、好きなことに没頭すると周囲のことなど気にならなくなるという性格のせいで、完全にかすれてしまっている。

　彼女が好きなこと、それは物づくりである。

　そういえば、主に封印庭アークをつくっていたはず。だとすると、この封印庭も……。

　キュートは、ネクロに駆け寄った。

「ネクロお姉様、この封印庭を早く……」

　消して、と言うよりも先に、ネクロが怒鳴った。

「ゴル！　パル！　あんたら、また勝手にうちの封印庭、持ってったね！」

　ゴルゴンゾラとパルメザンに、細い眉まゆをつり上げて詰め寄っていく。

「「ネクロお姉様ぁ、そんなに怒っちゃヤ～ン」」

　双子が、クネクネと身をくねらせる。三八女だから、ネクロは双子よりも格上である。なのに、少しも恐こわがられている様子はない。

「パティもいっしょに連れてったやろ！　パティはどこなん!?」

　パティって……。

　キュートは、スイートと顔を見合わせた。そばに控えていた毒舌丸の表情が、わずかに鋭さを増す。

「パティって確か……屠と竜りゆう犬けん、の名前でしたわよね？」

「それも、ネクロお姉様がこだわりまくって品種改良したヤツ、よね？」

　毒舌丸が、そっとつけ加えた。

「魔界での『魔犬フォーリン・ラブ大会』において、抜群の成績で大賞を射とめた魔獣です。ちなみに、殺さつ戮りく獣じゆう部門だったと記憶しています」

　キュートは、こくん、と唾つばを吞のみ込んだ。

「パティは、いまどこに？」

「ゴルゴンゾラお姉様たちが勝手に連れていかれたと、ネクロお姉様は仰おつしやっていますが……まさか……」

　スイートも、こくっと唾を吞み込んでいる。

　ネクロが、双子にぐっと顔を近づけた。

「パティはどこなん？」

「こちらゴル。愛国無政府丸は、現在ジャングルの中を徘はい徊かい中です！　どうぞ」

「こちらパル。了解しました。情報に感謝します。では、引き続き監視任務を続行します」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、右手の五指をビシッと伸ばし、ネクロに敬礼した。

　直後、ふたりの姿が搔かき消えた。逃げたのだ。

「くっ、あのバカコンビっ！　おしおきしてやるけんねっ！」

　とめる間もなく、ネクロの姿も消えてしまう。

「きゅ、ネクロお姉様、封印庭アークを消してから……」

　遅かった。

　キュートは、呆ぼう然ぜんとネクロたちが立っていた場所へ視線をむけた。周りには、薄暗いジャングルがひろがっている。

　屠と竜りゆう犬けんが、ジャングルの中をウロついている？　冗談じゃない！　理り刀とたちがいるのだ。彼らが、もし屠竜犬と遭遇したら……。


　　　☆☆☆



　理刀は巴ともえの手を引きながら、前へ進み続けた。彼女はいまだにクスン、クスン、と泣き続けている。

　ジャングルになったとはいえ、亜あ威い邸の庭であることに変わりはない。歩き続ければ、そのうち屋敷に辿たどり着くことができるはずだ。屋敷でなくとも、壁とか、隣接した道路とか、とにかくジャングルではない場所に出られるのなら、どこでもいい。

　でも、亜威邸の庭はひろい。

　車で五分の距離は、徒歩でどれくらいだろう？　なんとなく、同じ場所をぐるぐると回っているような気がする。前後左右、似たような木々ばかりだから……。

　巴は怯おびえ、震え、涙を流し続けている。だから、前へ進むしかないのだ。彼女を安心させてやることが、自分にはできない。

　黒くろ媛ひめがいてくれれば。毒どく舌ぜつ丸まるがいてくれれば。と「もしも」ばかりが頭を過よぎる。

　そしてまた、理刀は考えた。キュートは無事だろうか、と。自分のことよりも、なぜか彼女のことが気になった。

　小柄で、色白を通り越して透明で、笑顔が可愛かわいくて、ツインテールが抜群に似合っていて、魔族なのに魔法がダメダメな女の子。幻術しか取とり柄えのないキュート。

　早く、彼女に逢あいたい。

　だから理刀は、歩くことをやめなかった。

　前へ、前へ、前へ。草を踏み分け、枝を除のけ、木を押おし退のけ……。木を……。

　信じられないことに、木、だと思っていたソレが、いきなり人間に変わった。ざらりとした樹皮の感触が、一瞬にしてムキムキの毛深い胸筋になったのだ。

「おわっ！」

　理刀はとっさに飛び退いた。

　大男だった。二メートル近くはあるだろうか。縦も横もでかい。腰に汚れた毛皮を巻いただけの格好は、昔話に出てくる鬼のようである。よく見ると、頭に二本の角つのが生えているではないか。だったら、桃もも太た郎ろうはいないのか？　だれかコイツを退治してくれ。

　巴ともえが、理り刀との腕にしがみついてくる。予期せぬ大男の出現に、立っているのがやっと、といった震えようだ。

　理刀は巴の体を支えながら、大男からゆっくりと距離をとった。そして、逃げるチャンスを窺うかがう。果たして、逃がしてくれるだろうか……。

　よくよく見ると、角だと思っていたものは、動物の耳だった。つけ耳？　なにかのコスプレ？　コイツは何者なんだ？

　理刀の疑問にこたえるように、大男が野太い声で叫んだ。

「我が名はヴァポ！　ジャグ族の勇者ヴァポ！　違うっ！　なにが勇者だ！　一族を守れずして、なにが勇者だぁ！」

　大男、ヴァポは、どういうわけかひどく興奮しているようだ。お陰で、さらに怯おびえた巴が、理刀に必死で体を押しつけてくる。

「勇者ではなくなったヴァポ！　一族を守れなかったヴァポ！　そんなヤツには死こそ相応ふさわしい！　ヴァポに死を！」

　わけがわからないまま、理刀は巴の体を引きずるようにして、ヴァポから離れ続けた。少しずつ少しずつ。

　と、ヴァポが、ギラッと充血した目を理刀たちへむけてきた。

「せめて、最後は闘いの中で散らせてくれっ！」

　どこか別の場所で散ってくれ！　と理刀が叫ぶ間もなく、ヴァポが口の中からなにかを吐き出した。

　魔法!?

　そう思ったときにはもう、太い光線が理刀の胸を貫いていた。直後……。

　混沌爆弾カオテイツク・ボムが発動した。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』が、無音の大波となって周囲にひろがっていく。

「きゃ！」

　巴が吹き飛ばされ、地面に転がった。

　ヴァポが、一歩だけ後あと退ずさった。

「美み々み津つさん、走れっ！」

　理刀は素早く巴に駆け寄り、彼女を助け起こした。いまが逃げるチャンスだ。ヴァポは、混沌爆弾に怯ひるんでいる。

　全力ダッシュ！　そう思った。が、走れなかった。

　いつの間にか、周囲を大勢の男たちに囲まれていたから……。

　全員、半裸。耳つき。ヴァポほどではないにせよ、筋肉質な男たちばかり。その数、ざっと数えて三〇以上。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　ヴァポが、雄叫おたけびをあげた。

　それにこたえ、男たちもまるで獣のように叫び始めた。

「ひ、ん……」

　巴ともえが、カタカタと震えながら理り刀との肩に顔を押しつけてくる。恐怖に堪たえられないのだろう。

　理刀は、そんな彼女を強く抱き締めた。

　自分も、恐こわくて恐くて堪たまらない。


　　　☆☆☆



「百もも香かがんばれっ！」

　黒くろ媛ひめに手を引かれながら、百香は懸命に走った。姉の声に返事をするのさえ苦しい。心臓がいまにも爆発しそうだ。

　百香は必死で、四つ足の獣が通れないような岩場をよじ登った。それでも、獣たちはシツコク追ってきた。彼らは、通れない場所は迂う回かいする、という知恵を持っているようだ。

　岩場を抜けたあと、大きな川の中へ駆け込んだ。川幅は、二〇メートルくらいだろうか。

　水みず飛沫しぶきが舞い、靴の中に冷たい水が入り込んでくる。流れの深さは、百香の太ももまで達している。

　歩きづらいが、そんなことなど言ってられない。獣たちが、すぐそこまで迫ってきているのだから。

　ゆるやかな流れの中を進みながら、百香は大きく膝ひざを上げた。一歩でも先へ。

　苦しい。

　黒媛の足手まといにだけはなりたくない。

　苦しいよぉ。

　弱音を吐くのは頭の中だけ。とにかく、腕を振り、足を動かし続けた。

　黒媛が、肩越しに背後を窺うかがっている。百香にとっては、振り返る動きさえも惜しかった。

　川の中ほどまで進んだところで、背後からバシャバシャと激しい水音が聞こえてきた。獣たちが、川へ飛び込んできた音だ。

　前へ！　前へ！　苦しい。前へ！　前へ！　恐いよぉ。前へ！　前へ！　もうダメ……。

　それでも百香は、とまらなかった。手で水をかく。自分が負ければ、黒媛も巻き添えになる。それだけは堪えられない。

　水底を踏みしめ、砂を後ろへ蹴けり上げ、前へ進んだ。黒媛が、手を引いてくれる。もう片方の手で、水をかく。前へ！

　水が跳ねた。

　瞬間、なにかが『視み』えたような気がした。

　映像？　幻？　目の錯覚？　なにが見えたのか、瞬時に思い出せなくなった。が、このまま真まっ直すぐ、むこう岸へ進んではいけない。

　そんな思いが、強く強く強く、胸の内に湧わき上がってくる。

「黒姉様、こっち！」

　百もも香かは、黒くろ媛ひめの手を引いた。そして、流れに逆らい上流へむかって歩き出す。

「百香、追いつかれるぞ！」

　横を見ると、もうすぐそこに獣たちが迫ってきている。数は七匹。牙きばを剝むき出し、水の中を泳いでくる。一〇メートルも離れていない。それでも……。

「黒姉様、百香を信じてっ！」

　自分でも、なにを言っているのかわからなかった。根拠なんかない。だが、このまま進み続けることに違和感を覚えたのだ。嫌な予感と言い換えてもいい。

　理屈じゃない。感覚が、前へ進むことを拒否していた。だから、上流へ！

　獣たちが、川を斜めに進んでくる。このままでは、渡りきる前に追いつかれるだろう。

「百香、がんばれっ！」

　黒媛が、しっかりと手を握ってくれている。彼女だけならば、遙はるか遠くへ逃げることができるのに、決して百香を見捨てようとしない。

　獣が迫ってくる。

　八メートル。七メートル。六メートル。五、四、三、二……、一メートル。

　腐臭混じりの荒い息が、百香のお尻しりに届きそうな距離まで迫ってきた。

　もうダメ……。だから……。

「黒姉様、逃げてっ！」

　百香は、黒媛の手を振り払った。

　──直後。

　ギャワッ……。獣の短い悲鳴と、バシャバシャバシャ、という激しい水音が後ろから聞こえてきた。

　振り返らない。首を動かすその時間さえ惜しい。百香は走り続けた。

　黒媛がまた、百香の手をしっかりと握り締め、水の中を走り出す。

「もう二度と……絶対にわたしの手を放すな！」

　強い声で怒られた。が、黒媛の瞳ひとみは、いまにも泣き出しそうだった。

　獣たちの唸うなり声と水音は、百香たちが岸に渡りきるまで聞こえていた。

　水から出てようやく振り返ると、獣たちと大蛇が争っていた。大蛇の胴回りは、黒媛の胸囲くらいはあるだろうか……、つまり、とんでもなく大きいということだ。

「あのまま進んでたら、わたしたちも襲われていたな」

　黒媛が、微かすかに震える声でつぶやいた。

　百香は、大きく息を吐いた。心臓がめちゃくちゃに暴れ回っている。

　そして思う。心に鳴り響いていた警鐘に従ってよかった、と。大蛇の存在に気づいていたわけじゃないのに……。いったい、あの感覚はなんだったのだろう？

　でも、そのことをゆっくりと考える時間はないようだった。

　数匹の獣が、大蛇との闘いをやめ、こちらへ泳ぎ始めたからだ。シツコすぎる。

「百もも香か、走れるか？」

「全然平気！」

　黒くろ媛ひめに手を引かれ、百香は再び走り始めた。

　本音を言えば、もうヘトヘトだ。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、飲んだ酒の強さに驚いていた。

　利きすぎる！

　口当たりはとろりとやわらか。ノド越しもクセがなくするりと流れ込んでくる。なのに……、ゴクン、と体の中に入れてからひと呼吸後、ドカン！　と胸の奥で爆発したのだ。

　アルコールが、血管を伝い体中へひろがっていくのがわかる。顔が熱くなる。

　理刀のすぐそばで、ガハハハと豪快に笑いながら、酒を水のようにガバガバと飲んでいるのは、ジャグ族の勇者ヴァポだ。

　隣には、巴ともえもいる。無傷だし、怯おびえの色も随分と薄まっているようだ。

　周囲では、獣人たちが飲めや歌えの大騒ぎをしている。

『混沌爆弾カオテイツク・ボム』で、木にされたジャグ族の戦士たちを救ってくれた恩人、ということで理刀と巴は彼らの聖域に招待され、宴うたげを催してもらっている。

　わけもわからないまま、半ば無理やり連れてこられ、周囲をジャグ族の戦士や女性たちに囲まれているため、逃げることもできない。「そろそろ門限が……」などと言っても、聞き入れてはもらえないだろう。「なぜ木になっていたの？」なんて訊きける状況でもない。

　腕時計に目を落とすと、夕方の四時を少し回った頃ころである。七月の空はまだまだ明るい。こんな時間からお酒なんか飲んじゃいけません、とは口にできず、理刀はチビチビと勧すすめられるままに酒をなめ続けている。

　ここは聖域だ、とヴァポが言っていたが……。

　理刀は、周囲を見回した。

　四方五〇メートルほど、ジャングルが切り拓ひらかれている。中央にあるのは、石造りの大きな建物だ。入口はない。五メートルはあろうかという大岩が、入口らしき場所をふさいでいた。その横にある、体に大蛇を巻きつけた女性の石像が、ここは聖域です、という雰囲気を醸し出している。女性像の高さは、一〇メートルほどだ。

　次に、女性像からヴァポへ、そして周りで踊り、歌い、酒を酌み交わしているジャグ族の人々へ目をむけた。

　頭に耳の生えた部族だから、獣人なのだろう。たしか、スイートが四分の一だけ獣人の血を持ってたんだよな。スイートのクマ耳、可愛かわいいし。この人たちの耳は、尖とがってて大きいから、違う種の獣人なのだろう。

　などなど、酒に溺おぼれつつある思考で考えた。

　キュートは、どうしてるのかな？　毒どく舌ぜつ丸まるは、ちゃんとキュートのことを守ってくれているのかな？　黒くろ媛ひめは、百もも香かと会えたのかな？　会えてなかったら？　百香は無事にいるのかな？　いろいろ考えた。

　ふと気づくと、周囲にジャグ族の女性たちが集まっていた。みんな若く、艶つやっぽい。

　健康的な褐色の肌。毛皮で隠しているのは、胸と腰回りだけ。肩も、鎖骨も、胸元も、脇わき腹ばらも、お腹なかも、おへそも、太ももも、露出しまくりである。

　肌露あらわな女性たちを前に、理り刀とは口に含んだ酒をグビッと飲み込んだ。そのせいでまた、血流が速くなる。もう心臓バクバクだ。いろんな意味でドキドキである。

　ジャグ族の女性たちが、媚こびるように、艶なまめかしく、妖あやしげな微笑ほほえみを浮かべながら、理刀の足や腕にしなだれかかってきた。

「え、あ、あのぅ……」

　ドキドキが加速する。おい、だれだ？　アクセルをそんなに踏み込むなよ。スピード違反で捕まるぞ！　飲酒運転反対！　ちょ、ちょっと、胸が当たって、ふ、太ももを絡めてこないで……。吐息が、耳にかかってますって、ねえちょっと……。

　頭が混乱した。

　女性たちにまとわりつかれ、暑苦しいのか気持ちいいのか、よくわからない。

　ジ─────ッと、黙って理刀を見ていた巴ともえだが、目が合うと素早く視線をそらされてしまう。

「み、美み々み津つさん、これ、違うから……」

　なにが、どう違うのか、自分でもよくわからない理刀である。

　ヴァポが、ガハハハと豪快に笑いながら、理刀の背をバンと叩たたいてきた。背骨が砕けそうなほど痛い。

「リト、伽とぎをさせたい女を選べ。好みはどの女だ？　それとも全員か？　ん？」

　はい？　トギって？　ヴァポさん、なにを仰おつしやってるんですか？

　女性たちが、いっせいに理刀の胸や太ももを撫なでさすってくる。首筋に唇を這はわせる女性も。くすぐったいし、ゾクゾクするし、だれかとめてくれ。こら、耳たぶを嚙かむな。

　でも……、本当にトギってなに？　この女ひ性とたちの目的は？

　巴が、感情を微み塵じんも含まない目で、ジ─────ッとこちらを見ている。怒っている様子はない。呆あきれているようでもない。でも、どこか刺とげ々とげしい視線である。

　そんな目で見ないで……。

「美々津さん、あの、これは、オレにもよくわからない事態で……」

　理刀は、巴に手を伸ばした。が、その腕にもすぐに女性が抱きついてくる。ぷにゃん、と胸を押しつけるようにして。

「ううむ……。リト、ジャグ族の女は気に入らないのか？」

　ヴァポが、大きすぎる顔を寄せてきた。

「いや、気に入らないとか、そういうんじゃなくて……オレは……」

　理刀は、チラリと巴へ目を投げた。

　彼女が、どこか冷たい様子で顔を背け、目の前に積み上げられた果物に視線を落とす。

「む、なるほどな」

　なにが「なるほど」なのかわからないが、ヴァポが大きくうなずいた。

「リトにはすでに、心に決めた女がいるようだな。うむ。わかる。わかるぞリト。そういう女がいるならば、話は別だ」

　勇者ヴァポは、なにか勘違いをしているようだ。

　そんな彼が、ぶ厚くでかい手を、パンパン、と打ち鳴らした。

　と、理り刀とにすり寄っていた女性たちが、素早く身を引いた。代わりに、ジャグ族のマッチョな男たちがやってくる。

「え？　なに？」

　四人の男たちが、理刀の両手両足を肩に担ぎ、エイホー、エイホー、などとかけ声も勇ましく歩き始めた。

「なに？　なに？　なにすんの？」

　後ろから、「きゃ」と悲鳴が聞こえてくる。見ると、巴ともえも理刀と同じように担がれ、運ばれている。

　どこへ？

　担がれたまま、石造りの建物の陰へ連れていかれた。そして……。

　見て、驚いた。

　巨大な、あまりにも巨大な花が、ドカン！　と生えていたからだ。チューリップのような赤い花頭は、まだつぼみの状態である。

　いきなり四人の男たちから、理刀は花頭にむかって放ほうり投げられた。

　ひやりとしたのも一瞬で、巨大花がガバッと花びらを開き、理刀を受けとめてくれた。続けて、巴も花びらの上に放り投げられる。

「ちょっと、これ、なんで……うわっ」

　理刀が男たちに理由を訊たずねようとした瞬間、開いていた花びらが素早く閉じてしまった。逃げ出す時間さえない。

　巨大花とはいえ、花頭の中に人間がふたりも入れば狭苦しい。当然、理刀と巴が身を寄せ合うかたちになる。しかも、座った理刀に巴が馬乗りになるという体勢だ。

　巴にマウントポジションをとられたまま……、動けない。上体も、ほぼ密着している。

　赤い花びらは、わずかに光を通すようだ。だから、息がかかるほど近くにある巴の顔が、ぼんやりと見えた。

　赤い光に染まった彼女はいま、ギュ───ッと目を閉じている。カタカタと震えてもいた。そして、ブツブツとなにかをつぶやいている。

「か、かか、春、日、く、ん、は、こ、恐こわ、く、な、い。か、か、か、春日かすが、くんは、こ、こ、こここ、恐く、ない。か、春日くん、は、恐くない」

　巴と体を押しつけ合うような体勢のまま、理刀は心の中でため息をついた。

　勇者ヴァポは、非常に、なんというか、困った勘違いをしてくれたものである。





六章　世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン







　百もも香かは、全身に溜たまった疲れに負けず、腕を、足を、休みなく動かし続けた。

　弱音と弱気が、頭の中で絶え間なく跳ね回っている。それでも百香は、握った黒くろ媛ひめの手に気力と勇気をもらいながら、川沿いを走った。

　二頭の獣が、追いかけてくる。

　たった二頭だから、闘うことができるかも。黒媛ならやっつけることができるかも。と、そんなことを考えてみるが、やっぱり鋭い牙きばや爪つめは痛そうだ。簡単に皮膚を裂かれ、肉を千切られ、骨を嚙かみ砕かれるかもしれない。

　前方に、手て頃ごろな棒きれが落ちている。アレを拾って、武器にすれば……、いやいや、やっぱり危ないか……。

　逃げ続けるしか……、と、やわらかい土に足を取られ、百香は大きくバランスを崩した。でも、倒れない！　足を踏ん張った。倒れたら、獣に追いつかれる。黒媛を巻き込んでしまう。それだけはダメ！

　瞬間、また『視み』えた。

　体勢を崩して空足を踏んだとき、横目に水面が映った。流れのゆるやかな、綺き麗れいな水。

　大蛇が棲すんでいるような川の水。

　百もも香かは急ブレーキをかけ、立ちどまった。黒くろ媛ひめの手を放す。代わりに、足もとの棒きれを急いで拾い上げた。

　背後は見ない。見ないまま、棒きれを思い切り振り抜いた。

　この前のソフトボール大会で、セカンド強襲のポテポテゴロを打ったスペシャルスイングだ。

　スカポン！　と飛びかかってきた獣の横面にジャストミート。

　キャイン、と地面に転がった獣と入れ替わり、すぐさまもう一匹が襲いかかってくる。

　だが、そちらには百香のスペシャルスイングよりもずっと強烈な、黒媛のミドルキックが炸さく裂れつした。ナイスコンビネーション！

「百香、手を放すなと言ったはずだぞ！」

　黒媛が、恐こわい目でにらんでくる。だが、すぐに抱き締められた。

「ケガをしたらどうするんだ」

「視みえたの……」

「見えた？　なにが？」

「う～ん、よくわかんないけど……」

「ゆっくり話している暇はなさそうだな」

　黒媛がまた、百香の手を握る。

　百香スペシャルスイングと黒媛ミドルキックで仕留めた二匹が、フルフルと体を震わせ、起き上がろうとしている。加えて、遠くから獣たちの吠ほえ声も聞こえてきた。

「がんばれるか？」

「鍛えてるもん」

　百香は、黒媛に手を引かれ再び走り出した。

　こうなったら、世界の果てまで走り抜いてやる！


　　　☆☆☆



　巴ともえと密着したまま、理り刀とは花びらの内側を撫なでたり殴ったり蹴けったり、といろいろやってみた。

　だが、自由に動けないため、なかなか力を入れることができない。しかも、この巨大花はかなり頑丈にできているようだ。触り心地ごこちはやわらかだが、外力には強い。まるで、質のいいゴムのようである。

　理刀は、動くのをやめた。休憩だ。ムシムシと暑い花頭の中で動き続けるのは、正直つらい。

　それに、動けば巴と体を擦こすり合わせることになる。

　彼女が丁度、理刀の○ピ○ーにまたがっているから……、あんまり動くと、ちょっと、その、つまり、困った状態になってしまうのだ。

　互いに、体を動かすことはできない。せいぜい、手足を少し曲げ伸ばしできる程度である。それが、つらい。

　巴ともえは、ずっと目を閉じたまま震えている。

　理刀男と体をくっつけている、という現実を必死で振り払おうとしているのだろう。

「お～い、出してくれっ！　ヴァポ！　お～い、だれでもいいから、出してくれぇ！」

　大声を出してみた。だが、なんの反応もない。外の騒ぎも聞こえない。防音は完かん璧ぺきのようである。

　巴は震え続けている。ブツブツと呪じゆ文もんのように「ごめんなさい、ごめんなさい」とつぶやきながら。

　しばらくすると、背やお尻しりの下が濡ぬれてきた。

　汗？　違う、これは……。

　甘い匂におい。巴が放つ清潔感漂う石せつ鹼けんの香りとは違う、濃密で、とろりと性感を刺激するような匂いだ。

　花の蜜みつ？　花びらの内側から、次々と滲にじみ出てくる。それが、理り刀とのズボンをベタベタに濡らし、巴のシャツをヌルヌルと濡らしていく。

　蜜でベトベトになったシャツが、体に貼はりついてくる。当然、巴も同じだ。そうなると当然、その下につけた下着が浮き上がってきて……。花柄であることも見てとれて……。

　ヤバイ。下半身が元気になりそうだ。ヤバイヤバイ。その部分にはいま、巴の○ピ○ーが押しつけられている。

　ＹＡＢＡＩ!!

　理刀は、巴と同じように目を閉じた。大きく息を吐く。気持ちを落ち着かせる。

　だが、目を閉じると余計に、巴の体温を感じた。トクトクトク、と少々速い鼓動も伝わってくる。

　いま、ここには、ふたりだけ。

　いま、ここで、抱き合っているのは、自分と巴、だけ。

　少し前までは、普通科の一般人だった春日かすが理刀と、学院中の憧あこがれであるスターライト、その中でもトップクラスの【死霊使いネクロマンサー】、｛謎エニグマ｝の美み々み津つ巴が、体を密着させている。トロトロの花蜜でベタベタになって。

　正直な気持ちを言えば、男として嫌な状況ではない。むしろ嬉うれしい。だが、これだけそばにいるからこそ、感じることができる。

　理刀は、再び目を開けた。

　巴は、ずっと震えているじゃないか。

　震え、という外側から見た「態度」だけでなく、その内側に目をむけてみる。

　彼女の不安を、羞しゆう恥ちを、恐怖を、怯おびえを、劣等感を、ほんの少しでもいいから、気づいてあげることができれば……。

　そして、自分にできる範囲でいいから、わかってあげられれば……。

　理刀は、そう思った。だから、

「ではここでまた、自慢ゲームのスタートです！」

　できるだけ明るい声を出した。

「え？」

　巴ともえが、ビックリしたように目を開けた、だがすぐにまた、ギュッと目を閉じてしまう。

　構わず、理り刀とはしゃべり続けた。

「そういえば、美み々み津つさんの自慢、まだ聞いてなかったよね？」

　巴が、目を閉じたまま小さく首を振った。

　自慢なんかない。あるけど聞かせたくない。自慢ゲームなんかしたくない。うるさい。いろんな解釈ができるが……、そんなことはどうでもいい。本当は、あふれかえるくらい自慢できるものを持っているのに、彼女は性格的にできないだけなのだ。

　理刀は、勝手に話を進めることにした。

「美々津さんは照れ屋さんだ。イエスかノーでこたえて下さ～い」

　数秒後、巴がコクコクと小さくうなずいた。イエス、ということだろう。

「引っ込み思案？」

　コクンとうなずき一回。

「消極的？」

　コクッと、小さく一回。

「男の人と話すのが苦手？」

　コクコクコク、とうなずきの連続。そしてようやく、












「自慢なんて……」

　ポソッと口を開いてくれた。

　理り刀とはすかさず、巴ともえに質問した。

「ここで問題です。美み々み津つさんには、確実に自慢できることがひとつあります。さて、それはなんでしょう？」

　え？　と彼女の目が再び開く。今度は閉じない。視線をそらされただけだ。

　巴がこたえを口にするよりも先に、理刀はすぐに言葉を続けた。

「正解は、『親友がいる』ということで～す」

「親友？」

「うん、本当の仲間って言い換えてもいいけどね。美々津さんには、いるんじゃない？」

「く、黒くろ媛ひめ、のこと？」

「あと、百もも香かちゃんもね。ということは、美々津さんには親友がふたりいるってことだ。ついでに、オレも一方的に親友宣言するし、キュートやスイートも、きっといい仲間になってくれるはずだよ。いや違うな、もう仲間だ。うん、オレが保証するよ」

　巴が、チラチラと理刀へ視線を投げてくる。なにか言いたそうな顔である。

　理刀は、彼女の言葉を待った。

　長く細い息を吐いたあと、巴が小声で言った。

「わ、わたしは、黒媛に迷惑かけてばかりで……春日かすがくんにも……」

「迷惑の度合いにもよるけど、少しくらいの迷惑で関係が壊れるようじゃ、それまでの仲だったってことさ。それに、オレは美々津さんに迷惑かけられた覚えはないけどね」

「でも、きょうは、いろいろ……」

「なにかあったっけ？」

「なにかって……」

「本物のマイナス人間には、友達なんてできないさ。っとそれ以前に、本物のマイナス人間なんてこの世にはいないと思うよ。いるのは、自分の長所に気づいている人とそうじゃない人、かな？」

　巴の瞳ひとみから、緊張の色がゆっくりと消えていく。そして、わずかに体の位置をずらしたあと、やわらかく上体を曲げ、理刀の胸に頰ほおを押しつけてきた。

「春日くんって、やさしいね」

「美々津さんも、やさしいよ」

「春日くんの心臓の音……安心する」

「オレの心臓がお役に立てて、なによりだ」

　本当は、ドキドキを聞かれるのが恥ずかしかった。でも、自分のことなど二の次である。恐こわがっている女の子の気持ちを少しでも安らげてあげることが、いまは大切だから。

　いつの間にか、巴の震えはとまっていた。


　　　☆☆☆



　双子とネクロがどこかへ跳んでいったあと、キュートたちはすぐさま神殿を目指して歩き出していた。

　だが、道みち標しるべがあるわけではなく、すぐに迷ってしまった。

　キュートは、とにかく前へ進んだ。歩き続けて、どれくらい経たつだろうか？　足が痛くなってきた。だが、休んでいる暇などない。

　屠と竜りゆう犬けんが森をうろつき回っていると聞いたからには、大至急、理り刀とや百もも香かたちと合流しなければならない。なにか起こってからでは遅すぎる。

　ゴルゴンゾラとパルメザンは、今回の封印庭アーク解放をドッキリだと言っていた。安全管理はバッチリだ、と。そんな言葉、信じられるはずもない。口にしたのは、あのハタ迷惑ツインズなのだ。

　キュートは、スイートと言い合いをする気力もないまま、とにかく足を動かした。方向がわからないし、目的地までの距離と時間も不明だから、どうしても気が重くなる。

　スイートも、表情を消したまま隣を黙々と歩いているし、意識が戻ったとはいえ毒どく舌ぜつ丸まるも本調子とはいえず、歩くのがつらそうだ。時折、足もとをふらつかせている。

　そんな毒舌丸がいきなり膝ひざを折り、地面に屈かがみ込んだ。

「大丈夫？」

　キュートはすぐさま、彼女に駆け寄った。

「はい、わたしは大丈夫です。それより、これをご覧下さい」

　毒舌丸が、地面を指差した。

「なんですの？」

　スイートも、毒舌丸が指し示す場所を覗のぞき込んでくる。

　ただの地面だ。丈の低い雑草が、びっしりと身を寄せ合っているだけ。ちょっと土がデコボコしているし、草が倒れているようだけど……、これといって特徴はない。

「？」

　キュートは、スイートと顔を見合わせたあと、毒舌丸へ目をむけた。

「足跡です。おそらく三〇人以上がここを通ったはずです。全員裸足はだし、男ばかりのようです。ひとりだけ体の大きな男……体重は、だいたい一三〇キロ前後でしょうか……草の傾き具合からいって、三〇分ほど前です。これは、獣人の群れが移動した跡だと思われます」

　毒舌丸は、やっぱりすごい。

　キュートは地面に顔を近づけ、そのデコボコを指先で撫なでてみた。そう言われると、足跡に見えてくる。

　獣人と聞けば当然、先ほどのジャグ族を連想する。ヴァポ、ヴァポと叫んでいたヤツがいたが、彼も体の大きな獣人だった。

　双子の樹じゆ化か呪じゆでもの言わぬ木にされてしまったが、あとで必ず彼らのところへ理刀を連れていこうと思っている。もとの姿へ戻してやらないと、あまりにも可哀かわい想そうだ。

　ここを通った獣人たちは、ジャグ族となんらかの関係があるのかもしれない。もしかしたら、ヴァポのことを知っているかも。ついでに、神殿の場所も。

　キュートはそう考えた。

　スイートと目を合わせ、互いにうなずき合う。どうやら、彼女も同じ考えのようだ。




　キュートたちが足跡を追って辿たどり着いたところは、ジャングルが切り拓ひらかれたひろい場所だった。その中央付近に、石造りの建物が見える。もしかして、あれが例の神殿かもしれない。

　建物の横には、体に蛇を巻きつけた大きな女性像が見えた。なんとなく、邪教の神殿、といった雰囲気である。

　神殿前の広場で、獣人たちが男女入り乱れての大騒ぎをしていた。

　歌い、叫び、吼ほえ、踊り、転げ回っている。たらふく酒を飲んでいるらしい。広場中に、果実酒の強い匂においが漂っている。

　歌い踊り狂っている彼らは、双子に樹じゆ化か呪じゆをかけられた獣人たちと、耳と尾のかたちがよく似ていた。もしかしたら、同じ部族なのかもしれない。

　キュートたちは、神殿前の広場にギリギリまで近づき、大きな柱の陰に身を隠していた。

　酒に酔って警戒心を失った獣人たちを、静かに観察する。

「神殿って、たぶんアレよね？　で、どうやって封印庭アークを消すの？」

　キュートの言葉に、スイートも毒どく舌ぜつ丸まるも、すぐにこたえを返してくれない。

「あの入口、大きな岩で塞ふさがれてるけど、あの辺が怪しいんじゃない？」

「ネクロお姉様がつくられた封印庭ものですから、下へ手たにいじると大変なことになりかねませんわよ、って、え？　あれって……キュート、あれを……」

　スイートに肩を引かれ、キュートは彼女が指差す先に目をやった。

「あそこでお食事をなさってる獣人って、もしかしたら、先ほどのヴァポとかいう方ではありません？」

「んー？」

　輪の中心に、他ほかと比べて二回りほど体の大きな獣人が、女の獣人を幾人も侍はべらせて酒を飲んでいた。

　確かに、ヴァポに似ている。というか、ヴァポだ。間違いない。あんなに大きな体の獣人は、そう何人もいないだろう。

　なぜ？　ゴルゴンゾラとパルメザンから、木にされたはずでは？

　すぐに浮かんできたのは、理り刀との顔である。彼の『混沌とした実在カオテイツク・リアル』ならば、樹化呪を消し去り、獣人たちを助けることができたはず。

　だったら理刀は？　もしかしたら、キュートたちが立ち去ったあと、彼が知らずに獣人たちから樹化呪を取り除いたのかもしれない。

　そのあとは……。

　まさか……。

　理り刀と……。

「獣人たちに理刀が接触した、と考えたほうが自然ですわね」

　スイートも、同じ考えのようだ。

　キュートはすぐさま、地面に落ちていた枯葉を二枚拾い上げ、髪に挿さした。これを幻術で獣の耳にする。

「なにをなさるおつもり？」

「獣人に化けるのよ」

　スイートにこたえながらも、そばに生えていた丈の高い雑草を数本引き抜き、スカートの後ろに挟み込んだ。少々不格好だが、これが尻尾しつぽである。

　見た目をある程度つくらないと、得意な幻術であっても、相手を騙だますことができない。

「危険ですので、お嬢様方はここでお待ち下さい。わたしが参ります」

　毒どく舌ぜつ丸まるの頭には、すでに獣の耳が生えていた。尻尾もちゃんとある。しかも、スーツから胸と腰に毛皮を巻いただけの格好に早変わりである。変化術だ。

「毒舌丸、あなたはまだ足もとがふらついてますわ。だから、わたくしもいきます」

　スイートもすぐさま、獣の耳と尾、そして胸と腰に毛皮を巻いただけの姿に変化する。

「スイートお嬢様、いけません」

「お黙りなさい。毒舌丸。あなただけを危険にさらすようなマネはできません」

「………」

　毒舌丸が、スイートに無言で頭を下げた。

　彼女たちの横で、キュートは急いでシャツの胸から下のボタンを外し、下に着ていたキャミソールをめくり上げてお腹なかを出した。シャツの裾すそは、胸の下できつく結ぶ。

　これでなんとか、ごまかせるだろう。

　キュートは、スイートと毒舌丸にうなずいたあと、隠れていた柱から歩み出た。

　獣人たちの叫びが、酒の匂においが、騒ぎの熱気が、全身に覆い被かぶさってくる。

　いちばん近くにいた女の獣人に、歩み寄る。

　酒を飲みすぎたのだろう、石壁に寄りかかったまま、両手両足を投げ出して、ぼんやりと虚空に視線を漂わせている。

「ちょっと、よろしいですか？」

　スイートが、最初に話しかけた。

「へ？　あんたら、だぁれ？　見かけない、顔らねぇ、ろこのぉ、部族ぅ？　あたいら、ジャグ族らぁよ」

「ちょっと近くを通りかかったものですから、族長にご挨あい拶さつを、と思いまして」

「挨拶ぅ？　へぇ～、丁度ぉ、宴会やってっからぁ、あんたらも、参加していひなよぉ、飲むぅ？　ほれとも、歌うぅ？」

　獣人の女が、ヨロヨロと立ち上がった。吐く息は、ねっとりと酒臭い。

　キュートは急せかされるような気持ちで、彼女にたずねた。

「ねえ、人間を見たでしょ？　男の子よ」

「ニンゲン？　ああ、人間の男ぉ、いたよ。あたいらの親おや分びんらぁを、助けてぇ、くれたんらってさ。ありあとうぉ！　お陰れぇ、あたいの大好きぃな兄ちゃんもぉ、帰ってきたよぉ」

　やっぱり、理り刀とが獣人たちを樹じゆ化か呪じゆから解放したのだ。だったら、彼はいまどこに？

「その人間の男の子って、どこにいるの？」

　キュートは、酒臭い獣人の女に詰め寄った。スイートと毒どく舌ぜつ丸まるも、女を囲む。

「あ～、らメらぁ、それはらメぇ。いまねぇ、コヅクリの真っ最中らからぁ」

　コヅクリ？　コヅクリってなに？　真っ最中って？　こづくり？　小づくり？　粉づくり？　小突くり？　もしかして……、子づくり!?　真っ最中!?

　キュートは思わず、獣人の女、その胸に巻いた毛皮をつかんだ。そして、怒りと焦りをギリギリと抑えつけ、冷静と爆発の境界線上で、ゆっくりとたずねた。

「人間の、男の子は……理刀は、いまどこにいるの？」


　　　☆☆☆



　黒くろ媛ひめに手を引かれながら、百もも香かは必死で走っていた。

　数頭の獣たちが、シツコク、シツコク、嫌になるくらいシツコク追いかけてくる。

　百香たちは、倒木をのり越え、岩場を上り、逃げて逃げて逃げて……、それでも獣たちは執しつ拗ようなまでに追跡の手をゆるめない。

　激しく揺れる視界の上を、ふとなにかがかすめた。見ると、木々の間から石像の頭がチラリと覗のぞいている。あれだ！　すぐそこだ。知らない間に、近くまできていたのだ。

「黒姉様、あっち！」

　百香は、熱い息の塊を吐き出しながら、ジャングルの先を指差した。

「あれか!?」

　握った手に力を込め、黒媛が石像にむかって走り出す。

　百香も走った。でも……、もう、限界だ。

　いや、限界はとっくの昔に通り過ぎている。

　腕が上がらない。足も前に出ない。息ができない。心臓が弾はじけ飛んでしまいそう。

　黒媛に手を放されたら、すぐにでも転んでしまうだろう。

　もうダメ。もうダメ。もう走れない。もうダメ。もうダメ。これ以上は……、もうダメ。

「百香っ、がんばれっ！」

　黒媛の声が、とても遠くから聞こえてくる。すごく小さな声だ。泣きそうな声だ。黒媛らしくない、悲鳴のような、声。

　そうだ。がんばらなきゃ。あきらめたらお終しまいだ。だから、絶対にあきらめないネバー・ギブアツプ！

　前へ。少しでも前へ。百香は、ほとんど自動的に手足を動かし続けた。

　頭の中が、白一色に染まっていく。白が、ひろがっていく。白が……。

　足がもつれた。

「あっ……」

　走らなきゃ……。

　ぬかるんだ泥で、靴がすべった。

　浮遊感恐怖と絶望。

　黒くろ媛ひめとつないだ手が、離れた。

　膝ひざに鈍い痛みを感じた。

　水たまりに、強く手をついた。

　泥水が弾はじけ、百もも香かの顔を濡ぬらした。

「百香っ！」

　黒媛の声が聞こえる。

　立たなきゃ！

「百香っ！」

　黒媛が手を伸ばしてくる。

　立たなきゃ！

　百香は、無我夢中で起き上がろうと片膝を立てた、そのとき……、また『視み』えた。

　泥水の中、自分の血に染まった姿が。この映像は？　立ち上がったら……。

「黒姉様、伏せてっ！」

　直感だった。

　百香は、駆け寄ってきた黒媛に体ごとぶつかり、彼女を押し倒した。

　直後、頭の上をなにかが勢いよく通過していくのがわかった。追ってきた獣であることは間違いない。

　黒媛に抱きついたまま、百香は顔を上げた。すぐ目の前に、獣の牙きばがある。

　あ……、嚙かまれるんだ。と、他人事のような怖おぞ気けが、体の奥でパチンと弾けた。

　長い牙を持つ獣が、間髪入れずに百香と黒媛へ飛びかかってくる。

　次の瞬間……。

　真横から跳んできた黒い塊が、太く大きな前足で、バシン！　と獣を殴りつけてくれた。

　壁のような、巨大な黒い毛玉。いや、パティである。

　百香は、可愛かわいいポメラニアンが、大怪獣に変身した瞬間を思い出した。

　百香たちを追ってきた獣たちは、いちばん大柄なヤツでも、シェパードより少しばかり大きい程度だったが、パティは違った。

　大きすぎる。体高は百香の身長よりもずっと上。体長は、およそ三メートル。尻尾しつぽの長さも加えると……、とにかく目が回りそうなほど大きい。

　追ってきた獣たちが、チワワに見える。

　パティが、前足で押さえていた獣の頭に、ガブリと嚙みついた。続けて、ベキッというなにかが砕ける音が聞こえてくる。

　後ろから追ってきていた他ほかの獣たちは、すぐに逃げていった。

　パティが、獣をくわえて歩み寄ってきた。

「も、百もも香か、に、逃げろ……」

　地面に座り込んだまま、黒くろ媛ひめが後ろ手に百香の肩を押してきた。ここに至ってもなお、妹を逃がそうとしてくれる。

　百香は、ゆっくりと立ち上がった。シャツが泥だらけになったが、いまは気にしていられない。

　黒媛の肩にそっと触れたあと、パティにむかって歩き出す。

「百香、おい」

　黒媛の声には振り返らず、一歩、二歩、三歩……、ここで足をとめた。

　手を伸ばせば届く距離に、パティの大きな顔がある。口にくわえている獣からは、意識して視線をそらした。

　黒いゴワゴワとした毛。赤いギラリと光る眼め。黒い鼻は、フッ、フッと荒い息を吐き続けている。

　でも、よく見ると可愛かわいらしい眼をしている。くりくりと丸い。ポメラニアンのときと同じ目。体がどんなに大きくなっても、瞳ひとみの愛らしさは変わっていない……、ような気がする。

「パティ……？」

　百香は、恐こわがらせないようにゆっっっくりと手を伸ばした。指先で、ちょん、と手のひらほどの鼻に触れる。

　と、パティがくわえていた獣を百香の足もとに落とした。そして、ギラギラリンリンと鋭くも可愛い眼をむけてくる。

　この獣をプレゼントする、と言っているのだろうか？　獣はもう、二度と動かない。それが、可哀かわい想そうで……。

　百香は、泣きたくなった。

　シツコク追いかけられたが、いざ冷たい体を目の前にすると、悲しくなる。

　パティが、フッ、フッ、フッとどこか苛いらついた息を吐き出した。

「百香、あ、危ないから……」

　背から黒媛の声が聞こえた途端……。

　グルルルルルルルル、とパティが低くうなり始めた。なんだか怒っている様子だ。

　直後、声が聞こえた。

「パティ、こげんとこにおったとね、心配したんよ」

　見ると、パティの脇わきにひとりの女性が立っていた。

　ぼさぼさの金髪。昔の人がかけてそうな古臭いデザインの丸まる眼鏡めがね。白衣を着ているところを見ると、女医さんだろうか？　でも、綺き麗れいな女ひ性とである。落ち着き払った空色の瞳は、とても澄みきっている。

　瞳ひとみを見てわかった。彼女は、キュートのお姉さんだ。

　そんなお姉さんが、百もも香かたちに目をむけてきた。

「ごめんね、恐こわがらせたみたいやね。うちはネクロ・フォンターナ。この犬この飼い主なんよ。っとと、この子はパティ」

　ネクロが、ポンポンとパティの鼻面を叩たたいた。

　百香は、すぐさま彼女に問いかけた。

「キュートさんのお姉さんですか？」

「あんたら、キュートのお友達なん？　ああ、そりゃ悪いことしたね。この子、仕留めた獲物をだれかれ構わずに持っていく癖があるんよね。そんとき褒めてやらんと、大おお吼なきするから、困っとるんよ」

　なるほど、と百香と黒くろ媛ひめは顔を見合わせた。褒めてやればよかったのだ。

　百香は、あらためてパティに歩み寄り、その鼻面をゴシゴシと撫なでてやった。

「パティはお利口だね。それに、百香たちを助けてくれたんだから、ちゃんとお礼しなきゃいけなかったのに、ゴメンね、恐がったりして」

　パティが顔を擦すり寄せてきたため、百香もパティの大きすぎる顔に抱きついた。可愛かわいい犬の匂においがする。飼い主にちゃんと愛されている匂いだ。毛並みも、見た目と違ってやわらかい。

　と、抱いていたパティの頭が、いきなり消えた。足もとを見ると、黒いポメラニアンがパタパタと尻尾しつぽを振っている。

　膝ひざを折り、小さくなったパティの頭を撫でながら、百香はつぶやいた。

「褒めてあげればよかったんですね。気づきませんでした」

「あんたの能力やったら、簡単にわかるやろ？」

「え？　能力、ですか？」

「あんた、仮定未来視の能力持っとるやん」

「百香が、ですか？　能力、持ってるんですか？　本当に!?」

「もしかしてあんた、自分の能力に気づいとらんやったん？」

「はい、気づいてませんでした！」

　身の内から湧わき上がってきた悦よろこびに突き動かされ、百香は大好きな姉の胸に飛び込んだ。

「黒姉様、百香に能力があるって！」

「やったじゃないか、百香！」

　黒媛が、ギュゥゥゥッと抱き締めてくれる。胸の圧力が強すぎて息苦しいが、そんな苦しさもすべてハッピーだ。

「それで、妹の能力は、どのようなものなんでしょう？　我々人間は、媒体も必要になってくるのですが……」

　黒媛は、やはり冷静だった。有頂天になっている百香に代わり、ネクロにいちばん大切なことを訊きいてくれる。

「仮定未来視のこと？　そのまんまやん。仮定した未来を視みる能力ってヤツ。そこのお嬢ちゃんが、もし自分や他ほかのだれかがこの行動を選択すれば？　って仮定して考えると、その過程や結果が視えてくるわけやね……ああ、あと、あんたの媒体は水。大変やね、人間って、能力使うのに、いちいち媒体がいるんやから」

　ネクロの説明に、百もも香かは両の拳こぶしを空へ突き上げた。

　仮定未来視とは、未来予知に類する能力のようだ。つまり、黒くろ媛ひめと同じ【時の統治者タイムルーラー】である。それがとにかく嬉うれしかった。

　媒体が水というのも、あまりにありふれたものだったため、逆に探し出すことができなかったのだろう。｛千里眼クレアヴオイアンス｝の香こう森もり小こ都と恋この遠視でも特定できなかったはずだ。

　獣に追われながら川を渡るとき、そして水たまりに倒れ込んだとき、知らず知らずのうちに能力を使っていたらしい。

　黒媛が、自分のアゴ先を撫なでながら言った。

「仮定未来視か……使い方次第では、便利な能力だな。う～ん、そうだな、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝なんてどうだ？　こんなふたつ名、気に入らないか？」

　百香は、ぶんぶんと首を振ったあと大きくうなずいた。異名なんて、学院の生徒たちに認められたスターライトしかもらえないものである。それなのに、自分がもらえるなんて……。しかも名づけてくれたのは、憧あこがれの｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝だ。

「｛世界樹の一葉｝かぁ……素敵」

　嬉しくて嬉しくて、百香は泥だらけになった自分のショートパンツを握り締めた。と、ポケットになにか硬いものが入っていることに気づいた。これは……、宝石だ。

　思い出した。この森を消さないと。

　百香は、いまの感動を後回しにして、ネクロにむき直った。

「あの、この森を消してもらえませんか？」

　もう大丈夫だ。能力や媒体を教えてくれた親切なネクロが、森を消してくれる。

　百香は、そう思った。が、返ってきた言葉は……。

「ああ、それは無理」


　　　☆☆☆



　キュートは、酔っぱらった獣人の女から理り刀との居場所を聞き出したあと、真まっ直すぐにその場所へむかった。

　周囲の獣人たちが、キュートとスイートと毒どく舌ぜつ丸まるの三人を、「？」顔で見ている。

　キュートは幻術、スイートと毒舌丸は変化術で姿を変えてはいるものの、見ない顔が三人連れだって歩いていると、やはり目につくようだ。

　獣人の女は言っていた。人間の男はいま、コヅクリの真っ最中だ、と。

　心配だった。どういうわけか、とても心配になった。いますぐ駆け出したい気持ちを、なんとか抑え込む。走れば、余計に獣人たちの目を引いてしまうから。

　建物の陰に入ってすぐ、キュートは目を見張った。巨大な花が生えていたからだ。

　獣人の女が言っていた通りだが、ここまで大きな花だとは思っていなかった。

「毒どく舌ぜつ丸まる、お願い」

　キュートは、肩越しに毒舌丸へ合図を送った。直後、彼女の手刀の一いつ閃せんが、巨大な花を切り裂いた。

　そこから、大量の液体といっしょに、ふたりの人間が流れ出てきた。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　理り刀とと巴ともえである。

「きゅ！」

　そんなふたりを見て、キュートは息を吞のんだ。

　ふたりとも全身ベトベトで、甘ったるい匂においを放っていて、とここまでなら許せる。

　だが、きつく目を閉じた巴が、理刀の首に抱きついているのだけは納得いかない。

　なんで？　この中でふたり、なにをしていたの？　すごく心配してたのに、ふたりは、ずっと、抱き合って……。

「え？　キュート？　スイートも、あ、毒舌丸さんも、みんな、無事だったんだ」

　まぶしさに目を細めていた理刀が、そばにいるのがキュートたちであることにようやく気づいたようだ。

　巴も、目を細めてこちらを見ている。だが、理刀から離れようとしない。

「ちょっとあなた、さっさと理刀から離れて下さいません？」

　スイートの言葉で、巴が顔を真っ赤にして理刀から離れた。

　だが、いままでとなにかが違うことにキュートは気づいた。巴の反応に、なんだか違和感がある。

　巴の視線や動きが、どこか理刀寄りなのだ。うまく説明できないが、彼女の意識が理刀にむかっているような気がした。

　花の中でなにかあったの？　想像すると、どういうわけかムカムカしてきた。

　目の前で、理刀が微笑ほほえんでいる。ジャングルの中では、あれほど見たいと願った笑顔なのに、いまはなぜか腹立たしい。

　ムカムカムカムカムカムカムカムカムカムカ、だれか、この苛いら立だちをとめてっ！

「きゅーっ！　理刀のバカぁ！」

　なにかに突き動かされ、ポカン！　と理刀の頭を叩たたいた。一度叩くと、もうとまらない。ポカスカ叩いた。叩き続けた。

「心配したんだからねっ！」


　　　☆☆☆



「ああ、それは無理」

　ネクロの冷たいこたえに、百もも香かはポカ～ンと彼女を見つめることしかできない。

　代わりに、黒くろ媛ひめが理由をたずねてくれた。

「どうして無理なんですか？」

「この封印庭アークをつくったの、うちなんよ。自分の手で破壊すんのは、嫌にきまっとるやろ。特にこん封印庭は、精魂込めてつくったヤツやからね。仕掛けも最高級なんよ。箱に戻せば消えるけど、完全にもとには戻らんからね」

「どんなに嫌でも、消してもらわないと困ります」

　黒くろ媛ひめが、少々きつい目をネクロへむける。

「最高級の仕掛けって、なんですか？」

　ちょっとだけ気になったため、百もも香かは横から質問してみた。

　ネクロが、どこか嬉うれしそうに教えてくれる。

「この森の中心部にね、黄よ泉み路じに続く次元孔ホールを設置したんよ。すごいやろ？　やからね、この封印庭のタイトルは『最後の晩ばん餐さん』。ちょっと洒落しやれた名前にしてみたんやけど、どうやろか？」

「う～ん、タイトルはなんかすごそうですけど、その黄泉路って、もしかして地獄とかに続く道のことじゃないですか？　なんか危なそうですね」

「そうやね、封印を解いとうけん、ちょっとしたキッカケがあれば門が開くやろうね」

「あのぅ、門が開いたら、どうなるんですか？」

「そりゃあ、黄泉路から死者や鬼があふれ出てくるやろ。その他ほかにも、いろいろ」

「それって、まずいじゃないですか」

「そうやね、この辺一帯は、第一級の霊的汚染区域に指定されるやろうね」

「この辺一帯って、この辺は、百香の家なんですけど……」

「ひどい話もあったもんや」

　ネクロは助けてくれそうもない。そう思った百香は、ポケットの中の宝石を上から押さえ、そこにあることを確認したあと、首を巡らせた。木々の間から、石像の頭が見える。

「黒姉様、箱を探そう」

「よし、いこう」

　百香は、黒媛といっしょに石像へむかって駆け出した。

　箱から宝石を外した場所は、石像の背が見える位置だったのを覚えている。

　走ると、百香の足もとでずっと尻尾しつぽを振っていたパティが、嬉しそうについてきた。

「パティも箱を探してくれるの？」

　パティが、キャウ、と鳴いてこたえてくれる。

「じゃあ、パティもがんばって探してね！」

　キャウ。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、なぜかとても怒っているキュートにポカポカと頭や腕を叩たたかれながら、考えていた。

　叩かれる理由は？　キュートが涙目になっている理由は？　頭に枯葉を二枚のせている理由は？　シャツを胸元で結び、へそを出している理由は？

　わからないことだらけだ。

　どういうわけか、すぐ目の前に立っているスイートも、ジト───ッと冷ややかな目で理り刀とを見ている。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、いつもと変わらない鋭い目だからいいとして、キュートとスイートはどうして不機嫌なんだ？

　全身ベトベトになった巴ともえは、頰ほおを紅あかくしたまま毒舌丸の横に立っている。

　そのむこうから、獣人たちがぞろぞろと集まってきた。騒ぎを聞きつけたのだろう。

「痴ち話わ喧げん嘩かか？」「二ふた股または男のロマンだ！」「純愛が基本でしょ」「どっちが二号だ？」「どんな種族でも、やっぱ女が強いのね」「男も負けてねぇぞ」「子づくり失敗？」

　いろいろ言われているようだ。

「理刀のバカぁ！」

　キュートはまだ、ポカポカをやめようとしない。スイートも、ジ───ッという視線をゆるめてくれない。

　キュートの腕が細くて、拳こぶしが小さくて、力が弱いとはいえ、連打は少々痛い。殴られ続けるという状況も、精神的に痛い。

　だから理刀は、キュートの両手首をつかまえた。ベトベトを彼女につけてしまうが、この際やむを得ない。

「ねえ、キュート、なんで怒って……」

「わたくしも、少々怒っていますの」

　スイートが、突き出した手から閃せん光こうをほとばしらせた。予告もなにもない。

　光が、理刀の肩口に吸い込まれていく。

　直後、『混沌爆弾カオテイツク・ボム』が発動した。

　無音の爆風が、四方に津波となってひろがっていく。

　帽子を押さえたスイートが、足を踏ん張ってそれに堪たえている。毒舌丸も素早く巴を支え、爆風に飛ばされないように踏みとどまっている。

　獣人たちは、正体不明の突風に驚いているものの、だれひとり吹き飛ばされるような者はいなかった。

　ただひとり、

「きゅ」

　理刀のいちばん近くにいたキュートだけが、頭にのせた枯葉を飛ばされ、こてん、と背中から地面に倒れ込んだ。

　その際、風にスカートがめくられ、真っ白な下着が露あらわになったのは、自然な流れであり、ついでに、胸元からチラリとブラが見えてしまったのも不可抗力であり……。

　理刀は、慌あわてて目をそらした。が、下着の映純像白は、しっかりと目に焼きついている。顔が熱くなってきた。

　巴ともえと密着していたときとは違うドキドキが、体の中を駆け巡る。

「きゅーっ！」

　起き上がったキュートが、慌あわててスカートを直したあと、キッと理り刀とをにらみ、ボッと顔を赤くしてから、その目を素早くスイートへむけた。

「スイート！　あ、あ、あんたねぇ、ところ構わず攻撃術使ってんじゃないわよ！」

「あなたが拳こぶしを振るうから、わたくしは魔法を使わせてもらったまでのことですわ。嫉しつ妬との表現方法は、人それぞれ違うものでしょ？」

「し、嫉妬って、な、なに言って……」

「ふふん、いつまで経たってもお嬢ちゃまですわね。程度にもよりますけど、嫉妬のひとつやふたつできないようでは、殿方の心はつかめませんわよ」

「あ、あたし、嫉妬なんて……」

　キュートの顔が、より一層赤くなった。

　あ、そうだったのか、と理刀は納得した。

　自分が巴とふたりきりで巨大花の花頭でベタベタになっていたことに、たぶん、キュートは妬やいてくれたのだ。

　そう考えると、ポカポカ攻撃も説明できる。

　顔を赤くしてうつむいているキュートが、なんだかとても愛いとおしくなった。と同時に、理刀も体中が熱くなってくる。嫉妬してくれた、ということはつまり、彼女が自分に対して好意以上の感情を……。

　いきなり、地面が揺れた。

　地震？

「きゅ？」「なんですの？」「きゃ」「お嬢様、建物から離れて下さい」

　キュートが、スイートが、巴が、毒どく舌ぜつ丸まるが、よろけながらも一カ所に身を寄せ合った。

　理刀もようやく立ち上がり、周りに注意を配る。石造りの建物が、最も大きく揺れているようだ。

　獣人たちが、騒ぎ始めた。

「も、門が、門が開き始めたぞぉ！」

　建物の正面、宴うたげを催していた場所から叫び声が聞こえてきた。

　獣人たちが、そちらへ走っていく。

　理刀も、彼らのあとを追って走った。キュートたちもついてくる。

　建物の正面に回ると、入口を塞ふさいでいた巨石が、少しずつ横へずれているのがわかった。先ほどはなかった隙すき間まが空いている。そこから見えるのは、渦巻く暗い空間だった。

「まさか、黄よ泉み路じが……」

　毒舌丸が、震える声でつぶやいた。

「きゅ、黄泉路なんて、そんな……」

「冗談ではありませんわ。ネクロお姉様って、なんて悪趣味なんでしょう！」

　なぜ、このタイミングで巨石が動き始めたのだろう？　まさか混沌爆弾カオテイツク・ボムのせい？　それに、ヨミジって？　そんなに危険なものなのか？　魔族であるキュートたちには当たり前の言葉でも、理り刀とにはよくわからない。

「ねえ、ヨミジって……」

　いったいなに？　と理刀は最後まで言いきることはできなかった。

　いきなり、体に蛇を巻きつけた女性像の表面を、大きなヒビ割れが駆け上ったからだ。そして、数秒も待たず像が崩れ始めた。

　まるで、巨石が動くことへの絶望を全身で表現しているかのようである。

　巨石が動いてできた隙すき間まから、腐臭とともに醜い生き物たちが顔を覗のぞかせた。そして、次々と這はい出してくる。

　死霊、鬼、異形の獣、その他、この世の生物ではないものたちばかりだ。

　うおおっ！　とだれかが叫んだ。獣人たちの中でも、一際大きな体を持つヴァポである。

「戦士たちよ、勇者ヴァポに続け！　いまこそジャグ族の誇りを見せるときだ！」

　獣人たちが鬨ときの声をあげた。

「女たちは子供をつれて森に逃げろ！」「武器を取れ！」「いっしょに死のうぜ、兄弟！」「聖地で散ろうっ！」「闘やったるぜぇぇぇ！」「家族を守れぇぇぇ！」

　獣人たちが、迫りくる死霊や鬼たちに突っ込んでいく。

　それを見てすぐ、毒どく舌ぜつ丸まるが鋭い目を理刀へむけてきた。

「春日かすが理刀さん、お嬢様たちをお願いします。あなたの能力なら、死霊たちの攻撃を防ぐことができるはずです」

「ちょっと毒舌丸、あなた、なにをするつもりなの？」

「キュートお嬢様、春日理刀さんから決して離れないで下さい。わたしには、お嬢様を最後までお守りする義務があります」

　そんな毒舌丸の言葉を無視して、スイートが一歩前に出た。

「毒舌丸、あなたの気持ちは嬉うれしく思います。ですが、わたくし、いますごく暴れたい気分ですの」

「あら、気が合うじゃない」

　キュートも、前に進み出る。

「魔宴サバトの神秘ミステリウム、妖よう宴えんの稲妻フルグル、邪宴の毒神サマエル、煉れん獄ごくの責苦から汝なんじらを解き放たん。起たちて幽光ひかりに集え、闇やみの最そ深こより地上に焦がれし者たちよ、我が声に応こたえよ」

　巴ともえが、静かに呪じゆ文もんを唱えた。彼女の周りに現れたのは、五体の死霊だ。

　巴が、キュートとスイートに小さくうなずく。どうやら、やる気のようである。

　理刀は、毒舌丸にむかって肩をすくめてみせた。お嬢様方は、闘やる気十分のようですが、どうしますか？　と。

　毒舌丸が、小さく息を吐く。

　と、獣人たちとの闘いを抜けてきた鬼が一匹、こちらへ突進してくるのが見えた。

「春日かすが理り刀とさんから離れない、という条件を守って下さい。それ以上は譲歩しかねます」

　言うなり、毒どく舌ぜつ丸まるが疾風と化した。

　理刀は、彼女の動きを目で追うことができなかった。視線をむけたときにはもう、鬼が地面に倒れ伏していた。毒舌丸が、その顔面を踏み砕いて消滅させる。

　鬼の濁にごった悲鳴が、闘いのゴングとなった。





七章　自分は自分のままで







　突然の地響きに続き、石像が崩れ始めたのを見て、百もも香かは思わず黒くろ媛ひめにしがみついた。

　なにが起こっているのだろう。なんだか、建物のむこう側が騒がしいような……、大勢の人の叫び声が聞こえる。

　百香は焦った。急いで箱を探さないと、大変なことになりそう。もしかして、ネクロが言っていた黄よ泉み路じが開いたのかも。

　体に蛇を巻きつけた石像は、もう崩れてしまった。だが、だいたいの距離は覚えている。石造りの建物が、左手の斜め三〇度あたりに見えていた……はず。

「この辺のはずなんだけど……」

「急ごう、あまりグズグズはしていられないようだ」

　黒媛に背を押され、百香は周囲を見回した。

　草木が生い茂るジャングルは、どこも同じに見える。だんだん自信がなくなってくる。

　と、キャウ、キャウ、とパティの鳴き声が聞こえてきた。

「パティ、どこ？」

　呼ぶと、草の中からちょこんと顔を出したパティが、もう一度、キャウ、と鳴いた。その横にあるのは……。

「あった、箱！　パティが探してくれたのね、ありがと～」

　百もも香かは、パティを抱き上げ頰ほおをすりつけた。

　パタパタと尻尾しつぽを振りながら、パティがペロペロと頰をなめてくれる。

「百香、宝石をくれ」

「あ、そっか……」

　喜ぶのはあとだ。百香は、パティを地面に置いたあと、泥だらけになったショートパンツのポケットに手を突っ込んだ。そして、宝石を……。宝石を……。宝石が……ない。

「あれ？」

　もう一方のポケットも探すが……、ない。つい先ほどまで、入っていたはずなのに。泣きそうになった。

「落とした、みたい」

「落とした？」

　黒くろ媛ひめの目が大きく見開かれた。だがすぐに、地面を見回し始める。

「もしかしたら、さっき倒れた場所かもしれないな」

「ううん、ほんのさっきも、ちゃんと確かめたの。ポケットの上からだけど」

「だったら、この辺に……」

　キャウ……、パティの鳴き声で、百香は地面から顔を上げた。いつの間にか、目の前にネクロが立っていた。

「あ、それ……」

　彼女が指先につまむようにして持っていたのは、封印庭アークをもとへ戻すのに必要な宝石だった。彼女が拾ってくれたらしい。

「あ、ありがとうございます」

「悪いけど、これは返せんよ」

「え？」

「返したら、封印庭をもとに戻すんやろ？」

「はい」

　コクン、と百香は正直にうなずいた。

「スリ盗とったんですね？」

　黒媛が、尖とがった視線をネクロへむけている。

　スリ取った？　拾ってくれたんじゃないの？　スリって、泥棒のこと？　それって、悪いことじゃ……。

　ネクロが、黒媛の視線を正面から受けとめた。質問に対し、肯定も否定もしない。

「宝コ石レを返して欲しいんやったら、うちと勝負しよ」

「「勝負？」」

　百香と黒媛は、同時に声を出した。

「そ、うちがつくった封印庭こを、みすみす壊させたくないんよ。たとえ、黄よ泉み路じが開いてしもうたとしても、ね」

「「黄よ泉み路じが開いた!?」」

　また、百もも香かと黒くろ媛ひめの声が重なった。

　黄泉路が開けば、地獄の死霊や鬼があふれ出てくるんじゃなかったっけ？　この辺一帯が、第一級の霊的汚染地域に指定されるとか言ってたはずじゃ……。

「黒姉様、早く箱に宝石をはめないと……」

「その宝石、返して下さい！」

　黒媛が、ネクロにむかって片手を突き出した。

　と、ネクロが三つの小さな木箱をどこからともなく出現させ、真ん中の箱のフタを開けると、そこへぽとりと宝石を落とした。

　コロン、と木箱の底に宝石が当たった音が聞こえてくる。

　途端、三つの木箱がぐるぐると凄すさまじい勢いで回転を始めた。これではもう、どれが宝石を入れた箱なのかわからない。

　回転がとまり、三つの木箱が地面の上に一列に並べられた。

　ネクロが、三つの木箱を片手で指し示す。

「さて、どれがアタリでしょう？　正解すれば、封印石を返しちゃるよ。ハズレやったら、ぜぇ～んぶこのまま」

「卑ひ怯きようだ。そもそも、ここはわたしたちの家なんだから、そちらが……」

「黒姉様、時間がないんだよ」

　百香は、ネクロに詰め寄ろうとした黒媛を手で制し、三つの木箱の前に両りよう膝ひざをついた。

　自分は、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝。仮定未来視の能力者。できるはず。自分を信じて。

　百香は、そばにあった水たまりを覗のぞき込んだ。

　もし、右の木箱を開けたら？　と心の中でつぶやいてみる。

　映像が視みえた。開いたフタ。木箱の中身は空からっぽ。

　次に、真ん中の木箱を開けたら？　視えた映像は、またも空。

　だったらもう、最後のひとつがアタリだ。でも念のため……、左の木箱を開けたら、と自分に問いかけてみる。

　映像が視えた。木箱のフタに手をかけ、開け……。あ……。

　頭の中がポーッと熱くなり、映像が乱れ、箱の中身を視ることができなかった。

　連続して能力を使ったため、精神力が乱れたのだ。まだまだパール第三級クラスだから、限界を迎えるのが早い。

「百香、どうだ？」

　黒媛の声に、百香は水たまりからようやく顔を上げた。

　左の箱を確認することができなかったが、残りふたつが空であれば、最後の箱がアタリであることはまず間違いない。

　でも……、なにか引っかかる。

「もう少し、待って」

　微震は、いまだ続いている。これが黄よ泉み路じが開いていることと関かかわりがあるのなら、休んでいる暇なんてない。でも、めまいがする。息苦しさも。

　ネクロが、表情を消してこちらを静かに見つめている。ポーカーフェイスというヤツだ。

　負けられない！

「百もも香か、大丈夫か？」

「うん、黒姉様、心配いらないよ。百香は、｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝の妹だし、｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝でもあるんだから、まだまだがんばれるよ。ううん、がんばってみせる！」

　たぶん、あと一回で本当の限界がくる。気を失ってしまうかも……。でも、ちゃんと確認しないと。よし、やるぞ！

　百香が気合いを入れたそのとき、

「六七女のゴルゴンゾラで～す」

「六八女のパルメザンで～す」

「「ふたり合わせて、ゴルパルツインズでぇぇぇぇぇ～す」」

　騒そう々ぞうしいふたりが、空気の中から滲にじみ出すようにして姿を現した。

　丸まる眼鏡めがねの奥で、ネクロの視線が鋭くなる。が、口を開こうとはしない。

　黒くろ媛ひめも心底嫌そうに顔をしかめるが、なにも口にしない。

　百香はとりあえず、ペコリと頭を下げた。

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、三つの箱とネクロを交互に見比べ、ニヤを開いたのは、ゴルゴンゾラだ。

「ネクロの姐あねさんは、相変わらず三択好きだねぇ」

　パルメザンが、打てば響くような調子で、すぐさま言葉を返す。

「わたしも好きでぇ～す」

「パルはすぐにズルするからねぇ～」

「そういうゴルだって、ズルばっかじゃん」

「「ズルはダメだよねぇ～」」

「あ、ポケットの中にビスケット発見！」

　ゴルゴンゾラが、黒革のジャケット、そのポケットから一枚の大きなビスケットを取り出した。

「あ、わたしはアーモンドチョコ発見！」

　パルメザンも、ジャケットのポケットから大粒のチョコレートをつまみ出す。

「はい、パル、ビスケットあげる。あ～んして」

「ゴルにもアーモンドチョコあげるから、はい、あ～ん」

「甘ぁい！」

「わぁ、ゴルったら、どっかのコメディアンみたぁい」

　ふたりして、お菓子を食べさせ合っている。本当に仲のいい双子だ。

　百もも香かは、感心しながら彼女たちの行動を眺めた。

　黒くろ媛ひめは、完全に無視を決め込んでいるが、ネクロのほうは片かた眉まゆをピクピクと痙けい攣れんさせている。双子に怒っているようだ。

　でも、百香は思う。双子のお姉さんたちは面白い、と。彼女たちといると、きっと退屈しないだろう。

「百香、惑わされるな。集中だぞ」

　黒媛が、手を握ってくれた。

「麗うるわしき姉妹愛っ！」

「素敵だねぇ、わたしのポケットに入ってるチョコレートをプレゼントしようかな？」

「それとも、お菓子の家に招待してあげようか？」

「それいいね。雨降ったら、すごく困る家にご招待！　甘ったるくて最高の家！　でも虫歯にご用心！」

　ゴルゴンゾラとパルメザンが、また騒ぎ始める。

　百香は、黒媛の手を握り返しながら、目を閉じた。そして、彼女の言葉を思い出す。

『百香は百香のままでいればいい。これ、意外と難しいことなんだぞ』

　百香は百香のままで。

　いま感じていることは？












　黒くろ媛ひめもネクロも、双子の騒そう々ぞうしさを不快に感じているようだが、百もも香かは違う。どちらかといえば、楽しいという感情のほうが強い。

　ゴルゴンゾラもパルメザンも、いいお姉さんだ。たぶん。

　行動が少々派手なだけ。たぶん。

　楽しいことが大好きなだけ。コレは絶対。

　百香は百香のままで。

　そばで、パティがフリフリと尻尾しつぽを振りながら百香を見上げている。

　可愛かわいいなぁ～。なごみますぅ～。ついつい、集中力が乱れてしまう。

　パティの頭を撫なでながら、百香は決意した。

　仮定した未来を覗のぞけるのは、おそらく、あと一度。

　だから、仮定するのは……。


　　　☆☆☆



　理り刀とは、迫りくる異形の怪物たちを必死で殴り続けた。

　一発殴るだけで簡単に消滅してくれるため、楽に倒すことができる。理刀は最初、そう思った。楽勝じゃないか、と。

　だが、小鬼が持つ棍こん棒ぼうの一撃を肩に受け、骨まで響くその痛みにより、考えを修正せざるを得なくなった。

　黄よ泉み路じから這はい出てきた異形の者たちは、顔に似合わず考える頭を持っていたようである。落ちている石や獣人たちから奪い取った棍棒を使い、理刀を攻撃し始めたのだ。

　上等だ、この野郎！

　懸命に棍棒を振り回している、というか棍棒に振り回されているキュートを背に庇かばいつつ、理刀も拾った棍棒を片手に動き続けた。敵が持つ道具だけに集中すればいい。受けとめ、かわし、すぐさま体のどこかを接触させればいいだけだ。

　毒どく舌ぜつ丸まるは相変わらず、疾風の動きと名刀の切れ味で、迫りくる死霊や鬼たちを次々と消滅させている。速すぎて強すぎて正確すぎて、目が回りそうだ。

　スイートも、毒舌丸には遙はるかに劣るものの、確実に対する相手を倒している。

　巴ともえは、喚よび出した死霊たちを理刀たちの周囲に配置し、いっせいに襲いかかられることがないように気を配ってくれている。

　一方、ヴァポを先頭に闘っている獣人たちも、がんばっていた。

　攻撃を受けるのも構わず、腕力にものをいわせ、棍棒や鉈なたを振り回している。こういった肉弾戦はお得意のようだ。

　だが、巨石は動きをとめず、ゆるやかに、そして確実に黄泉路への入口を大きくしていた。あふれ出てくる異形の者たちも、あとからあとから増え続けているようだ。

　このままでは、数の力に押し流されるのが目に見えている。

「きゅ！」

　声に振りむくと、尻しり餅もちをついたキュートのすぐ目の前で、鬼が棍棒を振り上げていた。

　理り刀とは跳んだ。なにも考えなかった。棍こん棒ぼうが、キュートの上に……。

　させるかっ！

　振り下ろされた棍棒の下に、飛び込んだ。

　ゴッ！　という衝撃。頭の中が揺れた。意識が霞かすんだ。「理刀！」キュートの声。体から力が抜ける。だれかが抱きついてくる感触。小柄なだれかが、体を支えてくれた。

「春日かすが理刀さん、失礼します！」

　毒どく舌ぜつ丸まるの鋭い声に続き、なにかが体の中に吸い込まれていく感触。続けて……、無音の大津波がひろがった。

　混沌爆弾カオテイツク・ボムである。

　理刀は、ここでようやく意識の糸をつなぎとめることができた。

「？」

　見ると、周りから異形の者たちが消えている。そして、キュートが自分の胸にしっかりと抱きついていた。

「キュート？」

「理刀、大丈夫？　頭から、血が……」

　顔を上げたキュートの瞳空色は、涙で曇っていた。

　額ひたいに手をやると、ぬるりとした感触が……。指先についたそれを見ると、赤黒い血だった。

　鬼の一撃でこの程度なら、安いものである。キュートが無事なら、それでいい。

　理刀は、いまだ抱きついているキュートに、精いっぱいの微笑ほほえみをむけた。

「このくらい、なんてことないよ」

「キュート、理刀といちゃついてる暇なんてありませんわよ」

　スイートが、巨石へ目をやった。いつの間にか、完全に開ききっている。暗い孔あなが、不吉な渦を巻いていた。

「理刀の混沌爆弾を使っても、一時しのぎにしかなりませんわ。それどころか、門を開く手助けをしたみたいですわよ」

　スイートが、両手に光の玉をつくり出した。

　毒舌丸が、指先で眼鏡めがねをクイッと押し上げた。

　巴ともえが、胸の前で祈るように手を握り合わせる。

　黄よ泉み路じから、再び異形の者たちが這はい出してきた。次々と、次々と、どんどんどんどん、あふれ出してくる。

　それだけなら、まだよかった。

「きゅ、あれ、なに？」

「じょ、冗談になっていませんわ」

　暗い孔のむこうから、巨大な、黒よりもさらに黒い眼めが、こちらを覗のぞいている。

　それは、あまりにも巨大すぎる死霊の双そう眸ぼうだった。孔の直径よりも巨大な死霊が、身を屈かがめて無理やり体を押し出すようにして、姿を現した。

　黒装束。髑どく髏ろ面。それどころか、大おお鎌がまという凶器まで手にしている。

　おおおおおおおぉぉぉぉぉっ！　獣人たちが吼ほえた。手傷を負おい、仲間に肩を貸し、仲間に支えられながら、叫んでいる。

　闘いに臨む気力を奮い立たせているのだろうか、それとも、絶望を前に嘆いているのだろうか。

　理り刀とは、キュートの横顔へ目をやった。硬直し、その愛らしい瞳ひとみを震わせている。

　守らなきゃ。この娘こだけは、守らなきゃ。

　理刀は、拳こぶしを握り締めた。固く、強く、想おもいを込めて、握り締めた。

　オレが、体を張って、守らなきゃ。

　巨大な死霊を背に、異形の者たちの大群が襲いかかってくる。まるで雪崩なだれのように。


　　　☆☆☆



　百もも香かは仮定した。

　もし、……………だったら？

　百香は力を振り絞った。それでも、水たまりに映るはずの未来が、よく視みえない。まるで、汚れた泥水を通して視ているかのようだ。

　ダメ。息が苦しい。冷や汗が噴き出してきた。気持ちが悪くなる。吐き気も。

『百香は百香のままでいればいい』

　黒くろ媛ひめの言葉が、耳の奥で反響する。

『これ、意外と難しいことなんだぞ』

　姉のやさしさが、背を押してくれたような気がした。

｛蛇髪女の眼メドウサ・アイ｝が名づけてくれた｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝。このふたつ名に恥じない自分でいたい。亜あ威い百香は、亜威黒媛の妹なのだ。

　息苦しい。だからどうした！

　冷や汗が噴き出してきた。関係ない！

　気持ち悪い。まだまだ！

　吐き気なんて、なんの障害にもならない！

　百香は強く望んだ。視たい。視たい。視たい！　そして、自分は視える！　と心に念じる。視える！　と強く強く強く。

　視え……。

　意識が、半分飛んだ。水たまりに手をついた。映像が消える。

「百香、大丈夫か!?」

　黒媛が、すかさず体を支えてくれた。

「「お～っと、ダウンだぁ～！」」

　すぐに双子が騒ぎ始めた。

「視えたのか？」

「うん、たぶん」

　百もも香かは、黒くろ媛ひめにしがみついたまま、なんとか立ち上がった。そして、三つの木箱を見下ろす。

「どれにするか、決まった？」

　ネクロが、ようやく口を開いた。

「はい、決まりました」

　百香は、黒媛の腕をそっと放し、ネクロに歩み寄った。そして、「すみません」と彼女の白衣、その右ポケットに手を突っ込んだ。

　ほら、あった。

　手に握り込んだ硬い感触。取り出したものは、仮定した未来そのままに、宝石だった。

「やった！」

　黒媛が、大きな胸の前でグッと拳こぶしを握り締めた。

　ネクロが、無言のまま目を閉じた。眉まゆ根ねには、深いシワが刻まれている。

　百香は、こう仮定したのだ。

　もし、ネクロが着ている白衣のポケットを全部裏返したら？　と。右のポケットから、丸いなにかが落ちてきた。あとはもう、信じるだけ。

　百香は百香らしく。だから、双子に抱いた好意のまま、未来を仮定した。

　彼女たちは、ポケットからビスケットとチョコレートを出してみせた。言葉ではなく、行動で教えてくれたのだ。

「ポケットの中には、女の子の大好きなものが入っているんだよ」と。

　ビスケットもチョコレートも、百香は大好きである。あと、可愛かわいい動物も。

　百香は、足もとで尻尾しつぽを振っているパティを見下ろした。

　キャウ。と鳴いてこたえてくれる。本当に可愛い犬こだ。大きくなっているときは、ちょっと恐こわいけど……。

　百香は、ゴルゴンゾラとパルメザンのふたりにむき直った。

　ダブルスマイルが、百香の視線を受けとめてくれる。

　百香は、双子へ真まっ直すぐに顔をむけ、ペコッと頭を下げた。

「ありがとうございました」

　頭を上げたときにはもう、双子が百香を挟むようなかたちで立っていた。

「「キミはいい娘こだねぇ」」

　ふたり同時に抱き締めてくれた。黒革の匂においと遠慮のない胸の弾力に、たじたじの百香である。でも、こんなサンドイッチ状態は、悪い気分じゃない。

　ゴルゴンゾラが、百香の耳元でささやいた。

「未来とむき合うには、ふたつの方法があるんだよ」

　パルメザンが、言葉を続ける。

「ひとつは不安を胸に」

　そしてまた、ゴルゴンゾラ。

「もうひとつは期待を胸に」

「「さて、あなたはどちらを胸に、未来とむき合うのかな？」」

　百もも香かは顔を上げた。こたえはもちろん……。と、口を開こうとする前に、

「百香は能力の使いすぎで疲れているんだから、あんまり乱暴なマネはしないでくれ」

　黒くろ媛ひめから腕を取られ、双子サンドイッチから引っ張り出された。そしてすぐに、強く抱き締められる。やっていることは、双子となにも変わらない。

　質問のこたえは……。

　双子が、ニコ～と笑みをひろげた。

「「キミたちは、本当にいい娘こだねぇ」」

　そして、ふたり同時に不機嫌丸出しのネクロを指差し、

「「あっちが悪い娘の見本だから、真ま似ねしちゃダメだよぉ」」

　そうつけ加えた。

　途端、ネクロの目に涙が浮かんだ。

「こ、こ、このバカコンビ！　全部あんたらのせいやろが！　うちがどれだけ『最後の晩ばん餐さん』に時間をかけたと思うてんの！　パティ、あん娘たちのお尻しりに嚙かみついてやりぃ！」

　主人の怒りに、可愛かわいいパティが瞬またたく間に巨大すぎる怪獣に変身した。

　厳いかつい顔。太く鋭い牙きば。太すぎる四肢。パティだとわかっていても、やっぱり恐こわい。

　だが、双子の反応は違った。

「愛国無政府丸、登場！」

「愛国無政府丸、出現！」

　とっても楽しそうだ。

「勝手に改名すんなっ！　パティって可愛い名前があるんやけんね！」

　ネクロの叫びで、パティがふたりに飛びかかった。だが、

「「それではみなさん、ごきげんよ」」

　双子は、瞬時に姿を消してしまった。

「このバカコンビぃ─────！」

　ネクロの叫びが、ジャングルの中にこだまする。

　そんな騒そう々ぞうしさを眺めながら、百香は自分の胸に右手を当てた。

　未来とむかい合うときは、期待を胸に！


　　　☆☆☆



　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！

　雄叫おたけびをあげながら、ヴァポを先頭に獣人たちが死霊や鬼の群れに突っ込んでいく。

　理り刀との後ろで、キュート、スイート、巴ともえが身を寄せ合っている。

　理刀の隣に立つのは、毒どく舌ぜつ丸まるだ。彼女が、闘いから視線をそらさないまま、言った。

「春日かすが理刀さん、お願いがあります」

「え？」

　瞳ひとみを碧あおに染めた毒どく舌ぜつ丸まるからは、いつもの鋭さが消えていた。そこにあるのは、もの静かな想おもいだけだった。

「どうか、お嬢様方を守ってあげて下さい」

　最後の最後まで、フォンターナ家の従者であり続けるつもりなのだろう。

「もちろん、死ぬ気で守りますよ」

「死ぬ気、では困ります」

「へ？」

「絶対に生き残る、という意志のもとにお願いします」

　毒舌丸が、顔を動かさず、スッと視線だけを理り刀とへむけてくる。

　理刀は、おかしくなった。さすが毒舌丸、肝が据すわっている。

「そうですね。死ぬ気でがんばるなんて、後ろむきですよね」

「自らを省かえりみるときには、後ろを振りむかなければいけませんが、人生は前むきにしか生きることができませんから」

　毒舌丸が、視線を前へ戻した。

　大おお鎌がまを持つ巨大な死霊をバックに、異形の軍勢が押し寄せてくる。獣人の群れはその中に吞のみ込まれ、もはや跡形もない。

「や、や、やるわよ！」

「ふ、ふん、あ、ああ、足手まといは、そ、その辺に隠れてなさい」

　キュートとスイートが、理刀の背から死霊や鬼たちを覗のぞき見ている。

　巴ともえはひとり、胸の前で手を握り合わせたまま、泣きそうな顔で理刀を見つめている。

　理刀は、肩越しにそんな彼女たちへそれぞれうなずいたあと、前へむき直った。

　恐こわくない、といえば噓うそになる。正直、いますぐ回れ右をして、全力ダッシュで逃げ出したい。でも、どこへ逃げればいいんだ？　仲間を捨てて逃げ出した瞬間、自分が自分じゃなくなってしまう。だから……。

　絶対に生き残る！

　意志を固めた。

「いきます」

　毒舌丸が、襲いかかってくる異形の者たちへ突っ込んでいく。

　理刀は両手をひろげた。

　スイートを、巴を、そしてキュートを、絶対に守るんだ！

「きゅ───────────────────────────────────！」

「いやぁ──────────────────────────────────！」

「きゃぁぁぁぁぁぁぁ────────────────────────────！」

　恐怖に堪たえきれなくなったのだろう。キュートが、スイートが、巴が、理刀の腕や背にしがみついてきた。

　死霊が、鬼が、奇形の獣が、襲いかかってくる。そして、頭上には、大おお鎌がまを振り上げた巨大な死霊の影が……。

　ぬめりを帯びた鈍色の光が、大鎌の刃を流れ落ちる。

　大鎌が、振り下ろされ……………ようとした瞬間、強風に吹き消された煙のように、死霊の姿が搔かき消えた。

　異形の者たちの姿も。

　獣人たちの群れも。

　石造りの建物も。

　ジャングルも。

　なにもかも。

　消えてしまった。

　見えるのは、手入れのゆき届いた亜あ威い邸の庭。三〇メートルほど離れた場所に、黒くろ媛ひめと百もも香かの姿が。

　ふたりとも無事だったのだ。

　彼女たちのすぐそばに立っているのは、白衣を着たボサボサ頭の金髪女性だ。その足もとに黒い小型犬がいる。

　百香が小さな箱を持っているところから察するに、彼女たちが封印庭アークをもとへ戻してくれたのだろう。

　ボサボサ頭の女性が、こちらへ軽く手を振ってきた。

「ネクロお姉様ったら、もう少し早く封印庭を消して欲しかったわ」

「ですわね、お陰で不必要な運動を強しいられましたわ」

　理り刀との腕にしがみついたまま、キュートとスイートが文句を口にする。

　巴ともえはすでに、頰ほおを紅あかくして理刀から体を離している。

　ボサボサ頭の女性は、ネクロという名前らしい。封印庭に関係あるお姉様のようだ。迷惑な双子の姿は……、どこにも見えない。

　そのネクロが、百香から封印庭の箱を受け取り、足もとにいた黒い小型犬を抱き上げると、妹たちに声をかけようともせず、フイッと姿を消してしまった。

　これで一件落着？　と思いきや……。

「ところであんた、いつまで理刀に抱きついてんのよ？」

「あら、そちらこそ、さっさとその無遠慮な手をお放しなさい。理刀に迷惑ですわよ」

「ふん、あんたが先に放しなさいよ」

「まあ、どちらが理刀に長く寄り添っていられるか、わたくしと勝負なさるおつもり？」

「きゅ、やってやろうじゃない」

　キュートが、理刀の右腕にぎゅぅっとしがみついてきた。

「負けませんわよ」

　スイートも、左腕に強く抱きついてくる。

「お、おい、ちょっと……」

　ふたりの女の子に両腕を押さえられ、ギューギューと胸を押しつけられ、動きのとれない理り刀とである。

　そこへ、

「春日かすがくん、血が……」

　正面から、巴ともえが上目づかいに理刀の顔を覗のぞき込んできた。手にしているのは、ジャングルの中で彼女の涙を吸い取っていた白いハンカチである。

「あ、いいよ美み々み津つさん、ハンカチが汚れるから。このくらい……」

「いいの」

　巴にしては少々強引に、ハンカチで理刀の額ひたいをやさしく拭ふいてくれる。

　彼女の顔は、真っ赤である。視線も理刀とはほとんど合わせようとせず、いっしょうけんめいに血を拭いてくれている。

　ハンカチに唾つばをつけ、拭き、また唾をつけて拭くということを繰り返す。

　それをジッと見ていたスイートが、

「人間界では、傷口に唾だ液えきをつけるのですか？　なんだか不潔ですわね」

　嫌味混じりに、つぶやいた。

「あ、ご、ごめんなさい。うちでは、いつもこうやってるから、つい」

　巴が身を縮め、ハンカチを胸の前でもむように握り締める。耳や首筋まで赤くなっているのは、巴らしいといえば巴らしい反応だ。

「いや、ありがとう。ごめん、ハンカチ汚れちゃったね」

「い、いいの」

　巴がチラッと理刀と目を合わせ、またすぐにうつむいた。顔は赤いままである。

　ぎゅっ！

　いきなり、キュートが理刀の腕を強く締めつけてきた。

　同時に、スイートも。

　ちょっと痛い。

「あのさ、ちょっと、痛……」

「わたくしたちに嫉しつ妬とさせるなんて……理刀って、いけない人ですわ」

　スイートが、ギリギリと腕を締めつけてくる。途端、

「ちょ、ちょっと。あ、ああ、あたしは嫉妬なんかしてないんだからねっ！」

　キュートが、パッと腕を放した。

　顔が真っ赤である。巴とお揃そろいだ。

　すぐに、

「あ、みなさん、いらっしゃ～い！」

　こちらを見つけた百もも香かが、手を振って駆け寄ってきた。シャツやショートパンツは泥だらけで、膝ひざも少しだけ擦すり剝むいているが、大きな怪け我がはないようだ。

　彼女の後ろから、いつもの余裕たっぷりな笑みを浮かべ、黒くろ媛ひめもこちらへ歩いてくる。

　これで勢せい揃ぞろい。

　頰ほおを紅あかく染めたキュートが、なんだか不機嫌な様子だし、左腕に抱きついたスイートの締めつけが痛いし、目の前に立つ巴ともえの顔は真っ赤っかだが、それらはあまり大した問題ではない。

　みんないる。みんな揃っている。仲間の存在を感じることができる。これが大切なことだと思う。

　理り刀とは、百もも香かと黒媛に笑顔をむけた。

　でも、やっぱりちょっと、左腕の締めつけが……痛い。












エピローグ







　封印庭アーク騒動の翌日、理り刀とは管理人室で昼食をご馳ち走そうになっていた。

　丸いちゃぶ台を囲み、理刀の右にキュート、左にスイート、正面に毒どく舌ぜつ丸まる、といつもの顔ぶれが揃そろっている。

　ちゃぶ台の中央には、大きなボールに入ったそうめんが置かれていた。

　ちゃんとめんつゆもあるし、薬味も用意してある。それはいい。日本の夏、という感じだ。開け放った窓には風鈴も下げられているし、扇風機だってちゃんと回っている。

　夏の風情を味わい、昼食の時間を楽しめばいいのに……、やはりというか、キュートとスイートが、またいつものように勝負を始めた。「どうやったらそうめんをより美お味いしく食すことができるのか」勝負、である。

　そんな流れで、ふたりがめんつゆの代わりに様々なものを試し始めた。

　冷蔵庫から、キュートとスイートが競っていろいろなものを引っ張り出してくる。

　ケチャップ。マヨネーズ。ホイップクリーム。キムチ。醬しよう油ゆ。みりん。ぽん酢。オレンジジュース。コーラ。牛乳。イチゴジャム。バター。バニラアイス。その他、次々とちゃぶ台の上に並べ始めた。

　理刀はそれを黙って眺めながら、そうめんをちゃんとしためんつゆで食べ続ける。

　毒舌丸も、ゆず胡こ椒しようを溶いたつゆで、つるつると食べている。お嬢様方の不毛な勝負に、口を挟む気など微み塵じんもないようだ。

　キュートが、マヨネーズを少しだけ取り皿に出し、そうめんをつけて食べている。だがすぐに顔をしかめ、すかさずオレンジジュースのパックを手に取った。

　コップに注いだジュースに、そうめんをつけて食べたあと、しばし無言無表情。微妙、だったのだろう。そのまま、オレンジジュースをゴクゴクと飲んでしまった。

　スイートのほうも、なんだか真面目まじめな顔で醬油やみりん、イチゴジャムやバターを試していたが、どれもめんつゆを超える味ではなかったようで、むぅぅぅと低く唸うなりながらコップの水で口をゆすいでいる。

　勝負といっても、それぞれが大人おとなしく味を確かめているだけなので、とても静かだ。いつもなら、口こう撃げきを交わし合い、それがエスカレートすると互いに手を出してのケンカが始まるのだが、きょうはそれがない。

　理刀は、落ち着いた気持ちでそうめんを食べ続けた。

　毒舌丸の表情も、どこかゆったりとして見える。ふたりのお嬢様が暴れないため、気持ち的に楽なのだろう。

　とても平和な夏の午後である。

　いつの間にかスイートが、めんつゆでそうめんを食べ始めている。早々に「どうやったらそうめんをより美味しく食すことができるのか」勝負を棄権リタイアしたようだ。

　理り刀とにひと呼吸遅れて、キュートもそれに気づいたようだ。

「きゅ！　あんた、なに普通に食べてんのよ！」

「わたくしの口は、あなたと違って悪あく食じきには堪たえられませんの。この勝負、ゲテモノ食いのあなたに勝利をお譲りしますわ。なんだか、口の中がムズムズして……」

　ちゅるん、とスイートが可愛かわいらしくそうめんを吸い上げる。

「ふん」

　キュートが、用意してあった水入れを手に取り、その中身をスイートのつゆの中へドボドボと注ぎ足した。これでは、つゆが薄まって味がなくなってしまう。

「なにをなさるの!?　三倍に薄めて、と表示されてあるのが読めないのかしら？」

「あんたは特別、一〇倍くらいで食べなさい。口がムズムズするんでしょ？」

「まあまあまあ、なんて意地の悪い妹なんでしょう。理刀、ひどいと思いませんか？」

「理刀は関係ないでしょ！」

　理刀は、ただ黙って笑みを浮かべた。口元が少しばかり引きつっているような気がするが、とにかく笑っておく。

「あら、理刀にも、この鬼のような所行をちゃんと見て頂かないと。こんなだと、恐こわくてお隣になんか住めませんわよね？」

「理刀はいいの！　住めないなら、あんたがこのマンションから出ていきなさいよ」

「理刀とふたりきり、を狙ねらってらっしゃるんでしょ？　そう簡単にはいきませんわよ」

「きゅ、そ、そんなんじゃないわよ」

　理刀は、ただただ苦笑いを続けた。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、黙々とそうめんを食べ続けている。そうめんが好きなのか？　それとも、いつもの口くち喧げん嘩かであるため、無視しているのだろうか。

「ふふん、理刀とふたりきりになろうだなんて、そんな甘い考えはお捨てなさい」

「きゅ、だ、だから、違うって言ってるでしょ！」

　そのときだった。

「「「「「ごめんくださ～い」」」」」

　数人の声が聞こえてきた。若い女性の声である。

　ずぞぞぞ、ちゅぽん、と毒舌丸が一気にそうめんの束を口へ流し込んだあと、もぐもぐやりながら立ち上がった。

「すみませ～ん」

　毒舌丸が開けるよりも先に、管理人室のドアからひょこっと顔が飛び出してきた。ドアは閉まったままである。首だけが、外からドアを通り抜けてきたのだ。

　間違いなく、魔族である。

　赤毛の少女だった。

「はい、少々お待ち下さい」

　口元を押さえながら、毒舌丸が驚きもせずに対応している。ドアを開けたむこうに、数人の女の子たちが立っていた。

　その中のひとりが、ニッコリと落ち着いた笑みをうかべ、口を開いた。

「ここって、春日かすが寮ですよね？」

「はい、そうです。遠路はるばるお疲れ様でした。こちらにご記入をお願いします。そのあとで、みなさんを部屋までご案内します」

　なんらかの用紙を女の子たちに手渡している毒どく舌ぜつ丸まるを見て、理り刀とは首を傾かしげた。

　あの女の子たちは、どちら様？　遠路はるばる？　なんの目的でやってきたの？　部屋までご案内？　春日寮？

　キュートやスイートも、「？」顔である。

　キャーキャー嬉うれしそうにはしゃいでいる女の子たちに用紙とペンを渡し終えたあと、毒舌丸が部屋の中へ戻ってきた。

「ご紹介は、寮生たちが荷物を置いて落ち着いてからにしますので、いまはまだお食事を続けていて下さい」

「寮生って？」

　キュートの質問に、毒舌丸が小さくうなずいた。

「はい、きょうからこのマンションがアンダーレゾン学院の第一指定寮となりました。彼女たちが、その第一期入寮者となります。入寮予定者は、総勢三〇名。すべて女子です。寮は、先住者である春日理刀さんの名字を頂き、『春日寮』と命名されております」

「き、聞いてないわよ、そんなこと……」

「お嬢様たちを驚かせたい、というリイザ様のご意向でしたので。ちなみに、寮名をお考えになったのはリイザ様です」

「リイザお姉様ったら、勝手に、もうっ！」

「リイザお姉様のご指示ならば、逆らえませんわね」

　怒るキュートを横目に、スイートが肩をすくめる。

　ここで、理刀はちょっとした疑問を訊きくことにした。

「あの、先ほど入寮者三〇名が、すべて女子って……」

「はい、『春日寮』は女子寮となります。ですから、本来ならば男性である春日理刀さんには、即刻退去して頂かなければならないのですが、先住者に対する優遇処置を執とらせて頂きました」

「つまり、住み続けてもいい、ということですか？」

「はい、これからもニッポン国のことについて、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします」

　毒舌丸が、ていねいに頭を下げてくる。

「こんちわぁ」

　声に目をむけ、理刀は「あ……」と軽い驚きの声をもらした。

　きのう見た、ネクロというボサボサ金髪頭のお姉様が、戸口に立っていたからだ。

「「ネクロお姉様！」」

　キュートとスイートが、同時に声をあげた。

「うち、アンダーレゾン学院の講師をさせてもらうことになったけん、よろしくね。担当学科は、もちろん封印庭アーク学科よ」

　彼女の足もとをチョロチョロしているのは、きのうもいた黒い小型犬だ。確かに、ペットオーケーのマンションではあるが……。

「「「「「記入終わりましたぁ」」」」」

　女の子たちが、揃そろって元気な声をあげる。

　唇を突き出したキュートが、「ったく、リイザお姉様ったら」とブツブツ文句を口にしている。

　スイートは、やれやれといった表情だ。

　女の子たちやネクロを部屋へ案内するため、毒どく舌ぜつ丸まるが管理人室を出ていった。

　マンションの中が、これから騒がしくなりそうだ。

　理り刀とは、大きく息をついた。

　女子寮って……、ちょっと、いろいろ、困るかも……。





あとがき







『恋する気持ち』と『愛する想おもい』を妨害するものは、いろいろありますが……。

　つまらないプライドだったり、頑固極まりない親だったり、悪意を持つ友人や知人だったり、ふたりを包み込む状況そのものだったり（経済的格差、人種の違い、住んでいる場所が遠すぎる、などなど）、その他、数え上げたらきりがありません。

　恋をして、その次の段階へ進もうとするとき、人はちょっとだけ強くなれます。

　愛をつかみ、それを懸命に育はぐくもうと努力するとき、人はとても強くなれます。

　できることなら、恋から愛へと進む過程をスムーズに、なるべく壁にぶつからず、勇気と笑顔でのりきりたいものです。

　でも……、物語の中で簡単にくっついちゃったら面白くないですし、もしかしたら別の相手とくっつくかもしれないし、だれとも愛を語り合えないまま終わっちゃう、というパターンもありえるし、『ロミオとジュリエット』のようなラストも考えられるし……、いろいろと意地悪なことが頭をよぎっていきます。

　恋も愛も、取り扱いには十分な注意が必要ですね。




　どうも、野の島じまけんじです。

『きゅーきゅーキュート！』の三巻をお届けします。

　みなさんのお手元に渡るのは、北風が肌に痛い一月ですが、本の中は七月下旬、一学期の最終日です。

　あしたから夏休み！　海だ！　山だ！　花火だ！　肝だめしだ！　恋の予感だ！　ひと夏のアバンチュールだ！

　血ち湧わき肉躍る季節、夏。

　だれしもがウキウキワクワクの夏。

　でもでも……。

　そんなハッピー気分を嘲あざ笑わらうかのように、まるで天災のような事件が理刀とキュートたちに襲いかかってくるのです。

　と、いうわけで……、今回のキーワードは『双子』『ジャングル』『迷惑』『涙目』『ヌルヌルベタベタ』です。『恋』と『愛』も、隠し味として混ぜております。

『双子』を出したかったから！

『ジャングル』が書きたかったから！

『迷惑』を追求したかったから！

『涙目』を味わいたかったから！

『ヌルヌルベタベタ』を表現したかったから！

　そんな想いを込めまくり、ストーリーをつくりました。

　一巻、二巻と同様に、まず『お姉様Ⅰ』。

　次に『お姉様Ⅱ』。

　そして『お姉様Ⅲ』もご用意しています。

　とにもかくにも『お姉様』です。

　よく意味がわからないという方は、ぜひご一読を。




　今回もまた、様々な人に助けられました。

　いつもボクとおしゃべりしてくれるＨ＆Ｔくん。

　忙しい合間を縫ってお酒につき合ってくれるＴＡＫＡＹＡＭＡ氏。

　毎回、気合い全開で最高のイラストを描いて下さる武む藤とう此史くりひと先生。

　いつもニコニコと落ち着いた空間を演出して下さる担当編集の笹ささ尾おさん、鋭く的確なツッコミが素敵すぎる佐さ藤とうさん、そして出版に尽力して下さった編集部の皆様。

　本を開いて下さったすべての方々へ……。

　ありがとうございました。

　二〇〇七年も、よろしくお願いいたします。


野の島じまけんじ


















　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　マックじゃないと仕事が進まない、という重度のマック依存症。

　　マックの適度な騒々しさとスマイル０円という気軽さがなければ、原稿とは向き合えないかも……。

　　〆切と闘えないかも……。

　　笑顔を忘れてしまうかも……。

　　コーヒー１杯で何時間も居座っているため、

　　店員の目が少々痛い今日この頃。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　先日、終電逃したのでせっかくの機会に、

　　と一人カラオケデビュー。

　　ちゃんと歌いました。

　　後、最近はお好み焼きがブーム。

　　何入れても美味しいですね！

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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野島けんじ
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